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平成 30 年度実施事業の概要 

 
本年度は、昨年度に引き続き、これまで実績を上げてきた学校と外部協力者

をつなぐコーディネート活動を継続し、能登町、珠洲市、羽咋市など授業支援

の範囲を広げるとともに、新たな海洋教育の拠点を開拓しました。また、学校

教育課程での海洋教育活動の実践を支援し、普及を促すために、金沢大学教育

学部生など将来の教員となる可能性のある学生に授業を行いました。合わせて、

教職員に対する海洋教育研修・授業を行い、海洋教育を行うための基礎的なス

キルの習得を促しました。 
モデルとなる海洋教育活動の情報を共有・発信するために「能登の海洋教育

シンポジウム」を開催しました。また、石川県内の海洋教育実践校を中心とし

た海洋教育実践団体が参加する「第 1 回いしかわ海洋教育フォーラム～海藻か

ら学ぶ里海」を開催しました。 
本事業第 1 期（H27～29 年）に引き続き、海洋教育の教育効果を検証する調

査を行いました。 
 
 

赤崎海岸にて海藻の観察と採取を行う能登町立松波中学校 2 年生 
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1－1 石川県および北陸地域における海洋教育 

 

能登町・珠洲市・羽咋市・北陸三県の学校教育における海洋教育の概要 

 

能登里海教育研究所では、本事業第 1 期（平成 27～29 年）、海洋教育特例校である

能登町立小木小学校を中心に主に能登町において、海洋教育実践の支援を継続して行う

ことにより、他校・他地域でも普及可能なモデル化を目標にプログラムを作成してきま

した。今年度より本事業 2 期（平成 30 年～）に入り、これまでの支援活動を継続しつ

つ、石川県の学校において新規に海洋教育活動のプログラムの作成と実践に取り組みま

した。これまで作成してきた授業プログラムに加えて、特別支援学級を対象とした「海

を知る」授業、小中学校を対象とした「イカの生態から海の環境を知る」、「海岸と海藻

の観察」、「海洋プラスチックゴミを知る」授業などについて新しく取り組みました。 
今年度は、小木小学校以外の支援について、能登町立鵜川小学校、能登町立宇出津

小学校、能登町立松波中学校、珠洲市立大谷小中学校、石川県立七尾特別支援学校珠洲

分校、羽咋市立西北台小学校、石川県立能登高等学校に行いました。その他には、北陸

三県の高等学校 5 校の野外実習を指導しました。 
 

松波中学校 2年生理科の授業「ウニの発生を観察する」 
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平成 30 年度 学校教育における海洋教育支援一覧 
（小木小学校里海科・里海活動をのぞく） 

 

学校名  主催・担当組織 学習内容 
能登町立松波中学

校 2 年生・理科 
2018 年 5 月 1 日 学校・能登里海教育研究所 ウニの発生 

石川県立金沢二水

高等学校 
2018 年 6 月 22 日 学校・金沢大学臨海実験施

設・能登里海教育研究所 
海洋動物を用いて機

能と形態の関係 
特別支援学校珠洲

分校中学部・生活科 
2018 年 6 月 29 日 学校・能登里海教育研究所 海岸に出て砂造形活

動 
特別支援学校珠洲

分校中学部・生活科 
2018 年 7 月 3 日 学校・能登里海教育研究所 魚に触れてみよう 

石川県立七尾高等

学校・臨海実習 
2018 年 7 月 10-12
日 

学校・金沢大学臨海実験施

設・能登里海教育研究所 
臨海実習 

富山県立富山中部

高等学校・臨海実習 
2018 年 7 月 23-25
日 

学校・金沢大学臨海実験施

設・能登里海教育研究所 
臨海実習 

富山県立砺波高等

学校 
2018 年 7 月 26-28
日 

学校・金沢大学臨海実験施

設・能登里海教育研究所 
臨海実習 

能登町立宇出津小

学校 
2018 年 7 月 25 日 学校・能登里海教育研究所・

能登海上保安署 
水難防止講習（体験授

業） 
珠洲市立大谷小中

学校・課外活動 
2018 年 7 月 30 日 学校・能登里海教育研究所・

能登海上保安署 
水難防止講習・海岸清

掃・海洋ゴミの概要 
福井県立高志高等

学校 
2018 年 8 月 1-3 日 学校・金沢大学臨海実験施

設・能登里海教育研究所 
臨海実習 

能登町立小木小学

校 5、6 年生 
2018 年 8 月 6 日 学校・能登里海教育研究所・

能登海上保安署 
水難防止講習（体験授

業） 
石川県立金沢二水

高等学校 
2018 年 8 月 20-21
日 

学校・のと海洋ふれあいセン

ター・能登里海教育研究所 
臨海実習・海の生き物

の観察と採集 
能登町立鵜川小学

校 4 年生・総合 
2018 年 10 月 4 日 学校・金沢大学臨海実験施

設・能登里海教育研究所・能

登海上保安署 

透明度測定とプラン

クトンの観察（陸と海

の環境のつながり） 
能登町立小木小学

校・ＰＴＡ活動 
2018 年 10 月 5 日 学校・金沢大学臨海実験施

設・満天星・能登里海教育研

究所 

夜の生き物観察と星

の観察 
プランクトン観察 

能登町立松波中学

校 2 年生・総合 
2018 年 10 月 18 日 学校・能登里海教育研究所・

石川県水産総合センター 
海藻の観察・採集・同

定、標本づくり 
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特別支援学校珠洲

分校中学部・生活科 
2018 年 10 月 23 日 学校・能登里海教育研究所 乗船実習と磯観察 

特別支援学校珠洲

分校中学部・生活科 
2018 年 10 月 25 日 学校・能登里海教育研究所・

うみとさかなの科学館 
海藻学習・海藻おしば

のしおり作成 
能登町立松波中学

校 2 年生・総合 
2018 年 11 月 15 日 学校・能登里海教育研究所・

能登海上保安署 
海岸清掃・海洋ゴミの

概要 
館山市立西岬小学

校 
2018 年 12 月 学校・能登里海教育研究所 海の生き物に関する

質問への回答をビデ

オレターで送付 
羽咋市立西北台小

学校 5 年生・総合 
2019 年 1 月 17 日 学校・能登里海教育研究所 イカの生態と環境、海

洋ゴミの概要 
石川県立能登高等

学校 
2019 年 2 月 14 日 学校・金沢大学臨海実験施

設・能登里海教育研究所 
ヒラメの色素胞を観

察 
 

松波中学校 ウニの発生実験授業 

富山県立砺波高等学校 プランクトンの観察 
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珠洲市立大谷小中学校 海岸清掃と海洋ゴミについての課外学習と海の安全講習 

 

小木小学校 着衣泳の体験・海の安全講習 

 

金沢二水高等学校 海の生き物観察と採取 
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鵜川小学校 海の環境“にごり”について考える授業 透明度測定とプランクトンの観察 

 

松波中学校 藻場の観察と乾燥の採集、同定、標本づくり 

 

松波中学校 海洋ゴミについての学習と海岸清掃 
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西北台小学校 5年生 イカの生態と海の環境・海洋ゴミについて知る授業 

 

能登高等学校 1年生理科 魚の体色変化のしくみを考える ヒラメの色素胞を観察 
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1－2 海洋教育特例校における海洋教育 

 

能登町立小木小学校の取り組みの概要 

 
石川県能登町立小木小学校は平成 27 年度から継続して文科省の特例校に指定され、

「里海科」が設置されています。里海科は平成 27 年度の開始時より 5 年生と 6 年生に

それぞれ 35 時間が割り当てられています。他の 1、2、3、4 年生は生活科、理科、社

会、総合、家庭の時間を使って「里海学習」を実施しています。能登里海教育研究所は、

金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施設や能登町教育委員会と協力し、里海

科と里海学習の支援を行っています。 
5 年生のウニの受精実験を単元の進行に合わせて 6 月に行うことや、2 年生の海の生

きものを一定期間教室で飼育する方法など、より効果的な内容への検討と実践を進める

ため、「授業計画カード」を用いながら各学年担任と検討を重ね、改良を行いました。3
年生の環境美化では、これまでの海岸清掃活動に加え、海洋プラスチックゴミの問題を

取り扱いました。必要に応じて授業の一部指導や、専門知識を持つ地域の方を支援員と

してコーディネート、連携施設との調整、器材提供を行いました。 
5 年生では理科の「魚のたんじょう」など 11 時間、総合的な学習の時間の「海の環

境の変化と生き物のくらしについて調べよう」など 14 時間、社会科の「我が国の農業

や水産業」など 10 時間を使って年間時数 35 時間を設定しています。6 年生では、理科

の「生命と環境」など 15 時間、総合的な学習の時間の「漁師の仕事を知ろう」など 10
時間、家庭科の「栄養を考えた食事」などの 10 時間を使って、年間時数 35 時間を設

定しています。次項にこれまでの小木小学校の海洋教育実施状況を示しています。 
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小木小学校の海洋教育実施状況（平成 31 年 12 月現在） 
 
平成 27 年度 
学校名 学年・年間授業

時数 
海洋教育充当科目・配分時数 学習内容 

小木小学校 一年 生活科 12 時間 遊び道具づくり 
二年 生活科 15 時間 海の生き物 
三年 総合・図工 19 時間 海の祭り調査 
四年 総合・国語 19 時間 能登ブリ 
五年 理科 20 時間・社会 10 時間・総

合 5 時間 
魚のたんじょう 
人のたんじょう 

六年 理科 15 時間・総合 10 時間・家

庭 10 時間 
漁師の仕事体験 
海産物を使った料理 

 
平成 28 年度 
学校名 学年・年間授業

時数 
海洋教育充当科目・配分時数 学習内容 

小木小学校 一年 生活科 16 時間 海辺の季節変化 
二年 生活科 18 時間 海の生き物の飼育 
三年 理科・社会・総合等＊51 時間 海の祭り、環境美化 
四年 理科・社会・総合等＊50 時間 特産物イカの PR 
五年 理科 11 時間・社会 10 時間・総

合 14 時間 
魚のたんじょう 
水産業の調査と発表 

六年 理科 15 時間・総合 10 時間・家

庭 10 時間 
漁師の仕事体験 
海産物を使った料理 
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平成 29 年度 
学校名 学年・年間授業

時数 
海洋教育充当科目・配分時数 学習内容 

小木小学校 一年 生活科 16 時間 海辺の季節変化 
二年 生活科 18 時間 海の生き物の飼育 
三年 理科・社会・総合等＊51 時間 海の祭り、環境美化 
四年 理科・社会・総合等＊50 時間 特産物イカの PR 
五年 理科 11 時間・社会 10 時間・総

合 14 時間 
魚のたんじょう 
水産業の調査と発表 

六年 理科 15 時間・総合 10 時間・家

庭 10 時間 
漁師の仕事体験 
海産物を使った料理 

 
平成 30 年度 
学校名 学年・年間授業

時数 
海洋教育充当科目・配分時数 学習内容 

小木小学校 一年 生活科 16 時間 海辺の季節変化 
二年 生活科 18 時間 海の生き物の飼育 
三年 理科・社会・総合等＊51 時間 海の祭り、環境美化 
四年 理科・社会・総合等＊50 時間 特産物イカの PR 
五年 理科 11 時間・社会 10 時間・総

合 14 時間 
魚のたんじょう 
水産業の調査と発表 

六年 理科 15 時間・総合 10 時間・家

庭 10 時間 
漁師の仕事体験 
海産物を使った料理 
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里海科全体計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

海に親しむ 海を知る 海を守る 海を利用する 
海の豊かな自然や海に関わりの

ある地域社会の中での様々な体

験活動を通して，海に対する豊

かな感受性や海に対する関心等

を培い，海の自然に親しみ，海

に進んで関わろうとする児童を

育成する 

海の自然や資源，人と

の深い関わりについ

て関心を持ち，進んで

調べようとする児童

を育成する 

海の環境について調べる活

動やその保全活動などの体

験を通して，海の環境保全

に主体的に関わろうとする

児童を育成する 

水産物や資源，船舶を用いた人

や物の輸送，また海を通した世

界の人々との結びつきについて

理解し，それらを持続的に利用

することの大切さを理解できる

児童を育成する 

平成 27年度 

里海科スタート 
平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

カリキュラム開発 教師の専門性の開発 
スタンダードの開発と 

海洋教育の継続 

スタンダードの改良と 

 海洋教育の継続 

既存の海洋に関する教育活

動を基盤にして，「海洋教

育」として意識的に教育活

動を組織し実践し，「海洋教

育」の視点から省察する。 

「海洋教育」カリキュラム

の持続的な開発のため，新

しい素材の発掘・カリキュ

ラム開発の主体である教

師の専門性を開発する。 

系統性を考えたよりよい地

域教材の開発をしながら，

他の教科同様，教材の精

選・実践を積み上げ，小木

スタンダードの編成と海洋

教育の継続を進める。 

昨年までに積み上げた小

木スタンダードをもとに実

践を積み上げるとともに、

新しい学習指導要領との接

点を求めて海洋教育の改良

を目指す。 

教 育 目 標 
小中連携教育で子どもの学びを連続させ 

確かな学力と豊かな感性を培い，仲間とともにやりぬく子どもの育成 
日本国憲法  
教育基本法 
学校教育法  
学習指導要領 
石川の教育振興基

本計画 
能登町教育目標 

社会の要請  
地域の実情 
学校の実情   
児童の実態 
教師の願い 
 

各教科 
 

道徳 
特別活動 
総合的な学習の時間 
外国語活動 

子 ど も 像 

・学び合う子 ・支え合う子 ・やりぬく子 

里海科教育目標 

海の豊かな自然と親しむ活動，身近な社会の中での海との繋がり

を感じられるような体験活動，海について調べる活動，その保全

活動等の体験を通して，海に対する豊かな感受性を培い，海に

対する関心を高めるとともに，海洋教育，水産資源，船舶運輸

などの海洋と人間の関係および海を通した世界の人々との結び

つきについて理解させ，持続可能な社会の形成者としての資質，

能力，態度を養う。 

 

 

海を利用する 海 を 守 る 海と人との共

 

海を知る 

海に親しむ 
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里海科に関するカリキュラム 

 

小木小学校では、海洋政策研究財団の『21 世紀の海洋教育に関するグランドデザイン（小学校編）』

を参考に、里海科のカリキュラムを下記にように設定しています。アルファベットは、別項の里海

活動内容系統表に対応しています。 

 

[第5 学年及び第6 学年] 

1 目標 

(1) 海にかかわる仕事の体験や施設の見学を通して，海の自然や文化に親しんだり，海にかかわる多様な仕事

に触れたりして，進んで海にかかわることができるようにする。 

(2) 海の生き物の多様性や生態系，海の歴史や文化に関心を持ち，関連付けたり推測したりして調べることが

できるようにする。 

(3) 地球規模の環境問題や国際的な取組を調べ，海の環境保全のために自分たちができることを考え，様々な

方法で取り組むことができるようにする。 

(4) 日本の水産業や海運，海洋資源について調べ，人々の豊かな生活を支えてきた海の様々な役割やきまりを

理解するとともに，世界の国々と協調しながら海を利用しようとすることができるようにする。 

2 内容 

A 海に親しむ (d 海の観察会に行こう) 

(1) 海を体験しよう 

海洋関係の施設での活動を通して，自然を生かした活動や集団で活動する楽しさに気付き，進んで海に

かかわることができるようにする。 

ア 身近にある海の自然や文化に親しむこと。 

イ 海藻をとったり，塩作りをしたりするなど，海のものを使った体験を楽しむこと。 

ウ ビーチコーミングやクラフトなどを楽しむこと。 

エ 海水浴やマリンスポーツなどを楽しむこと。 

オ 集団で協力して活動することの楽しさに気付き，望ましい人間関係を築くこと。 

A 海に親しむ (e 海の仕事体験をしよう) 

(1) 漁師の仕事を体験しよう 

漁師の仕事を体験し，自然を相手に生きる人々の喜びや苦労に関心をもち，進んで海にかかわることが

できるようにする。 

ア 勤労の尊さや生産の喜びに気付くこと。 

イ 漁業に従事している人々の工夫や努力に気付くこと。 

ウ 漁業が国民の食生活に大きくかかわっていることに気付くこと。 

(2) 海にかかわる仕事を見学しよう 

海にかかわる施設を見学し，海に関する多様な知識を得るとともに様々な仕事があることを知り，進ん

で海にかかわることができるようにする。 

ア 漁港や市場，水産試験場などを見学すること。 

イ 海上保安庁や港湾施設などを見学すること。 
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ウ 水族館など海に関する博物館を見学すること。 

(3)海にかかわる活動を体験をしよう 

海にかかわる活動を体験し，海とかかわって生活している人々の思いや行動の大切さに気付き，進んで

海にかかわることができるようにする。 

ア 海岸清掃を体験すること。 

イ 自然再生のためのボランティア活動を体験すること。 

B 海を知る (c 海の生き物を調べよう) 

(1) 海の魚について調べよう 

海の魚について調べ，海の魚の体のつくりと働きを理解できるようにする。 

ア エラによって海中から酸素を取り入れ，海中に二酸化炭素を出していること。 

イ 食べ物は，口，胃，腸などを通る間に消化，吸収され，吸収されなかった物は排出されること。 

ウ 血液は，心臓の働きで体内を巡り，養分，酸素及び二酸化炭素などを運んでいること。 

エ 海の魚は，海水の中でも体の中の塩分を一定の濃さに調節するしくみをもっていること。他にも浮

袋に脂肪を満たす種や浮袋を持たない種など，生息する環境に応じて様々な特徴や仕組みをもってい

ること。 

(2) 海の植物について調べよう 

海の植物について調べ，海の植物の体のつくりと働きを理解できるようにする。 

ア 海の植物にはプランクトンと海藻・海草があり，それぞれには陸上の植物とは異なる特徴があるこ

と。 

イ 海の植物も光合成をしていること。 

ウ 海藻・海草が生息している場所が海の生き物のすみかになっていること。 

(3) 海の生き物の誕生を調べよう 

海の生き物の誕生について調べ，動物の発生や成長について理解することができるようにする。 

ア 海の生き物には雌雄があり，卵は日がたつにつれて中の様子が変化すること。 

イ 海の生き物は，水中の小さな生物を食べ物にして生きていること。 

ウ 陸の生き物の発生と関連付けて考えること。 

B 海を知る (d 海の自然について知ろう) 

(1) 海の生き物の関連について調べよう 

海の生き物の関連について調べ，海の生き物が食物連鎖などで互いに関連し合って生きていることを 

理解することができるようにする。 

ア 生き物の間には，食う食われるという関係があること。 

イ 生き物の間には，共生と寄生など利用しあう関係があること。 

B 海を知る (e 海にかかわる歴史について調べよう) 

(1) 海を通した文化交流の歴史を調べよう 

海を通した文化交流の歴史を調べ，日本の歴史上の主な事象について，海を渡った先人や文化について

理解できるようにする。 

ア 小野妹子，行基，鑑真，ザビエル，ペリー，勝海舟など先人の働きや苦労のこと。 

イ 稲作，宗教，文字，鉄砲など文化のこと。 
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B 海を知る (f 海の様子を知ろう) 

(1) 海流や潮の満ち干，海底の地形について調べよう 

海流や潮の満ち干，海底の地形の様子について調べ，海の大きな動きや構造などがおよぼす影響につい

て理解することができるようにする。 

ア 海流や水温の変化が気候と関係があること。 

イ 海流や海底の地形によって漁場がつくられること。 

ウ 場所や時期によって潮の満ち干の大きさが変わること。 

C 海を守る (a 人々の暮らしと海の自然について考えよう) 

(1) 日本の水産業と海洋環境について調べよう 

日本の水産業について調べ，日本の漁業資源と海洋環境とのかかわりなどについて考えることができる

ようにする。 

ア 水産業が国民の食生活を支えていることや，食料の中には外国から輸入しているものがあること。 

イ 水産業にかかわる漁業資源や水産物の生産量の分布，海洋環境の特色について。 

ウ 水産業と海洋環境とのかかわりと，海洋環境を保全するための工夫や努力について。 

C 海を守る (b 環境の変化と海との関係を調べよう) 

(1) 地球温暖化と海の変化について調べよう 

地球温暖化と海の変化やその影響についての調べ，地球温暖化が自分たちの生活や気候と密接にかかわ

り合っていることに気付き，自分たちができることは何かを考えることができるようにする。 

ア 温暖化が北極や南極の氷，氷河の解氷にかかわっていること。 

イ 海面上昇における冠水の問題があること。 

ウ エルニーニョ現象やラニーニャ現象が，水産資源の変化にかかわっていること。 

(2) 海の環境の変化と生き物の暮らしについて調べよう 

海の環境の変化と生き物の暮らしとのかかわりについて調べ，環境の変化に応じて，そこに住む生き物

の様子が変わってきていることに気付き，（自然保護の立場に立った）海とのかかわり方について考える

ことができるようにする。 

ア 埋め立て，護岸工事，海洋投棄などが生態系に影響をおよぼすこと。 

イ 二酸化炭素の増加に伴う海洋の酸性化が海の生き物に影響をおよぼすこと。 

ウ 環境保全や自然を再生する取組が行われていること。 

(3) 海の環境の変化と人々の暮らしについて調べよう 

海の環境の変化と人々の暮らしとのかかわりについて調べ，環境の変化に応じて，そこに住む人々の暮

らしが変わってきていることに気付き，海とのかかわり方について考えることができるようにする。 

ア 海洋環境の変化に伴い漁業の衰退など産業構造が変化してきていること。 

イ 海洋環境の変化に伴う人々の関心の高まりにより，エコツーリズムの考え方が生まれてきているこ

と。 

ウ 自分の生活を見直し，エコライフの取組をすること。 

C 海を守る (c 海にやさしい暮らしについて考えよう) 

(1) 人々の暮らしが海洋に及ぼす影響について調べよう 

日常生活や産業活動に伴う海洋汚染について調べ，海を大切にするための生活や習慣を改めて考え直す
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ことができるようにする。 

ア 海の環境が工業，農業，養殖業，鉱業などの産業活動や日常生活から出される排・廃水によって汚

染されることがあること。 

イ 海洋汚染による公害などの社会問題を引き起こしてきたこと。 

ウ 産業活動やライフスタイルを改善し海洋の保全につとめていること。 

D 海を利用する (b 海で働く人々の生活について調べよう) 

(1) 日本の水産業について調べよう 

日本の水産業について調べ，日本各地の水産業の特徴や海の利用について理解することができるように

する。 

ア 日本の位置と領土，領海や大陸棚，海に関する単位について。 

イ 漁場と日本の主な漁港について。 

ウ 水産業に従事している人々の工夫や努力について。 

エ 漁港と消費地を結ぶ運輸について。 

(2) 日本の海運について調べよう 

日本の海運について調べ，海運にたずさわる人々や日本各地のつながり，省庁の役割を理解することが

できるようにする。 

ア 生産地と消費地を結ぶ運輸の働きについて。 

イ 海運に従事している人々の工夫や努力について。 

ウ 安全な航行に対する省庁の取組と海運にたずさわる人々の工夫や努力について。 

D 海を利用する (c 海による世界との結びつきについて調べよう) 

(1) 世界の海運について調べよう 

世界の海運について調べ，海運にたずさわる人々や世界各地のつながり，国際連合の役割を理解するこ

とができるようにする。 

ア 海上運輸は物を大量に安く運ぶことができること。 

イ 国際連合を中心に安全な航海を実現するための努力が行われていること。 

ウ 国際的な航海によって環境への影響があること。 

(2) 世界の結びつきと海運の働きについて調べよう 

世界の結びつきと海運の働きについて調べ，食料や原料，生産物がどのような船でどのように運ばれて

いるかについて考えることができるようにする。 

ア 食料や原料の多くは外国から輸入していること。 

イ 生産地と消費地を結ぶ航路とその安全を守る働きがあること。 

ウ 船には運ぶものに応じた様々な種類や機能があること。 

D 海を利用する (d 海の資源) 

(1) 日本の海洋でのエネルギー開発について調べよう 

日本の海洋でのエネルギー開発について調べ，その有効活用について考えることができるようにする。 

ア 風力・波力・温度差を利用した発電 

イ メタンハイドレードやレアメタルなどの鉱物資源の特色を生かした産業への利用 

ウ 海洋深層水を生かした産業や生活への利用
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第 1学年の実施内容 

 
小学 1 年生では生活科の時間を利用し、能登町にある海の自然を生かした体験活動

を提供する「のと海洋ふれあいセンター」の職員の指導のもと、里海の自然と触れ合い

ました。その後、「なつのうみまっぷ」を作り、夏の里海の様子をまとめました。また、

秋にも海辺を訪れ「あきのはじまりうみまっぷ」を作り、季節の変化や違いを学びまし

た。次項から、第 1 学年生活科学学習指導案、里海活動年間計画、里海活動実践報告を

紹介します。 
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第１学年生活科学習指導案 

場所  １年教室 
指導者 梅木 あゆみ 

１ 単元名 きせつとともだち ～みなさんこんにちは～ 
 
２ 単元の目標 
 ・進んで自然と触れ合い，自然の変化や不思議さを感じ取り，諸感覚を用いた遊びや生活を楽しもう

とする。                           【生活への関心・意欲・態度】 
 ・四季の変化について自分なりに考えたり，身近な自然物を利用した遊びを工夫したりして，それら

を表現することができるようにする。           【活動や体験についての思考・表現】 
 ・自然と触れ合い，楽しく遊びながら，季節の変化や遊びの楽しさ，自然の不思議さに気付くことが 

できるようにする。                           【身近な環境や自分についての気付き】 
 

３ 指導にあたって 
（１）教材観 

本単元は，学習指導要領の内容（５）季節の変化と生活，（６）自然や物を使った遊びに基づいて設

定したものである。本校には校舎裏に「九十九っ子の森」があり，校区にはふれあい海洋センターの「屋

外タッチフィールド」があり，児童にとって身近に恵まれた自然環境が整っている。本単元はこれらの

校庭や施設へ年間を通して出かけ，自然と触れ合う直接的な体験を繰り返し行う。自然を体全体で感じ

ながら，繰り返し自然と触れ合うことで，季節によって自分たちの遊びや生活の様子が変わることに気

付くことができる。また，身近にある自然を利用したり，身近にある物を使ったりなどして遊びを作り

出すことを通して，遊びの面白さや自然の不思議に気付くことをねらいとしている。 

（２）児童観 

本学級の児童は，活動的で好奇心が旺盛な児童が多い。晴れの日の休み時間には，全員が校庭や校舎

裏の九十九っ子の森に遊びに行く。校庭に咲く草花を摘んで飾って楽しんだり，虫を見つけると虫かご

に入れて大切に教室まで持って来たりする。これまでに，身近な自然にかかわる活動としては，春には

校庭の周りで，草花や虫を見つけたり，草ずもう等の草花を使った遊びを体験して楽しんだりした。夏

には，春と同じ場所に行って季節による違いを比べた。また，屋外タッチフィールドでの磯遊びで，夏

の海草を採取し，海辺の身近な自然にもかかわってきた。 
これらの身近な自然に諸感覚を使って関わる活動を通して，気付いたことを具体的に話せるようにな

ってきた。しかし，身近な自然と遊んだりしているが，身近にあるものを使って遊びに使う物を作った

りする経験は少ない。また，楽しかったことや対象とのかかわりで得た気付きを表現することはできて

いるが，それを交流し気付きを関連付け，新たな気付きを生み出したり，次の活動や体験につなげたり

することは，まだ不十分である。 

（３）指導観 
本単元では，学校の周りの身近な自然に触れ合う活動，春と夏を利用して遊ぶ活動において繰り返し 

対象とかかわることを大切にする。その活動から生まれる児童の気付きを大切にし，活動を振り返り，
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感じたことなどを交流する。交流を通して四季の変化や季節によって生活の様子が変わることに気付き，

自分たちの生活を工夫したり，楽しくしたりできるようにしていく。 
第一次では，学校の周りの里山である九十九っ子の森や校庭で春探しをする。諸感覚を使って活動し，

春を体全体で十分に感じ取ることができるようにする。児童の見つけてきたものや発言については，共

感的に受容し，多様な気付きを引き出す。また，友達と自然物を使って遊ぶことで，春の自然物の特徴

を生かした遊びの楽しさや関心を持たせる。 
第二次では，夏の里山の様子を諸感覚で感じながら自然と触れ合い，春との季節の変化の違いを感じ 

取ることができるようにする。そのために，春の活動時の写真を提示し，様子を見比べて思い出しなが

ら自然と触れ合うことを伝える。活動後には，諸感覚で感じとったことやその場所で見付けた物の絵を

発見カードにかく。 
第三次では，里海での季節探しも始める。小木地区の豊かな海には生き物も多く生息するが、海そう

に焦点を当てて季節探しを行う。海そうは季節で生息する種類の変化が分かりやすく、秋頃に学習する

単元「きせつとともだち いろやかたちをたくさんみつけた」において夏と秋の季節の違いを児童が感

じやすいからである。第一次と同様にして夏探しを行い，諸感覚で感じたことを発見カードにかく。ま

た、里山・里海の夏探しにて発見カードをかくときの手立てとして，活動の写真を大型テレビに提示し，

想起しやすいようにする。そして，「校庭と海の様子マップ」を作る。諸感覚で感じたことや様子をマッ

プで可視化して見比べることにより，春との違いに気付けるようにする。 
第四次では，土や水で遊ぶ活動場所を「五色ヶ浜」の砂浜にし，「夏の海での遊び」に親しむことがで

きるようにする。砂浜で友達と一緒に遊ぶ中で，砂や海水の特徴や固めるためにはどうすればいいかな

どの考えを出し合い，気付きの質を高めていく。また，友だちと関わる中で，友だちのよさや自分との

違いに気付いたり，相手の考えを尊重したりする態度を育てるようにする。 
このような活動から，本校の目指す児童像である「海の自然に親しみ，進んで関わろうとすること」 

につながる素地ができると考える。 
 
４ 単元の指導・評価計画（総時数１４時間） 

次 時 小単元または 
指導目標 主な学習活動 評価規準【評価の観点】 

（評価方法） 
一  １ 自分の行きたい

場所やしたいこ

とを話したり，友

だちの話を聞い

たりして，話し合

い活動に参加し

ようとする。 
 

 
 
・教科書の四季のイラストから，気付いたことを

出し合い，これからの学習に見通しをもつ。 
・教科書の春の写真から，気付いたことを話し，

行ってみたいこと，やってみたいことを出す。 
・散歩の約束を確認する。 

・自分の行きたい場所

やしたいことを話

したり，友だちの話

を聞いたりして，話

し合い活動に参加

しようとしている。 
【関・意・態】 
（行動観察） 

 

はるってどんなのかな。 

春探しに，外に行ってみたい。散歩に行くこ

とが楽しみだな。 
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２ 身近な自然の中

で出会う春につ

いて，意欲的に観

察し，見つけよう

とする。 
 

 
 
・校庭や九十九っ子の森を散歩し，春探しをする。 
・見つけたことや気付いたことを伝える。 

・散歩で発見したこと

や気気付いたこと

について，友だちや

教師に伝えている。 
【思考・表現】 
（友だちや教師との

対話） 

３ 春の自然につい

て，友だちととも

に，約束を守って

遊びを諸感覚で

感じながら楽し

もうとする。 
 

 
 
・遊ぶときの約束を確認する。 
・校庭に行き，友だちと春の自然物を使って遊ぶ。 
 
 
 
 
 

・身近な春の自然につ

いて約束を守って

友だちと遊んだり，

諸感覚を使って感

じたりしようとし

ている。 
【関・意・態】 
（行動観察） 

４   自分たちが感じ

たり，遊んだりし

たことから，春の

特徴に気付くよ

うにする。 
 

 
 
・春の散歩や遊びを振り返る。 
・見つけたことや不思議に思ったことを出し，気

付いたことを話し合う。 
 
 
 
 

・自分たちが感じた

り，遊んだりしたこ

とから，春の特徴に

ついて気づいてい

る。【気付き】 
（発表） 

二    １    里山の夏の様子

を諸感覚で感じ

ながら，自然と触

れ合おうとする。 
 
 
 
 
 
 

 
 
・春と同じ校庭や九十九っ子の森に行き，春に来

たときとの違いや変化を探したり，夏の特徴を

探したりする。 
 

・里山の夏の様子を諸

感覚で感じながら，

自然と触れ合おう

としている。 
【関・意・態】 
（行動観察） 
 

２ 散歩や遊びを通

して，春と夏の違

いや変化に気付

くようにする。 

 
 
・見つけたものや気付いたことを発見カードに書

く。 
・春と夏の様子を比べ，山の自然の様子が変わっ

てきていることついて話し合う。 

・春と夏の違うとこ

ろ，同じところに気

付いている。 
【思考・表現】 
（発見カード） 
 

さんぽにいこう。 

チューリップが咲いていたよ。鳥の声が聞こ

えたよ。花に虫が集まっていたよ。 

はるをからだじゅうでかんじよう。 

花の匂いをかいだら，あまい匂いがしたよ。 
四つ葉のクローバーがあったよ。くさずもう

をしたよ。 

はるは，どんなようすだったかな。 
 

花に虫がいたのは，花の蜜を吸っていたから

なんだね。春は花がいっぱいあるとわかった

よ。 

なつさがしにいこう。 

たんぽぽがいっぱいになっていたよ。バッタ

がいたよ。桜の木は，春は花が咲いていたの

に，今は緑の葉っぱになっているね。 

なつやままっぷをつくろう。 

夏には虫がいたよ。夏は，春より緑がいっぱ

いあるね。 
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三 １ 里海の夏の様子

を諸感覚で感じ

ながら，自然と触

れ合おうとする。 
 

 
 
・のと海洋ふれあいセンターの海辺行き，里海の

自然と触れ合う。 
・夏の時期に見られる海そうを採る。 
 
 

・里海の夏の様子を諸

感覚で感じながら，

自然と触れ合おう

としている。 
【関・意・態】 
（行動観察） 

 
 
 
 
・夏の時期に見られる

海そうについて知

り，感じたこと，気

がついたことを伝

えている。【思考・

表現】 
（友達や教師との対

話，発表） 

２ 夏の時期に見ら

れる海そうや貝

について，諸感覚

を通して知るよ

うにする。 
 

 
 
・前時の磯遊びで見つけて採った海そうについて，

海洋ふれあいセンターの方から，名前を聞く。 
・感じたこと，気付いたことを伝え合う。 
 
 

 

３ 磯遊びで気付い

たことや発見し

たことについて，

友達に工夫して

伝えるようにす

る。 

 
 
・体験で見付けたものや気付いたことをカードに

かく。 
 
 

・磯遊びで気付いたこ

とや発見したこと

について，友だちに

工夫して伝えてい

る。【思考・表現】 
（発見カード） 

４ 諸感覚を通して

更に海そうを知

りながら，里海の

様子をマップに

まとめるように

する。 
（本時） 

 
 
・カードをもとに，夏の海の様子について話し合

う。 
・深い海の海そうに諸感覚を使って触れる。 
・感じたことを発見カードにかき，マップにまと

める。 

・散歩や遊びを通し

て夏の里海の様子

をマップにまと

め，発見したこと

や気付いたことに

ついて，友だちや

教師に伝えてい

る。【思考・表現】

（行動観察・発表） 

四 １ 水や砂浜での遊

びを通して，夏の

自然に親しみな

がら友達と楽し

く遊ぼうとする。 
 

 
 
・砂浜に行き，やりたいことや作ってみたいもの

を決め，体全体を使い，友だちと砂や水などで

遊ぶ。 
 
 
 

・水や砂浜での遊びを

通して，夏の自然に

親しみながら友達

と楽しく遊ぼうと

している。 
 【関・意・態】 
（行動観察） 

うみのなつをさがしにいこう。 

いろんな海そうがあるね。ぬるぬるしている

よ。がさがさしたところもあるよ。 

どんなものをみつけたのかな。 

この海そうは，ツルモっていうんだ。ひもみ

たいに長いね。つるつるしているよ。ウミウ

チワは，小さいね。 

なつのうみは，どんなようすだったかな。 

マメダワラは，触るとぷちぷちしたよ。モズ

クはぬるぬるして，触ると小さい泡が出てき

たよ。茶色と緑の海そうがあるね。 

夏の海にはいろんな海そうがあるよ。 

なつうみまっぷをつくろう。 

みずとすなはまであそぼう。 

手で砂を丸めてどろだんごを作ったよ。水を

流して道を作ったよ。トンネルができたよ。 
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２ 水や砂浜での遊

びを通して，それ

らの特徴に気付

くようにする。 
 

 
 
・水や砂浜の様子はどんな感じがしたか，カード

に書く。 
・遊びを通して不思議に思ったことや気付いたこ

とを交流する。 

・水や砂浜での遊びを

通して，それらの特

徴に気付いている。 
【気付き】 
（発見カード） 

砂でお城を作るときは，バケツいっぱいに土

を入れて，ぎゅってしたら，きれいにできる

とわかったよ。 

どんなあそびができたかな。 
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５ 本時の学習（第三次 第４時） 
（１）ねらい  散歩や遊びを通して夏の里海の様子をマップにまとめ，発見したことや気付いたこと

について，友だちや教師に伝えることができる。 
（２）評価規準 散歩や遊びを通して夏の里海の様子をマップにまとめ，発見したことや気付いたこと

について，友だちや教師に伝えている。 【思考・表現】（行動観察・発表） 
（３）準備・資料等 ６月に採集した海そうの写真，深めの海に生息する海そう，発見カード，大型テ

レビ，手洗い場（桶，タオル） 
（４）展開 

学習活動（配時） 教師の働きかけ＜＞と（・）児童の意識の流れ 
評価と（◎）と支援（◆） 
留意点（・） 

１前時の活動をふ

り返り，課題を

つかむ。（３分） 
 
２カードに書いた

ものについて発

表する。 
（１０分） 

 
３深めの海の海そ

うに触れ合い，

気づいたことを

発見カードに書

く。（１５分） 
 
４発見したことを

発表する。 
（１０分） 

 
 
 
５本時の学習をふ

り返りまとめを

する。（７分） 

＜夏の海はどんな様子だったかな。＞ 
・わかめがあったよ。 
・いろんな海草があったな。 
 
＜発見したことを発表しましょう。＞ 
・アオサはふわふわでした。 
・アマモは，緑色で長くておもしろかったです。 
・ツルモはぬるぬるで，私の足からあごまでの長さで

す。 
＜深い海の海そうと触れ合いましょう。＞ 
・わあ，大きい。わたしの背と比べてみよう。 
・ぷにぷにしているよ。 
・どんなにおいがするかな。 
・ぎばさは、とっても長いね。 
 
＜海そうに触ってどんなことに気がつきましたか。＞ 
・触ると，かたかったです。 
・小さな白い丸がいっぱいついていました。 
・ふわふわで気持ちいいです。 
・海マップを見ると，緑色の海そうが多いね。 
 
＜なつうみマップを作って，「わかったこと」と「か

んそう」を書こう。＞ 
・ぷるぷるの海そうがあったよ。お休みの日にも探し

たいな。 
 
 

・前時の活動を思い出すた

めに，海そうの写真を提

示する。 
 
・思い出せない児童には掲

示してある写真等を見

るよう話す。 
 
 
・GT を迎え、海そうの名   
 前を教えてもらう。 
・児童が観察していな 
 い深さに生息する海そ

うを広げる。 
・絵を描いた後に，感じた

ことを書くよう伝える。 
 
◎散歩や遊びを通して夏

の里海の様子をマップ

にまとめ，発見したこと

や気付いたことについ

て，友だちや教師に伝え

ている。 【思考・表現】

（行動観察・発表） 
◆カードをかくときに視

点を明確にし，カードの

情報を分類して掲示し

ていく。 
 
 

なつうみまっぷをつくろう。 

夏の海にはいろんな海そうがあるよ。 
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６ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・・・発見カード 
 

  

＜なつうみまっぷをつくろう。＞ 

なつの うみには 
いろんな かいそうが 
あるよ。 

なつうみまっぷ 
みどりいろ      ちゃいろ    かたい 

 
 
 
 
 

やわらかい 
 
 
 

👋👋 さわると 
👀👀 いろ かたち おおきさ 
👃👃 においは 
👄👄 あじは  
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里海活動年間計画                       １学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容  

４ 

   

５ 

   

６
月 

＜きせつとともだち 

みなさんこんにちは＞ 

・さんぽのことをおしえて 

うみのなつをさがそう 

（生活科：４時間） 

・なつさがしをしよう 

みずやつちであそぼう 

（生活科：２時間） 

 

 

 Ａ 

  

① のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き，里海の夏の様子を諸感覚で

感じながら，海辺の自然と触れ合う。 

② 磯遊びで各自が見付けて採集した海藻や貝について交流する。 

③ 海辺で気付いたことや発見したことを発見カードにかく。 

④  「なつのうみまっぷ」を作り，夏の里海の様子をまとめる。 
７
月 

 

 Ａ 

 

① 五色が浜の砂浜に行き，砂浜や海水で遊んだり，夏の特徴を探したり

する。 

②  遊んだことや見付けたことについて，絵や言葉で表し，友達に伝え

る。 

９
月 

・あきのはじまりうみまっぷ

をつくろう 

（生活科：２時間） 

 Ａ 

 

Ｂ 

① のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き，里海の初秋の様子を諸感覚

で感じながら，海辺の自然と触れ合う。 

②  「あきのはじまりうみまっぷ」を作り，「なつのうみまっぷ」と比

べ、気付いたことを話し合う。 

10 

月 

＜きせつとともだち  

いろやかたちをたくさん

みつけた＞ 

・なつとあきのうみをくらべ

よう 

（生活科：３時間） 

 

 

Ｂ 

 

① のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き，夏に来たときとの違いや変

化を探したり，秋の特徴を探したりする。 

② 海辺で気付いたことや発見したことをカードにかき，伝え合う。 

③ 「あきのうみまっぷ」を作り，「なつのうみまっぷ」と「あきのはじ

まりうみまっぷ」と比べ、気付いたことを話し合う。 

11 

月 

・あつめたものでなにができ

るかな 

(生活科：５時間) 

 

  

 

 Ａ 

①集めた木の実や貝殻を見て、できる遊びや道具を考える。 

②遊び道具の設計図を作る。 

③設計図をもとに木の実や貝殻を使って遊び道具を作る。 

④ び道具を使って遊び、面白い所や工夫している所を話し合う。 

⑤さらに楽しく遊べるように工夫して作る。 

12 
   

１    

２    

３    

※内容 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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１年 単元名「きせつとともだち ～みなさんこんにちは～」（生活科 里海に関する時間 ４時間） 

 ～海に親しむ～ 

１ 単元設定の理由 

本単元は，学習指導要領の内容（５）季節の変化と生活，（６）自然や物を使った遊びに基づいて設

定したものである。身近な自然とは，児童が繰り返しかかわることのできる自然であるとともに，四

季の変化を実感するのにふさわしい自然である。学習指導要領解説生活編では，身近な自然の例とし

て，川や土手，野原のほかに，海や山なども掲げられている。そこで，本校の海洋教育と関連し，身

近な自然を「校庭」と校舎裏の「九十九っ子の森」，校区の「のと海洋ふれあいセンター」の海辺の３

つに設定した。１年を通して，里海と里山の両面から自然と繰り返し関わることで，見られる生き物

や様子が違うこと，季節による様々な自然の変化などに気付くことができることをねらいとしている。 
 
２ 単元目標 

  年間を通して身近な自然に触れ，近くの公園まで散歩したり，自然に触れ合ったりする活動を通し 
て，身近な自然に関心をもち，季節の移り変わりを実感できるようにする。 

 
３ 単元の評価規準 

生活科への 
関心・意欲・態度 

活動や体験についての 
思考・表現 

身近な環境や自分についての 
気付き 

進んで自然と触れ合い，自然の変

化や不思議さを感じ取り，諸感覚

を用いた遊びや生活を楽しもう

としている。 

四季の変化について自分なりに

考えたり，身近な自然物を利用し

た遊びを工夫したりして，それら

を表現している。 

自然と触れ合い，楽しく遊びなが

ら，季節の変化や遊びの楽しさ，

自然の不思議さに気付いている。 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 諸感覚を通して里海の自然と触れ合う。 
・のと海洋ふれあいセンターの海辺へ行き，里海の自

然と触れ合う。 
・夏の時期に見られる海藻を採集する。 
 

・事前に，のと海洋ふれあいセンターの

職員の方にどのようなねらいをもって

の学習なのか打ち合わせをしておく。 
・救命胴衣，マリンブーツ着用 
・箱メガネを借用 

２ 磯遊びで各自が見付けて採集した海藻について交流す

る。 
・のと海洋ふれあいセンターの自然体験室に移動し，

前時の磯遊びで見つけて採った海藻について，職員

から，名前を聞く。 
・海藻に触れて感じたこと，気がついたことを伝え合

う。 

・児童の主体的な表現や気付きを大切に

するため，海藻の名前や生える時期だ

けを教えてもらう。 
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３ 
 

夏の海はどんな様子だったか発見カードに書く。 
・体験で見付けたものや気付いたことをカードに書く。 
・カードをもとに，夏の海の様子について話し合う。 

・磯遊びのときの写真や評価規準に達し

ている児童の活動の姿を大型テレビに

提示する。 
４ 夏の様子をマップにまとめる。 

・「なつのうみマップ」を作る。 
・まだ発見していない海藻を観察し、発見カードを更

に書く。 
・マップを見て，自分と友達の表現の違いに気付いた

ことや新たな発見を伝える。 

・ゲストティーチャーにのと海洋ふれあ

いセンターの東出さんを招き、初めて

みる海藻にじっくり触れ合う時間を確

保する。 

外部連携／教材等  

・のと海洋ふれあいセンター 東出さん    ・能登里海教育研究所 浦田 慎先生 
【資料】 能登里海教育研究所『海の観察ガイド』 
 

５ 活動の様子 

 

 

 

 

 

                 

 

磯観察                  採集した海藻を確認 

 

６ 成果・課題 

○進んで里海の自然と触れ合い諸感覚を通しての気付きが生まれ、夏の自然について知ることができた。 
○磯観察では、生き物に興味関心がいきがちだが、海藻に視点を絞って説明していただいたおかげで、

海藻についての気付きを多くもつことができた。 
〇第４時では東出さんに本物の海藻を準備してもらったおかげで児童は生き生きと活動していた。 
▲屋外での体験活動は，天候に左右されることがあり，予定通りの日に行くことが難しいときがあった。 
▲海辺は広く，危険が伴うこともあるため，安全面に十分配慮する必要がある。 
▲海の状態によっては、行けない場所があり、そこに生えている海藻を採集することができなくて残念

だった。 
▲第１時では、のと海洋ふれあいセンターの職員の方と打ち合わせ不足で、職員の方が不安になる場面が

あった。 
７ 子どもの反応やミニ感想 

・アマモは長くてぷるぷるで、触ると丸いぷつぷつがありました。 
・ツルモは長くて茶色です。私のあしからあごまでと同じ長さです。 
・フサイワズタは触るとぷちぷちで、ぬるぬるです。 
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１年 単元名「きせつとともだち～いろやかたちをみつけた～」（生活科 里海に関する時間 ３時間） 
 ～海に親しむ～ 
１ 単元設定の理由 

本単元は，学習指導要領の内容（５）季節の変化と生活，（６）自然や物を使った遊びに基づいて設

定したものである。身近な自然とは，児童が繰り返しかかわることのできる自然であるとともに，四

季の変化を実感するのにふさわしい自然である。学習指導要領解説生活編では，身近な自然の例とし

て，川や土手，野原のほかに，海や山なども掲げられている。そこで，本校の海洋教育と関連し，身

近な自然を「校庭」と校舎裏の「九十九っ子の森」，校区の「のと海洋ふれあいセンター」の海辺の３

つに設定した。１年を通して，里海と里山の両面から自然と繰り返し関わることで，見られる生き物

や様子が違うこと，季節による様々な自然の変化などに気付くことができることをねらいとしている。 
 
２ 単元目標 
  年間を通して身近な自然に触れ，近くの公園まで散歩したり，自然に触れ合ったりする活動を通し 

て，身近な自然に関心をもち，季節の移り変わりを実感できるようにする。 
 
３ 単元の評価規準 

生活科への 
関心・意欲・態度 

活動や体験についての 
思考・表現 

身近な環境や自分についての 
気付き 

進んで自然と触れ合い，自然

の変化や不思議さを感じ取り，

諸感覚を用いた遊びや生活を楽

しもうとしている。 

四季の変化について自分なり

に考えたり，身近な自然物を利

用した遊びを工夫したりして，

それらを表現している。 

自然と触れ合い，楽しく遊び

ながら，季節の変化や遊びの楽

しさ，自然の不思議さに気付い

ている。 
 
４ 単元の指導計画 
時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点 
１ 夏と同じ，のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き， 

初秋の里海の自然と触れ合う。 
・夏と比べながら，諸感覚で里海の自然と触れ合う。 
・初秋の時期に見られる海藻を採る。 
 

・事前に，のと海洋ふれあいセンターの職

員の方にどのようなねらいをもっての学習

なのか打ち合わせをしておく。 
・救命胴衣，マリンブーツ着用 
・箱メガネを借用 

２ 磯遊びで各自が見付けて採集した生き物や海藻につ

いて交流する。 
・のと海洋ふれあいセンターの自然体験室に移動し，

前時の磯遊びで見付けて採った生き物や海藻につい

て，職員の方から，名前を聞く。 
・自然に触れて感じたこと，気がついたことを伝え合

う。 
 

・児童の主体的な表現や気付きを大切にす

るため，生き物や海藻の名前や生える時期

だけを教えてもらう。 
・採集した海藻の名前を記録しておく。 
・採集した海藻を学校に持ち帰る。 
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３ 初秋の海辺マップを作り，夏と比べて，海辺の様子が

変化していることに気付く。 
・前時の海辺の活動で見付けたものの絵をかく。 
・絵やカードを「秋の始まり海マップ」に貼り，どん

なものをかいたか発表する。 
・夏と秋の始まりのマップと見比べて，気付いたこと

を話し合う。 
 

・活動の様子を思い出すために，活動時の

写真を提示したり、持ち帰った海藻をバッ

トに広げたりする。 
・同じ物の絵をかいた児童から順番に発表

して，マップに貼っていく。 
・「なつのうみマップ」と「あきのうみマッ

プ」を見比べることにより，季節の変化や

違いに気付くことができるようにする。 
外部連携／教材等  
・のと海洋ふれあいセンター     ・能登里海教育研究所 浦田 慎先生，能丸 恵理子先生 
【資料】のと海洋ふれあいセンター『≪九十九湾≫磯の生き物図鑑』 
５ 活動の様子 
 
 
 
 
 
 
                   磯観察 
 
 
 
 
 
 

磯観察採集したもの交流               
６ 成果・課題 
○夏と初秋の海マップを見比べることで，季節による海の中の変化に気付くことができた。 
○気付きを交流する場を設定し，友だちとの表現の違いを見つけ、表現の仕方が広がってきた。また、

交流を通して新たな気付きが生まれ，もっと身の回りの自然について知りたいという思いを持つように

なった。 
〇事前にふれあいセンターの方と里海研究所の方とで打ち合わせを行ったことで、校外学習はスムーズ

に進んだ。 
▲天候に恵まれ校外学習を行うことができた。天候のいい日・交通手段・センターや学校の都合等を合

わせることが難しい。早めにセンターと打ち合わせをし、日にちを何日か押さえておく方が良い。 
７ 子どもの反応やミニ感想  
・なつはみどりのかいそうのほうがおおかったけど、あきはちゃいろのかいそうが一ばんおおかった。 
・なつは小さかったけど、ぼくよりも大きくなっていてびっくりした。 
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第 2学年の実施内容 

 
小学 2 年生では 1 年生と同様に生活科の時間を利用し、のと海洋ふれあいセンター

の屋外タッチプールでヤドカリやカニなどを採集しました。採集の際には、能登里海教

育研究所で作成した『海の観察ガイド』を使い、海の生きものについて調べながら採集

しました。その後、採集した生き物を教室に設置した水槽で一定期間飼育し、生きもの

が好む住み家やエサについて調べ、動物の飼育や生きものにも生命があることを学びま

した。飼育のみでなく、調べた内容から生きものを紹介する展示パネルを作成し、1 年

生や大人に伝える「ミニ水族館」を実施しました。昨年度に引き続き、「授業カード」

を活用し、本年度は外部講師と学校教員の協働だけではなく、専門知識を持つ地域の方

に支援員として授業をサポートしてもらう新しい体制づくりに取り組みました。次項か

ら、第 2 学年生活科学学習指導案、里海活動年間計画、里海活動実践報告を紹介します。 
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第２学年生活科学習指導案 

場 所 ２年教室 
指導者 木村 優風 

 
１ 単元名 生きものといっしょに ～つくもっこ水族館をつくろう～ 
 
２ 単元の目標 
 ・身近な生きものに関心をもってかかわり，生きものに親しみをもち，大切にしようとする。 

【生活への関心・意欲・態度】 
 ・生きものの育つ場所，変化や成長について考え，世話のしかたを工夫して，それらを表現すること

ができるようにする。                  【活動や体験についての思考・表現】 
 ・生きものの世話を通して，その特徴，育つ場所，変化や成長の様子に気付くことができるようにす

る。                         【身近な環境や自分についての気付き】 
 
３ 指導にあたって 
（１）教材観 

本単元は，学習指導要領の内容（７）「動植物の飼育・栽培」に基づいて設定したものである。 
  児童にとって動植物の飼育・栽培は，毎日が感動の連続である。児童は，自分の育てる動物や植物

の成長を楽しみにしながら，日々のかかわりを深めていく。ここでは，動物を飼ったり植物を育てた

りする活動を通して，変化や成長の様子に関心をもって働きかけることができ，それらは生命をもっ

ていることや成長していることに気付くとともに，生きものへの親しみをもち，大切にできるように

することを目指している。 
校区の周りには豊かな里海があり，のと海洋ふれあいセンターの「屋外タッチプール」では，九十

九湾の生きものを観察したり採集したりと，海の生きものに親しむ環境に恵まれている。小木にすむ

生きものの継続的な飼育を通して，生きものたちが成長する嬉しさや素晴らしさを体感することがで

きる絶好の環境にある。飼育過程の中で，生きものによってすむ場所が違っていたり，成長の様子を

比べたり，「どうしてほしいのかな」と動植物の立場に立って考えたりすることができる。また，生き

ものが死んでしまったり病気になったりした時の辛さは，児童の成長に大切な経験となる。さらに，

生きものとのかかわり方や生命について真剣にふり返り，その生命を守っていた自分の存在に児童自

ら気付く機会ともなる。この教材を通して，どんな生きものに対しても，関心をもって働きかけよう

とする姿が生まれ，日々の生活の充実へとつなげていくことができるものと考える。 
 
（２）児童観 

１年生において，「きせつとともだち」で夏と秋に磯観察をし，季節によってみられる海そうの種類

の違いや，大きさ，成長の変化を学習してきた。２年生では，５月に野菜の栽培と国語科の「観察名

人になろう」の学習を関連させ，観察記録文を書いた。数種類の野菜の観察を通して，花の色や葉の

形の違い，野菜の成長の変化に気付く姿がみられた。また，「生きものといっしょに」の学習で，学校

周辺の生きものマップの作成から，どこにどんな生きものがいて，どんなすみかを好むのかについて
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考えを深めることができている。 
登下校中に見た虫や動物の話をしたり，捕まえてきた虫を友達に紹介したりする姿から，多くの児

童が生きものへの興味・関心をもっていることがうかがえる。磯観察で海に行った際にも，見つけた

生きものを触り「ぷにぷにしていてかわいい。」「どうしてここにいるのかな。」と生きものの生態やす

みかに興味や疑問をもつ児童の姿が見られた。このように，本学級の児童は，生きものに対して愛着

をもつ児童が多い。生きものの飼育への経験が少ないため，生きものを育てる学習を楽しみにしてい

る。 
 

（３）指導観 
  本単元では，海の生きものに親しみをもち，海の生きものを大切にしたいという思いをもつことが

できるようにしたい。そのために，第一次・第二次を通して，まず海の生きものに親しむことを大切

にする。 
  第一次では，里海でじっくりと生きものを探す時間を保障し，多くの生きものと触れ合う体験を設

定する。見つけた生きものをカードに書き，「海の生きものマップ」をつくることで，生きもののすみ

かについて学習の見通しを持たせる。また，磯観察では，「どんなところにいたかな」「どんなものを

食べるのかな」と問いかけることで，これからの飼育活動のポイントをつかむことができるようにす

る。本時では，海の生きものマップを作成し，完成したマップを見て気づいたことを話し合う。そし

て，自分が飼育したい生きもののすみかを検討させ，第二次の学習活動につなげる。 
  第二次では，「生きものへの愛着をもつ」ことをねらいとし，飼育活動に取り組む。第一次のマップ

を基に，飼育したい生きものを話し合い，生きもの採集へと出かける。採集後は，飼育するためにす

みかやエサについて話し合ったり，観察したりと日常的なかかわりを繰り返しもたせ，興味・関心を

高める。生きものの飼育はグループごとに行う。生きものにとって最適なすみかを作り上げ，えさや

りや掃除などの活動を通して，愛着を持たせる。また，観察したことを「観察カード」に書き，友達

と交流することで，新たに観察の視点や気付きを得られるようにする。これらの飼育活動を通して，

分かったことや気付いたことを誰かに伝えたいという思いを高め，第三次の学習活動へとつなげる。 
  第三次では，「つくもっこ水族館をつくろう」というゴールを設定し，１年生やお世話になった先生

方を招待する計画を立てる。その際，水族館の様子をつかむため，実際の水族館の写真や動画を見せ

る。伝えたいことの焦点を絞り，改めて継続的な生きものの観察を行う。 
  学習後，飼育して感じたことを発表し合い，生きものの今後について話し合う。道徳の授業と絡め，

生きものにとっての幸せについて考え，海に帰す計画を立てる。帰す前には，生きものへの思いを込

めた手紙を書き，採集した海に帰しに行く。 
  このような，海の生きものを継続して飼育する学習から，本校の海洋教育が目指す児童像「海の自

然に親しみ，進んで関わろうとする児童」につながる素地ができると考える。同時に，生きものたち

を守っていくために自分たちにできることを考え，次学年へと学習意欲をつなげていきたい。 
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４ 単元の指導・評価計画 （総時数２２時間） 

次 時 小単元または 
指導目標 主な学習活動 評価規準【評価の観点】 

（評価方法） 
一  １ 身近な生きもの

に関心をもち，見

つけたい，飼いた

いという願いを

もって生きもの

に関わろうとす

る。 

 
 
・１年生のときや里海遠足で見つけた，小木の海

にいる生きものを話し合う。 
 
 
 
 
 

・身近な生きものに関

心をもち，見つけた

い，飼いたいという

願いをもって生き

ものに関わろうと

している。 
【関・意・態】 
（発言・行動観察） 

２
～
３ 

身近な生きもの

に関心をもち，生

きもののすんで

いる場所を考え

たり，見つけたい

生きものを探し

たりする。 

 
 
・海洋ふれあいセンターの屋外タッチプールで，

ヤドカリやカニ，貝，エビなどを採集する。 

・生きものの居場所を

見つけ，様子を観察

したり採集しよう

としている。 
【関・意・態】 
（行動観察・発言） 

  

４
～
５ 

 観察した生きも

のとすんでいる

場所について，前

時の学習をもと

に考えることが

できるようにす

る。 

 
 
・磯観察で見つけた生きもののふり返りをする。 
・見つけた場所と生きものについて話し合う。 
 
 
 

・観察した生きものと

すんでいる場所に

ついて考えている。 
【思考・表現】 
（発言） 

６ 見つけた生きも

のをカードに書

き，生きものマッ

プを作成する。 
（本時） 

 
 
・写真を見て，磯観察で見つけた生きものを思い

出し，見つけた生きものをカードに書き，「海の

生きものマップ」にまとめる。 
・マップを見て気付いたことを発表し合い，二学

期への見通しをもつ。 
 
 
 
 

・見つけた生きものの

特徴や場所を思い

出しながらカード

やマップにまとめ

ている。 
【思考・表現】 
（発言・マップ） 

二 
        

１ 海の生きものを

育てることに関

心をもつ。 

 
 
・１学期の学習を思い出し，学習のゴールの見通

しを持つ。 
・育てたい生きものを話し合いで決める。 
 
 

・海の生きものを育て

ることに関心をも

っている。 
【関・意・態】 

（発言・行動観察） 

小木の海にはどんな生きものがいるのかな。 

小木の海には，カニやヤドカリがたくさんい

たね。遠足のときは，マダコもいたよ。もっ

と海の生きものを見つけたいな。 

小木の海の生きものかんさつに行こう。 
 

小木の海にはヤドカリやカニ，貝がいたよ。

エビもいたよ。小木の海にはたくさんの生き

ものがいることが分かったよ。 

どこにどんな生きものがいたのかな。 

いそには，エビや貝，ヤドカリ，カニがいた

ね。イソフグやハゼもいてびっくりしたね。 

見つけた生きものをマップにまとめよう。 

マップにまとめると，どこにどんな生きもの

がいるかが分かりやすいね。ぼくは，カニを

かいたいから，岩の下や間をさがそう。 

どんな生きものをそだててみたいかな。 

ぼくは，カニをそだててみたいな。 
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２
～
３ 

身近な生きもの

に関心をもち，生

きもののすんで

いる場所を考え

たり，見つけたい

生きものを探そ

うとする。 

 
 
・海洋ふれあいセンターの屋外タッチプールで生
きものを採集する。 

・採集した生きもののすみかや様子などを話し合
う。 

 
 
 

・生きものの居場所を

見つけ，様子を観察

したり採集したり

しようとしている。 
【関・意・態】 
（行動観察・発言） 

４
～
５ 

生きものを捕ま

えた場所を思い

出し，生きものの

世話をする上で

必要なことを調

べ，考えることが

できるようにす

る。 

 
 
・生き物を採集した場所を思い出す。 
・図鑑や本で飼育の方法を調べる。 
・調べたことをゲストティーチャーに聞いてもら

い，アドバイスをもらう。 

・生きものを捕まえた

場所を思い出しな

がら，生きものの世

話をする上で必要

なことを調べ，考え

ている。 
【思考・表現】 
（行動観察・発言） 

６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

 
            生きものを大切

に育てるには，そ

の生きものに適

したすみかや食

べ物が必要であ

ることに気付く

ことができるよ

うにする。 

 
 
・調べたことをもとにグループごとにすみかをつ

くる。 
・すみかに生きものを入れ，えさをあげる。 
 
 
 
 
 

・生きものを大切に育

てるには，その生き

ものに適したすみ

かや食べ物が必要

であることに気付

いている。 
【気付き】 
（発言・行動観察） 

７ 生きものを大切

に育てるには，そ

の生きものに適

した食べ物が必

要であることに

気付くことがで

きるようにする。 

 
 
・困っていることを出し合う。 
・原因や解決方法を話し合う。 

・生きものを大切に育

てるには，その生き

ものに適した食べ

物が必要であるこ

とに気付いている。 
【気付き】 
（発言・行動観察） 

三 
 

１ 学習活動の計画

を立てる。 
 
 
・実際の水族館の写真や動画を見て，見通しを持

つ。 
・水族館の施設の様子や特徴について話し合う。 
・つくもっこ水族館をつくる計画を立てる。 
 
 
 
 
 

・水族館制作や生きも

の紹介をするため

の計画を立ててい

る。 
【関・意・態】 
（発言・行動観察）  

すみかやえさはどうすればいいかな。 

カニは小魚をたべるんだね。すなや岩がある

といいと分かったよ。 

すみかをつくろう。 

カニがよろんでくれてよかったな。エサもた

べてくれてうれしいね。でも，いつもより元

気がないな。どうしたのかな。 

せわをして，こまったことはないかな。 
 
 
 
 
 

カニが少なくなったわけが分かったよ。エサ

が少なかったから，ほかのカニに食べられて

しまったんだね。 

そだてたい生きものをさがしに行こう。 

岩の間でカニを見つけたよ。大きなはさみをも
っていてかっこいいから，カニをそだてよう。 

つくもっこ水ぞくかんの計画を立てよう。 
 
 
 
 
 

水ぞくかんにはどんなものがあるか分かった

よ。早くつくって，１年生をしょうたいした

いね。 
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２ 海の生きものを

観察し，発見した

ことや紹介した

いことを伝える

ことができるよ

うにする。 

 
 
・詳しく観察し，カードに記録する。 
・１年生に紹介したいポイントを決める。 
 

・海の生きものに触れ

たり世話したりす

る上で，発見したこ

とや紹介したいこ

とを伝えている。  
【思考・表現】 
（発言・観察カード） 

３
～
４ 

海の生きものに

ついて，調べて分

かったことや気

付いたことなど

を，紹介カードに

まとめる。 

 
 
・生きものの名前，すみか，えさ，紹介ポイント  
 をカードにまとめ，紹介カードを作成する。 
・作成したカードを読み合い，感想を伝え合う。 
 
 
 

・生きものに触れたり

世話をしたりする

ことで，様々な発見

をし，原因や理由な

どを考えている。 
【思考・表現】 
（発言・紹介カード） 

５
～
６ 

１年生に楽しん

でもらえるよう

な工夫を考え，準

備をしようとす

る。 

 
 
・教室のレイアウトを考え，協力して飾りつけを

する。 
・装飾物を作成する。 
 

・楽しんでもらえるよ

うな工夫を考え，準

備をしている。 
【関・意・態】 
【思考・表現】 
（行動観察） 

 

７ 世話をしてきた

生きものとのか

かわりをふり返

り，自分なりの方

法で表現したり

伝えたりできる

ようにする。 

 
 
 
・育てた生きものを１年生に紹介する。 
 
 
 
 
 

・世話をしてきた生き

ものとのかかわり

をふり返り，自分な

りの方法で表現し

たり伝えたりして

いる。 
【思考・表現】 
（発表・行動観察） 

四 １ 生きものの今後

を考え，生きもの

にとってどうす

ることがよいの

かを話し合おう

とする。 

 
 
・これまでの活動をふり返りながら，世話をして

きた生きものを今後どうするか考え，話し合う。 
 
 
 

・生きものの今後を考

え，生きものにとっ

てどうすることが

よいのかを話し合

おうとしている。 
【関・意・態】 
（発言・行動観察） 

 

五 ２ 生きものに対し

て最後まで責任

をもって今後を

考え，生きものを

大切にしようと

する。 

 
 
・今まで育てた生きものに手紙を書く。 
・生きものを採集した場所に帰す。 
 
 

・生きものに対して最

後まで責任をもっ

て今後を考え，生き

ものを大切にしよ

うとしている。 
【関・意・態】 
（行動観察・手紙） 

 
 
 

おわかれパーティーをひらこう。 

これから生きものをどうするか話し合おう。 

今までいたところにもどしてあげたほうが

生きものもしあわせだね。これからも元気で

いてね。 

おわかれするのはさみしいけれど，元気にそ

だってくれるといいな。 

１年生を「つくもっこ水ぞくかん」にしょう

たいしよう。 

１年生にしょうかいできてうれしかったな。

よろこんでもらえてよかったな。 

つくもっこ水ぞくかんのじゅんびをしよう。 

しょうかいカードをつくったよ。早く１年生に

しょうかいしたいな。 

くわしくかんさつしよう。 
 

 
 

しょうかいカードをつくろう。 

ヤドカリをくわしくかんさつしたよ。しゅるい

によってもようがちがうことが分かったよ。 

じゅんびができたよ。しょうたいする日がたの

しみだな。 



35 
 

５ 本時の学習（第一次 第６時） 
（１）ねらい   見つけた生きものの特徴や場所を思い出しながらカードやマップにまとめることが

できる。 
（２）評価規準  見つけた生きものの特徴や場所を思い出しながらカードやマップにまとめている。              

【思考・表現】（発言・マップ） 
（３）準備・資料等 大型テレビ，生きものの写真，生きものカード，マップ，ワークシート 
（４）展開 

学習活動（配時） 教師のはたらきかけ＜＞と児童の意識の流れ（・） 評価（◎）と支援（◆） 
留意点（・） 

１前時の活動を

振り返り，課

題をつかむ。 
（３分） 

 
 
２生きものカー

ドを書く。 
（１０分） 

 
３マップにまと

める。 
（２０分） 

 
 
 
 
４気づいたこと

を話し合う。 
（７分） 

 
 
 
 
 
 
５本時の学習を

まとめる。 
（５分） 

 
 
＜特徴にはどんなことを書けばいいですか。＞ 
・かんさつしたことを書きます。 
・かんさつポイントに気をつけて書きます。 
 
＜どこにどんな生きものがいましたか。マップにまとめて

いきましょう。＞ 
・あさい海の中に，大きなアメフラシがいました。さわる

とぷにぷにしていました。 
・岩場にホンヤドカリがいました。貝がらの色は茶色っぽ  
 い色をしていました。 
・あさいところに黒いカニがいました。つかまえると，岩

の間ににげていきました。 
・石の下に，ヒザラガイがいました。さわるとざらざらし

ていました。ひらべったい形をしていました。 
 
＜マップを見て気づいたことは何ですか。＞ 
・どこにどんな生きものがいたのかが分かりやすいです。 
・小木の海にはたくさんの生きものがいると分かりました。 
・アメフラシのたまごが近くにあったので，あさい海でた

まごをうむと思いました。 
・生きものによってすむ場所がちがうと分かりました。 
・カニはてきからにげるために，岩の近くにいると思いま

した。岩場がカニのすみかだと思いました。 
 
＜今日の学習をふり返りましょう。＞ 
 
 
 
 

・特徴を書くときは，

観察ポイントを使う

ように助言する。 
 
・海に行った時の写真

を大型テレビにスラ

イドショーで流す。 
 
・発表した生きものカ

ードをマップにはっ

ていく。 
 
◎見つけた生きものの

特徴や場所を思い出

しながらカードやマ

ップにまとめてい

る。 
【思考・表現】 
（発言，マップ） 
◆写真を見るよう助言

する。 
 
 
・多様な気づきを得る

ために，ペアで話し

合い，ワークシート

に書かせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・育てたい生きものが

どこにいるのかに注

目して書くよう指導

する。 

見つけた生きものをマップにまとめよう。 
 

 

マップにまとめると，どこにどんな生きものがいるかが

分かりやすいね。ぼくは，カニをそだてたいから，岩の

下や間をさがそう。 
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６ 板書計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜見つけた生きものをマップにまとめよう。＞ 
                                 〇気づいたこと 
 
 
                                   

 

 

かんさつ 
ポイント 

海の生きものマップ 

・とくちょう 
 

・生きものによって 
 すみかがちがう。 
・てきからにげるため

に岩にいる。 
まとめ 
マップにまとめたよ。 
     をそだて

たいから，      
をさがそう。 
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里海関係活動年間計画                     ２学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

   

５
月 

＜生きものといっしょに＞ 

・いろいろな生きものをしってい

るよ（生活科：１時間） 

Ａ 

 

 

① っている海の生きものについて話し合う。 

 

 

６
月 

＜生きものといっしょに＞ 

・何かいるかな 

（生活科：３時間） 

＜発見！町へ飛び出そう！＞ 

・海に出かけよう 

（生活科：２時間） 

Ａ 

 

 

 

②③海の生きものを採集する。 

④見つけた生きものを発表し合う。 

⑤見つけた生きものを調べる。 

⑤ つけた生きものをカードやマップにまとめる。 

 ７
月 

９
月 

＜生きものといっしょに＞ 

・大切にそだてるよ 

・よく見ると… 

（生活科：７時間） 

Ａ 

 

Ｂ 

① 育てたい生きものを話し合う。 

②③育てたい生きものを採集する。 

④⑤生きものに適したすみかを考えたり，調べたりする。 

⑥ みかを作成する。 

⑦ きものの特徴を観察し，カードにまとめる。 

10 

月 

＜生きものといっしょに＞ 

・ふしぎなこと発見！ 

・教えてあげたいな 

（生活科：７時間） 

Ｂ ① 水族館をつくる計画を立てる。 

② ③飼育・観察をして気づいたことを紹介カードにまとめる。 

③ 水族館の準備をする。 

⑧ １年生を水族館に招待する。 

11 

月 

＜生きものといっしょに＞ 

・ずっといっしょにいたいけど… 

（生活科：２時間） 

Ｃ 

Ａ 

① 生きものにとってどうすることが幸せか考える。 

② 生きものを海に帰す。 

12 

月 

   

１
月 

   

２
月 

   

３
月 

   

※内容 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する  
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２年 単元名「生きものといっしょに～うみの生きものとなかよし～」（生活科 里海に関する時間６時間） 

～海に親しむ～ 

１ 単元設定の理由 

動物を飼う活動を通して，どんな生きものに対しても成長の変化や様子に関心をもって，働きかけ

ることができるようにし，日々の生活の充実につなげていくため。 
 
２ 単元目標 

  身近な生きものを探したり，観察したりしながら継続的に飼育活動を行い，育つ環境・成長・変化

の様子に関心をもつとともに，生きものに親しみをもち大切にしようとする。 
 
３ 単元の評価規準 

生活科への 
関心・意欲・態度 

活動や体験についての 
思考・表現 

身近な環境や自分についての 
気付き 

身近な生きものに関心をもっ

てかかわり，生きものに親し

みをもち，大切にしようとし

ている。 

生きものの育つ場所，変化や成長

について考え，世話のしかたを工

夫したりして，それらを表現する

ことができるようにする。 

生きものの世話を通して，その

特徴，育つ場所，変化や成長の

様子に気付くことができるよう

にする。 
 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 小木の海にいる生きものを知る。 
・見たことのある海の生きものを話し合う。 

・行事で海に行った時に見つけた動

物の写真や映像を提示する。 
２

～

３ 

海の生きものを観察する。 
・海洋ふれあいセンターの「屋外タッチプール」で，どこ

にどんな生きものがいるか見つけ，採取する。 
・採取した生きものを観察し，生きものビンゴに記録する。 

・事前に，どのような生きものがい

るか予想していく。 
・救命胴衣，マリンブーツを着用す

る。 
４

～

５ 

海で見つけた生きものについてふり返る。 
・海にはどんな生きものがいたのか，観察メモや写真をも

とにふり返る。 
・見つけた生きものを「生きものカード」にまとめ，特徴

をメモする。 

・採集時の写真を提示し，採集した

場所・生きものを思い出せるよう

にする。 

６ 見つけた生きものをマップにまとめる。 
・「生きものカード」を発表し，見つけた場所と特徴を明ら

かにしながらマップにまとめる。 
・マップを見て気づいたことを交流し合う。 

・常に生きものが確認できるように，

採集時の写真を大型テレビで提示

しておく。 

外部連携／教材等  

・能登里海教育研究所 浦田 慎先生     ・のと海洋ふれあいセンター 
【資料】能登里海教育研究所 『海の観察ガイド』 
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５ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果・課題 

○直接海に出かけることで，どこにどんな生きものがすんでいるのか，どんなすみかを好んでいるのか

など，自分の目で確認することができた。 
○実際に観察した生きものをマップとしてまとめたことで，育てたい生きものとすみかへの理解，２学

期への見通しや興味，関心をもつことができた。 
▲天候と海の状況が合わないと海にいくことが難しく，環境によってみられる動物の数と種類が限られ

てしまう。 
 

７ 子どもの反応やミニ感想  

・小木の海には，いろいろな生きものがいると分かりました。イソガニが

岩のすき間にいると分かったので，イソガニをつかまえたいです。２学

期になったら，生きものたちをつかまえて育てるのが楽しみです。 
・マップにまとめると，海の中にいっぱい生きものがいて，岩の上は生き

ものが少ないと分かりました。ぼくは，ホンヤドカリを育てたいから，

海の中を探したいです。 
・海で遊んでいたら生きものがいると気が付かなかったけど，観察したら

たくさん生きものがいると気が付きました。生きものによってすむ場所

が違うのはどうしてかな，と思いました。私はアメフラシを育てたいの

で，岩の近くを探します。 
 

海の生き物観察① 海の生き物観察② 海の生きものマップの作成 

生きものカード 海の生きものマップ 

生きものビンゴ 
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２年 単元名「生きものといっしょに～海の生きものとなかよし～」（生活科 里海に関する時間１６時間） 

～海に親しむ～ 

１ 単元設定の理由 

動物を飼う活動を通して，どんな生きものに対しても成長の変化や様子に関心をもって，働きかけ

ることができるようにし，日々の生活の充実につなげていくため。 
 
２ 単元目標 

  身近な生きものを探したり，観察したりしながら継続的に飼育活動を行い，育つ環境・成長・変化

の様子に関心をもつとともに，生きものに親しみをもち大切にしようとする。 
 
３ 単元の評価規準 

生活科への 
関心・意欲・態度 

活動や体験についての 
思考・表現 

身近な環境や自分についての 
気付き 

身近な生きものに関心をもっ

てかかわり，生きものに親し

みをもち，大切にしようとし

ている。 

生きものの育つ場所，変化や成長

について考え，世話のしかたを工

夫したりして，それらを表現する

ことができるようにする。 

生きものの世話を通して，その

特徴，育つ場所，変化や成長の

様子に気付くことができるよう

にする。 
 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 育てたい生きものを話し合う。 
・１学期に見つけた海の生きものを振り返る。 

・１学期の時の海に行った写真や作

成した海マップを提示する。 
２

～

３ 

海の生きものを採集する。 
・海洋ふれあいセンターの「屋外タッチプール」で，育て

たい生きものを見つけ，採集する。 

・救命胴衣，マリンブーツを着用す

る。 

４

～

６ 

育てる生きものについて調べる。 
・生きものが好むすみかとエサを調べ，まとめる。 
・すみかに必要な材料を集めに海に行く。 
調べたことをもとに，すみかを作る。 
・水槽の中にすみかを作り，生きものを入れる。 

・本や図鑑を見て調べる。 
・生きものをつかまえた場所から材

料を集める。 
 

７

～

10 

水族館をつくる計画を立てる。 
・目的を確認し，計画を立てる。 
・生きものの観察を繰り返し行い，観察したことをカード

にまとめる。 

 

11

～

12 

水族館の準備をする。 
・招待状やゲーム，景品などを作成する。 
・生きもの紹介カードを作成する。 
・招待する練習をする。 
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生きもの紹介カード 

13 

～

14 

水族館に招待する。 
・１年生とお世話になった先生方を招待する。 

 

15

～

16 

生きものを海に返しに行く。 
・生きものにとっての幸せを考え，話し合う。 
・お別れの手紙を書き，生きものを海に返す。 

・今後について子どもの思いを大切

にしながら，生きものの幸せにつ

いても考えるようにする。 

外部連携／教材等  

・能登里海教育研究所 浦田 慎先生 能丸 恵理子先生  ・のと海洋ふれあいセンター 
【資料】能登里海教育研究所 『海の観察ガイド』 
    のとじま水族館 館内映像・写真 
５ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果・課題 

○教室内で飼育することで，生きものへの愛着がわき，最後まで責任をもって育てようとする姿が見ら

れた。 
○調べる→活かす→調べる…の思考サイクルを意識した単元構成ができた。 
〇低学年での植物・動物の触れ合い経験から，環境問題への意識を持ち次年度への見通しを持つことが

できた。 
▲捕まえに行く天気によって，採集する生きものの種類や数が限られてしまう。 
 

７ 子どもの反応やミニ感想  

・生きものを育てて，生きものが好きになりました。生きものを

育てるために，本で調べたりしました。自分が育てた生きもの

が死んでしまったときは悲しかったけど，これからは生きもの

を大事にしたい気もちが強くなりました。生きものを返して寂

しいけれど，我慢したいです。 
・「生きものといっしょに」の学習で，生きもののことが前より

も分かるようになりました。例えば，クモヒトデの動きは，早

いときと遅いときがあります。一年生のときは，クモヒトデが

あまり分からなかったので，知れてうれしかったです。生きも

のをさわる機会が多くなってうれしいです。 

すみか作りの様子 小木っ子水族館 生きものとのお別れ会 
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第 3学年の実施内容 

 
小学 3 年生では総合的な学習の時間を使用し、九十九湾の生きものについて調べま

した。採集するときには、能登里海教育研究所で作成した『海の観察ガイドブック』を

使いました。その後、子どもたちが調べたことをもとに『生きものハンドブック』を作

り、太平洋側の千葉県館山市立西岬小学校の 3 年生と、身近な生きものについて調べた

ことを互いに紹介しました。乗船体験を通して、漁港を見学し、町の特徴を表すマップ

を作成しました。また、赤崎海岸にて、能登海上保安署の職員の方から、海岸の漂流物

について、海洋プラスチックゴミやその他危険物についてのお話を聞いた後、実際に漂

流物を拾って分別し観察しました。次項から、第 3 学年総合的な学習の時間単元指導計

画案、里海活動年間計画、里海活動実践報告を紹介します。 
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第３学年 総合的な学習の時間 単元指導計画案 
場 所 ３年教室 
指導者 川﨑 祥二 

１ 単元名 わたしたちの海を知ろう  ～どんな生き物がすんでいるかな～ 
 
２ 指導にあたって 
（１） 児童について 

児童にとって，海はすぐ近くに感じられる環境にあり，２年生のときには生活科の学習でヤドカリや海の生

き物を継続して飼育し，生き物が成長することの嬉しさを知ることができた。また，生き物の生死を通して，

生き物とのかかわり方，生命の大切さを考えてきている。さらに自分たちが住んでいる小木の町はすばらしい

ところだと感じている児童がほとんどであり，小木の町に対して愛着を持っている。 
しかし，小木の海のどんなところがすばらしいのか，どのような町なのかは漠然としたイメージに留まって

おり，小木の海や町のよさを具体的に他者に伝えたり，話したりすることができるまでには至っていない。 
 

（２） 本単元で身につけたい資質や能力及び態度 
＜学習方法に関すること＞ 
① 課題を発見し設定する力  
身近な海や町に興味を持ち,課題を見いだす力 

② 必要な情報を収集し,分析する力 
身近な海や町，生き物の情報を収集する力 

③情報をまとめ，表現する力 
磯観察や乗船体験から分かったことをまとめ，表現する力 

＜自分自身に関すること＞ 
④課題解決に向けて行動する力 

調べたことをまとめ，他の地域の人に伝える力 
＜他者や社会とのかかわりに関すること＞ 
⑤他者と協同して課題を解決する力 

課題を解決するために，関係する専門機関の方や友だちと協同して活動する力 
 

（３）教材について 
   小木の海は大きく「小木港」「本小木港」「九十九湾」の３つに分けられる。それぞれの入り江にの地形を

生かした港湾施設などが見られる。そこで，乗船体験を行い，普段は陸から見ている小木の海や町の様子を，

海上から観察することを通して，小木の町や海についての新たな一面を知るきっかけとしていきたい。 
また，磯観察を通して，小木の海は様々な生き物がすんでいる豊かな海であることを実感させるとともに，

観察した生き物を「小木小生き物ハンドブック」としてまとめ，千葉県館山市の西岬小学校と交換し合うこ

とで小木の海と他の地域の海を比較する。そこから自分たちの身近にある海のよさについて改めて考えさせ

る。また，他の地域の海についても興味をもたせ，視野を広げるとともに海に対しての理解を深めさせたい。  
 
 
 
３ 単元の目標 
・身近な海や町の様子に興味を持ち，課題を見いだしたりすることができる。        

【学習方法に関すること①】 
・課題について必要な情報を適切に収集し，計画的に調べることができる。 【学習に関する方法②】 
・調べたことや考えたことを，相手意識を持って，分かりやすく表現することができる。  
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    【学習に関する方法③】 
・調べたことを他の地域の人に伝えるために活動することができる。 【自分自身に関すること④】 
・課題解決するために,関係する専門機関の方や友だちと,協同して活動することができる。 
    【他者や社会とのかかわりに関すること⑤】 
４ 単元の評価規準 
 

学習方法に関すること 自分自身に関すること 
他者や社会とのかかわ

りに関すること 
評

価

規

準 

① 身近な海や町の様子に興味を持ち,課題を

見いだしている。 
② 課題について必要な情報を適切に収集し,

計画的に調べている。 
③ 調べたことや考えたことを，相手意識を持

って，分かりやすく表現している。 

④ 調べたことを他の地

域の人に伝えるため

に活動している。 

⑤ 課題解決するため

に ,関係する専門機

関の方や友だちと ,
協同して活動してい

る。 
 

  
５ 単元の指導・評価計画（総時数１８時間） 

次 時 
小単元また

は指導目標 主な学習活動 
評価規準 

【評価の観点】 
(評価方法) 

他教科
との関
わり 

一 １ 
 

身近な海に

関 心 を 持

つ。 

小木の海はどんな海なのだろうか。 

・小木の海について知っていることや気になるこ

とを話す。 
小木の海ではイカが取れたり，いろいろな生き

物がすんでいる。 
 

・自分たちをと

りまく海や町

に興味を持っ

ている。 
【学①】（発言） 

国語 

２ 身近な海の

よさについ

て考える。 

小木の海の海や町のよさは何だろう。 

・小木の海や町のよさについて考える。 
・どんなものがあるか予想する。 

小木の海や町にどのようなものがあるのか確か

めてみよう。 

 

・小木の海や町

のよさについ

て 考 え て い

る。 
【学①】（発言） 

国語 

３
～
５ 

小木の海や

町の様子を

調査する。 

小木の海からどのようなものがあるか調べよ

う。 
・乗船体験を通して，海上から海や町の様子を観

察する。 
 
小木の海には島があったり，場所によって浅か

ったり深かったりするんだね。海上から見る町

の様子は違っていたよ。 
 

・海上から小木

の海や町の様

子を観察して

いる。【学②】

（行動観察） 
・友達と協同し

て観察してい

る。【他⑤】（行

動観察） 

社会 
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 ６ 調査した結

果をまとめ

る。 

小木の海や町の様子をマップにまとめよう。 

・調査した結果をまとめる。 
 
小木の海は九十九湾，小木港，本小木港がある

んだね。蓬莱島も見つけることができたよ。 
 

・調査した結果

をマップにま

とめている。 
【学③】 

（発言・ワーク

シート） 

社会 

二 １ 
 
 
 
 
 
 

小木の海の

よさの伝え

方について

話す。 

小木の海のよさを伝えるためにはどうしたら

いいだろう。 

・小木の海のよさを伝える方法を考える。 
ハンドブックを作って小木の海のよさを伝え

よう。 
 

・小木の海のよ

さを伝えるた

めの方法を考

えている。【自

④】 
（発言・ワーク

シート） 

国語 

 ２
～
４ 

 

小木の海の

生き物につ

い て 調 べ

る。 

小木の海にはどのような生き物がすんでいるの

だろうか 

・磯観察を通して，小木の海にすんでいる生き物

について調べる。 
小木の海にはヤドカリやいろいろな海藻などた

くさんの生き物がすんでいるよ。 
 

・小木の海にす

んでいる生き

物について調

べている。【学

②】 
（発言） 

国語 

 ５

～  
８ 

ハンドブッ

クを作成す

る。 

小木の海のよさを伝えるためにハンドブックを

作ろう。 
・生き物の様子が伝わりやすくするためにどのよ

うなことを書けばよいか考えながら作る。 
ハンドブックが完成したよ。小木の海のよさが

伝わるといいな。 
 

・友だちと協同

して製作して

いる。【他⑤】 
（行動観察） 

図工 

 ９ 

～  
10 

ハンドブッ

ク を 交 換

し，質問や

疑問を考え

る。 

ハンドブックを見て，考えたことや疑問におもっ

たことをまとめよう。 
・交換したハンドブックをもとに，考えたことや

疑問に思ったことをまとめる。 
実際にハンドブックを作ってくれた友達に話を

聞いてみたいな。 
 

・疑問に思った

ことや考えた

ことをまとめ

ている。【他

⑤】(ワークシ

ート) 

国語 
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６ 本時の学習(第二次 第 11 時) 
（１） ねらい    自分たちの海のよさを他の地域の人に伝え，ちがいを考える。 
（２） 評価規準   自分たちの海のよさを他の地域の人に伝え，ちがいを考えている。【自④】(発言・ワーク

シート) 
（３） 準備・資料等 大型テレビ,ノートパソコン,ワークシート，掲示物 
 
  

 11 
 
 

他の地域と

交流する。 
(本時) 

自分たちの海とのちがいや同じところを見つけ

よう。 
・海岸清掃をする。 
・学習の感想をまとめる。 
海によってすんでいる生き物がちがうんだね。 
海の様子も全然ちがったよ。 

 

・自分たちの海

のよさを他の

地域の人に伝

え，ちがいを

考えている。

【自④】 
（ワークシー

ト・発言） 

国語 

 12 １学期のま

と め を す

る。 

1 学期のまとめをしよう 

・1 学期の学習のまとめをする。 
小木の海や町にはぼくたちが知らなかったこと

や生き物がたくさんいたよ。 
地域が変わると海の生き物もちがうけど，どこ

の海にもそれぞれのよさがあるんだね。 
 

・１学期に学ん

だことを，ま

とめている。 
 【学③】 

(ワークシー

ト) 

国語 
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（４）展開 

学習活動(配時) 教師のはたらきかけ＜＞と児童の意識の流れ(・) 
評価（◎）と支援（◆） 
留意点（・） 

１前時の学習を振り
返る。 （３分） 

 
 
 
 
２本時の課題をつか

む。  （２分） 
 
 
３他校と交流する。  

（２５分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４気づいたことや考

えたことを話し合
う。 （１０分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５まとめをする。 

（５分） 

＜小木の海と他の地域の海にちがいはあるだろ
うか。＞ 
・すんでいる生き物がちがうんじゃないかな 
・海にあるものもちがうと思うよ。 
・生き物がすんでいるのは同じだと思うよ。 

 
＜小木の海をしょうかいしよう。＞ 
・石川県の能登半島というところに小木小はあり

ます。 
・港が近くにあって小さい船や大きな船がありま

す。 
・生き物にはアメフラシやイソガニなど，たくさ

んの種類があります。 
＜西岬小学校さんの紹介を聞こう。＞ 
・ぼくたちにの海と様子が全然ちがうよ。 
・すんでいる生き物には同じ生き物もいるけれど

ちがう生き物も多いね。 
・きれいな砂浜があるよ。うらやましいな。 
・西岬小学校の海もすてきな海だね。 
＜疑問に思ったことや，もっと教えてほしいとこ
ろを質問しましょう。＞ 
 
＜自分たちの海とのちがいや同じところはどん
なところだろう。＞ 
・ぼくたちの海とにているところはいろいろな生

き物がすんでいるところだと思います。でも，
生き物の種類はまったく同じではなかったで
す。 

・西岬小学校のちかくの海にはすなはまがあるこ
とがわかりました。小木の海には砂浜がないの
でちがっています。 

・西岬小学校の海には，小木にあるようなイカ釣
り船はないのだとわかりました。船をつかった
漁をしているのかが気になりました。 

＜今日の学習をまとめましょう。＞ 
海でも地いきによってすんでいる生き物や海

の様子がちがうことがわかりました。もっとい

ろいろな地いきの海のことも知りたいと思い

ました。 
 

自分たちの海とのちがいや同じところを見つ

けよう。 

・交流する地域を明確にす
るために，地図を提示し
てお互いの学校のある
場所を示す。 

 
 
 
 
 
 
・明確に違いを見つけられ

るようにするために，
Skype を使った西岬小
学校とのテレビ通話で，
お互いに調べたことを
紹介し合う。 

・通信が難しい場合は事前
に交換したビデオと近
隣の海の写真を提示し
て考えさせる。 

・事前にまとめておいた質
問用紙をもとに質問す
るよう促す。 

 
 
 
 
◎自分たちの海のよさを
他の地域の人に伝え，ち
がいを考えている。 
【自④】(発言・ワークシ
ート) 

◆生き物や海の様子に注
目して違いを考えるよ
う支援する。  

 
 
 
 
 
・海に対しての関心を深め

るために，異なった２つ
の海のよさについて考
えさせる。 
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７ 板書計画 
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里海活動年間計画                       ３学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容  

４
月 

わたしたちの海を知ろう 

（総合） （１８時間） 

Ａ 

Ｂ 

② 小木のよさについて話し合う。 

②③④小木の海を探検する 

５
月 

 Ａ 

Ｂ 

⑤探検して分かったことをまとめる。 

⑥小木の海の良さについて話し合う。 

⑦～⑨小木の海にどんな生き物がいるのか調べる。 

６
月 

  

Ｃ 

 

⑩小木の海の良さを知らせるにはどうすればよいか話し合う。 

⑪どんなハンドブックを作るか話し合う。 

⑫～⑯ハンドブックを作る。 

⑰⑱交流する 

７
月 

わたしたちの海をまもろう 

    （総合）（１８時間） 

Ｂ 

Ｃ 

 

①小木の海の環境について話し合う。 

②海の環境を調べる方法を考える。 

③④海辺の漂着物やごみを拾う。 

⑤⑥辺の漂着物を分類する。 

９
月 

   

 

Ｂ 

Ｃ 

⑦⑧調査した結果をまとめる。 

⑨海をきれいにする方法を考える。 

⑩どんキーホルダーにするか考える。 

10 

月 

 Ｃ ⑪～⑭キーホルダーを制作する。 

11 

月 

  Ｃ ⑮～⑰海岸清掃をする。 

⑱活動を振り返る。 

12 

月 

伴旗祭りについて調べよう 

(総合)（６時間） 

Ａ 

Ｂ 

①伴旗祭りについて知っていることや知りたいことを話し合う。 

②伴旗祭りについて知りたいことを家族や近所の人にインタビューする。 

１
月 

 Ｂ 

 

 

③伴旗祭りの笛や太鼓を体験しよう。 

④地域のＧＴを招いて，インタビューをする。 

⑤⑥分かったことまとめる。 

２
月 

１年間の振り返りをしよう 

(総合)（８時間） 

Ｃ 

 

 

①どのような活動をしたかふり返る。 

②まとめ方を考える。 

③④自分たちができることを考える。 

⑤⑥まとめ。 

３
月 

 Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

⑦交流する。 

⑨ 年間の活動をふり返る。 

※内容 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する  
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～海に親しむ・海を知る・海を守る～ 

１ 単元設定の理由 

身近な海と触れ合う事で親しみを持ち，ふるさとを大切にしていこうという気持ちを育む。 
 
２ 単元目標 

  九十九湾での磯観察や，見つけた生き物を記録したハンドブック制作を通して，身近にある海のすばらしさ

に気づくことができる。 
 
３ 単元の評価規準 

 学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会とのかかわり

に関すること 
評

価

規

準 

① 海に住んでいる生き物に興味を持ち，課題を

見いだしている。 
② 課題について必要な情報を適切に収集し，計

画的に調べている。 
③ 調べたことや考えたことを，相手意識を持っ

て，分かりやすく表現している。 

① 調べたことを他の地域

の人に伝えるために活

動している。。 

① 課題解決するために，

関係する専門機関の

方や友だちと，協同し

て活動している。 
 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 小木の海のよさについて話し合う。 

・小木の海はどんな海か，自分たちの考えを話し合う。 

 

２

～

６ 

小木の海の様子について知る。 

・普段の小木の海や町の様子について考える。 

・乗船体験を通して，海上から小木の町や海の様子を観察する。 

・調べたことを地図にまとめる。 

・救命胴衣着用 

７

～

10 

小木の海の生き物について調べる。 
・小木の海にはどのような生き物がいるのかを予想する。 
・のと海洋ふれあいセンターで磯観察をし，どんな生き物がい

るのか観察する。 
・調べたことをワークシートにまとめる。 

・生き物の写真を撮っておく。 
・生き物が動いている様子を動

画に残しておくと，学校に戻

ってからの活動がスムーズ。 

11
～ 
12 

ハンドブックの内容について話し合う。 
・どのような方法であれば小木の海のすばらしさが伝わるか考

える。 
・小木の海のすばらしさを伝えるにはどんな内容のハンドブッ

クであればよいかを考える。 

 

３年 単元名「わたしたちの海を知ろう ～どんな生き物がすんでいるかな～」(１８時間) 



51 
 

13
～ 
18 

小木の海の良さを知らせるために，小木の海に生息する生き物

のハンドブックを制作する。 
・調べたことを用いて生き物ハンドブックを制作する。 
・千葉県館山市立西岬小学校の３年生とハンドブックを交換し

合い，他の地域の海の生き物について知る。 
・Skype を用いて交流し，自分たちの海と他の地域の海とを比

較し違いや良さについて考える。 
 

Skype を使用する。 

外部連携／教材等 

・のと海洋ふれあいセンター ・能登里海教育研究所 ・能登海上保安署 
【資料】能登里海教育研究所『海の観察ガイド』 ・千葉県館山市立西岬小学校 
 

５ 活動の様子 

   
乗船体験            磯観察での活動      Skype を用いた他校との交流 

６ 成果・課題 

○児童にとっての身近な海や町の様子を海上から観察することで，自分たちの海や町を新しい視点で捉えること

ができた。それによって，小木の海や町について改めて考える意欲につながった。 
○小木の海だけでなく，他の地域の海との比較を行うことで，子どもたちに疑問や発見が生まれ，もっと調べて

みたいという思いが強くなった。生き物ハンドブック作りでは，交換する相手が遠く離れた学校の３年生とい

うこともあり，相手意識をしっかりと持つことができた。 
〇Skype を使用しての交流では，リアルタイムで相手の顔を見ながらお互いに発表し合うことができたので，授

業に対しての関心が高かったように思う。 
▲野外での体験活動が多くなるので，体調面や安全面での配慮を事前に確認する必要がある。海上にでる場合は，

風の影響で体感温度が下がるので，上着を持たせた方がよかった。 
▲Skype を使った通信は，こちらの通信環境だけでなく相手の方の通信環境にも左右されるため，事前にテスト

を多めに行った方がよい。校内の通信環境だと通信速度が足りず，交流は困難だったのでモバイルルーターを

用いた。校内の通信環境の整備も必要になってくると思う。(上りで１０Mbps ほどが最低ライン) 
▲西岬小学校さんにハンドブックの交換をお願いしたが，かなり無理をお願いしたような形になった。交流を考

えている時は，年度末の年間計画の見直しの際に，先方の学校と計画をすり合わせておくとスムーズに交流が

できる考えられる。 
７ 子どもたちの反応やミニ感想 

・西岬小学校の海と小木の海にはちがいや同じところがたくさんあることを知ることができてよかったです。大

きな砂浜があるのがうらやましいと思いました。 
・船から海をみたらきれいだなと思いました。魚がとびはねるところがおもしろいと思いました。宝来島という

名前の島があるんだとわかりました。 
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～海に親しむ・海を知る・海を守る～ 

１ 単元設定の理由 

身近な海の環境を調べ，美化する方法を考え実行することでふるさとを大切にしていこうという気持ちを育

む。 
 
２ 単元目標 

  身近にある海が，かけがえのないものであることに気づくとともに、海の環境を知り、守るために自分たち

ができることを考え，実践することができる。 
 
３ 単元の評価規準 

 
学習方法に関すること 自分自身に関すること 

他者や社会とのかかわ

りに関すること 
評

価

規

準 

①海岸の環境に興味を持ち,主体的に漂流物を

拾ったり,調べたり,海の美化活動のために,
課題を見いだしている。 

②課題について必要な情報を適切に収集し,計
画的に調べている。 

③調べたことや考えたことを,相手意識を持っ

て,分かりやすく表現している。 

④海の環境を美化する

ために活動している。 
⑤課題解決するために,
関係する専門機関の

方や友だちと,共同し

て活動している。 
 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 小木の海の環境について話し合う。 

・九十九湾の環境について，磯観察での経験をもとに話し合う。 

 

２
～
６ 

海の環境を調べる方法について考え，調べる。 
・九十九湾の環境を調べる方法ついて考える。 
・赤崎海岸でごみの収集を行う。 
・集めたごみを種類ごとに分別する。 

・ごみの分別作業では危険が伴

うので，海上保安署の方に協

力をお願いする。 

７
～
９ 

海をきれいにする方法考える。 
・ごみの分別活動を通してわかったことをまとめる。 
・海をきれいにするために自分たちにできることを考える。 
・きれいな海を守りたいという思いを伝える方法を考える。 

 

⒑
～
⒙ 

九十九湾の美化を呼び掛けるために，缶バッチと手紙作りに取

り組む。 
・海岸の調査を通して自分たちが持った思いを，缶バッチと手

紙に表現する。 
・制作した缶バッチを家庭や地域の人に配る。 

 

外部連携／教材等 

・能登海上保安署 

３年 単元名「わたしたちの海を守ろう ～小木のきれいな海をのこそう～」(１８時間) 
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５ 活動の様子   

   
赤崎海岸でのごみの収集       収集したごみの分別         缶バッチ制作 

 
６ 成果・課題 
○実際に海岸へ行ってごみを集めたことで，海の環境問題が自分たちにとってより身近な問題だと感じることが

できていた。 
○海上保安署の方々に協力をお願いし，ごみの調査活動を行った。海岸に落ちている危険物についての事前指導

をしていただいたことで，児童の安全面への意識を高めることができた。 
〇昨年との反省から，収集活動の際にはマスクも着用した。刺激臭がするものも落ちていたため，来年度以降も

マスクを着用するとよい。 
▲天候は良かったが，潮が高い時刻と活動時間が重なっていた。海面がかなり近づいていたので，安全面や活動

の範囲を考えると天候だけでなく，潮の満ち引きも考慮した方がよい。 
▲危険物の事前指導を行い，４人グループに対して１人の教員（海上保安署の職員）がついていたが，落ちてい

た釘を踏んでケガをした児童がいる。海岸を歩くには下をよく見ながら歩く指導も必要。 
 
７ 子どもたちの反応やミニ感想 

・海には，いろいろなごみがあった。そして，ごみはどこからながれてくるか，ごみはどうなるのかということ

がわかりました。 
・わたしは海にごみをすてないようにします。わけは，みんなの海をよごすと，人が海にこなくなるからです。

わたしはもっともっと海のことを知って，お母さんやお父さんや地域の人たちに教えたいです。
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第 4学年の実施内容 

 
小学 4 年生では 3 年生と同様に総合的な学習の時間を使用し、地域のことを調べ、

ふるさとの特徴を PR する CM を作成しました。石川県漁業協同組合小木支所と協働で

小型イカ釣り漁船の見学を実施し、漁協職員によるイカ釣り漁業のしくみについての説

明を聞きました。CM を作る過程で、地域の特産品であるイカや、何をどう PR するの

か興味を持って調べ、表現することができました。作った CM は、学校の「つくもっ

こ発表会」で地域の人たちに発表しました。次項から、第 4 学年総合的な学習の時間単

元指導計画案、里海活動年間計画、里海活動実践報告を紹介します。 
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第４学年 総合的な学習の時間 単元指導計画案 

場 所 ４年教室  
指導者 荻野 輝紀  

 
１ 単元名   能登町の海を調べよう 
 
２ 指導にあたって 
 （１）児童について 
   児童は，３年生のときに九十九湾のごみ拾いを通して，九十九湾の美化活動に取り組んできた。4

年生では，「海を大切にしてほしい」という願いをこめて作成した新聞やポスターを，６月の「イカ

す会」で地域の方や観光客に配る活動をした。これらの学習を通して，児童は，ふるさとの海に関

心を持つことができている。 
これまでの学習で，能登の海に住んでいる生き物についてインターネットで情報を集めるととも

に，「イカす会」に学習発表として参加した。そこで，「イカす会のように，小木の町ではイカに注

目したイベントごとがたくさんある。」ということも学んだ。そこで，小木のイカに注目した調べ学

習にシフトした。インターネットを使ったり，漁業組合の方にインタビューしたりして，イカの体

のつくり，性質，釣り方について調べることができた。 
   調べ学習については，国語科で調べたことを整理し相手に分かりやすいように発表する方法を学

習してきている。学習したことをきっかけに，見学先で学んだことの中から自分に必要な情報を取

り出し，新聞にまとめる活動を行ってきた。 
 
 （２）本単元で身に付けたい資質や能力及び態度 
  ＜学習方法に関すること＞ 

① 課題を発見し，設定する力 
    イカに興味を持ち，調べ学習や見学，インタビューを通して課題を見いだす力 
    私たちの町を「イカの町」として，能登町の人々に発信するために，自分たちにできることを

見いだす力 
   ②必要な情報を収集し，分析する力 
    イカについての情報を収集する力 
   ③わかりやすくまとめ，表現する力 
    イカについて調べたことをまとめ，表現する力 
  ＜自分自身に関すること＞ 
   ④目標を設定し，課題の解決に向けて行動する力 
    イカについて調べ，自分たちの住む小木でなぜ特にイカが取り上げられているのか考える力 
  ＜他者や社会とのかかわりに関すること＞ 
   ⑤他者と協同して課題を解決する力 
    課題を解決するために，関係する専門機関の職員の方や友達と，協同して活動する力 
 
 （３）教材について 
   小木のイカは，児童にとって身近な水産物である。小木港で水揚げされる水産物の９割がイカで

あり，冷凍イカ水揚げ量は日本海側で１位を誇っている。昔から盛んであるイカ漁は，減少しつつ

も今でも続いている。また，小木にはイカにスポットライトを当てた「イカす会」という行事があ

る。平成２０年度，一度はなくなったものの，“小木住民が一丸となって小木の町に賑わいを作るこ

と”を目的として，平成２５年度以降再開催され，毎年行われ活気づいている。これらのことから，

子どもたちの住む小木の町がイカの町であることに誇りを持つために，イカを学習することが大切

であると考える。本単元では，能登の海に住む生き物を調べること。また，イカす会に参加するこ

とを通して，能登町，特に小木ではイカが特別な水産物であることを知り，イカの生態や漁法につ

いて調べたり，漁協の方にインタビューを行ったりすることで学習し，新聞にまとめる活動を行っ
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ていく。そして，小木のイカの魅力を広範囲に情報発信していくために，CM を製作する活動へつ

なげていく。 
 
３ 単元の目標 
 ・イカに興味を持ち，調べ学習やインタビューを通して，小木が，どうして「イカの町」と呼ばれる

のか考えることができる。   【学習方法に関すること①】 
 ・課題解決に向けて必要な情報を収集し，計画的に調べることができる。【学習方法に関すること②】 
 ・調べたことや考えたことを，相手意識を持って，分かりやすく表現することができる。 
                                  【学習方法に関すること③】 
 ・イカについて調べ，私たちの町を「イカの町」として発信する方法を考えることができる。 

 【自分自身に関すること④】 
・課題解決するために，関係する専門機関の方や友達と，協同して活動することができる。 
                          【他者や社会とのかかわりに関すること⑤】 

 
４ 単元の評価規準 
 

学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会とのかかわりに

関すること 
評 
価 
規 
準 

①イカに興味を持ち，調べ学習やイ

ンタビューを通じて，自らの課題

を見いだしたりしている。 
②課題解決に向けて必要な情報を

収集し，計画的に調べている。 
③調べたことや考えたことを，相手

意識を持って，分かりやすく表現

している。 

④ イカについて調べ，私た

ちの町がなぜ「イカの町」

と言われているのか考え

ることができる。 

⑤課題解決するために，関

係する専門機関の方や友

だちと，協同して活動し

ている。 
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５ 単元の指導・評価計画  （総時数１７時間） 

次 時 
小単元名 

または指導目標 
主な学習活動 

評価基準 
【評価の観点】 
（評価方法） 

他教科 
との関連 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 学習の見通し

を持ち，課題

意識を持つ。 

 
 
・今までに学習してきた海についての学習

や体験について振り返る。 
・能登の海に住んでいる生き物について知

っているものについて発表する。 
 
 

・能登町の海や住ん

でいる生き物に

興味をもち，課題

を見いだしてい

る。  
【学②】（行動観察） 
 

社会 

２
～
４ 

能登町の海に

住んでいる生

き物について

調べ学習をす

る。 

 
 
・調べる項目，調べる方法を考える。 
・グループに分かれて，図鑑やインターネ 

ットで調べる。 
 
 

・能登町の海に住む

生き物に興味を

もち，調べてい

る。 
【学①】 
（行動観察・ワーク

シート） 

国語 
 
 
 
 

５
・
６ 

ミニ報告会を

する。 
 
・調べたことをまとめ，ミニ報告会をする。 
・イカす会に参加したことを振り返り，小

木では特にイカが取り上げられている

ことを確認する。 
 
 
 

・調べたことや考え

たことを，相手意

識を持って，分か

りやすく表現し

ている。 
【学③】（発言） 

国語 
 
 
 
 
 
 
 
 

能登町の海に住んでいる生き物につい
てインターネットや本で調べよう。 

能登の海にはたくさんの種類の生き物

が住んでいることがわかったよ。 

調べたことを整理しよう。 

調べたことを整理して報告できたよ。小

木は「イカの町」と呼ばれているようだ。

どうしてなのか調べてみよう。 

能登の海にはたくさんの生き物がいる

ようだ。もっと詳しく調べてみよう。 

能登町の海について知っていることは
どんなことがあるだろう。 
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二 １
～
３ 

小木のイカに

ついて調べ活

動をする。 

 
 
・小木ではイカがたくさんとれるらしい

よ。 
・最近はとれるイカの料が減っているよう

だ。 
・全国的にも有名なんだ。 
・港には船がたくさんあるけど，どうやっ

てイカを捕まえているのかな。 
 
 
 
 
 

・能登町の海や住ん

でいる生き物に

興味をもち，課題

を見いだしてい

る。  
【学②】（行動観察） 
 

国語 

４ 漁協の方に質

問したいこと

をまとめる。 

 
 
・今までに調べたことを確認する。 
・漁協の方に質問したいことをまとめる。 
 
 
 
 

・調べたことや考え

たことを，相手意

識を持って，分か

りやすく表現し

ている。 
【学②】（行動観察） 

国語 
社会 
 
 
 
 

５
～
７ 

漁協の方に話

を聞く。 
 
 
・小木漁協に行き，漁協の人の話を聞いた

り，見学したりして，イカの釣り方や船

の秘密を教えてもらう。 
 
 

・進んで情報を収集

し，考えを持とう

としている。 
【自④】（行動観察） 
・課題解決するため

に，関係する専門

の方に尋ねてい

る。 
【他⑤】（行動観察） 

社会 

 
 
 
 
 

 

漁協の方に質問したいことを話し
合おう。 

船のことや釣り方のこと，とったイカ

をどのように保管しているのか聞いて

みたいな。 

小木は「イカの町」と呼ばれているそう
だ。その理由を調べよう。 

小木のイカについてたくさんのことが

わかったね。調べて分からなかったこと

は，漁港の方にインタビューしてみよ

う。 

漁協に行って，イカの釣り方や船のひみ
つをインタビューしよう。 

釣り船や釣り方のひみつがたくさんわ

かったよ。 
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三 １
・
２
・
３ 

小木のイカや

漁業について

調べたことを

新聞にまとめ

る。 

 
 
・伝えたい相手を意識して下書き・推敲・

清書をする。 
・新聞を用いて発表する。 
 
 
 
 

・調べたことや考え

たことを，相手意

識を持って，分か

りやすく表現し

ている。 
【自③】（新聞） 

国語 

 ４ 小木のイカの

よさを広めて

いく方法を考

える。 
（本時） 

 
 
・今までに行ってきた情報発信を振り返 

る。 
・小木のイカについて，広範囲に情報発信

していく方法を考える。 
 
 
 
 
 

・自分の考えを持っ

て友達と話し合

い，情報発信の方

法を考えている。 
【他⑤】 
（話し合い・発言） 
 
 
 
 
 
 
 

国語 
社会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小木のイカについて分かったことを新
聞にまとめよう。 

新聞にまとめて発表することができた

よ。もっとたくさんの人に知ってもらい

たいな。 

小木のイカのよさを広めていく方法を
考えよう。 

自分たちが調べたことを CM にとって

たくさんの人たちに見てもらいたい

な。小木のイカの魅力を伝えていくた

めには，もっと取材に行かないといけ

ないね。 
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６ 本時の学習（第三次 第４時） 
（１）ねらい  自分の考えを持って友達と話し合い，情報発信の方法を考えることができる。 
（２）評価規準 自分の考えを持って友達と話し合い，情報発信の方法を考えている。 

  【他⑤】（話し合い・発言） 
（３）準備・資料等 ホワイトボード，マジック，大型テレビ，各自の新聞 
（４）展開 
学習活動（配時） 教師のはたらきかけ＜＞と児童の意識の流れ（・） 評価（◎）と支援（◆）留意点（・） 

１本時の課題を

つかむ。 
（8 分） 

 
 
 
 
 

 
 

２課題について

考える。 
（個人 5 分， 
グループ 10 分） 
 
３全体で話し合

う。 （15 分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４学習をふり返り

次時への見通し

を持つ。 （7 分） 
 
 
 
 

 

＜前の時間は何をしましたか。＞ 
・調べたことを新聞にまとめ，交流しました。 
＜自分たちが見つけた小木のイカのよさをどうや

って広めていこうか。＞ 
 
 
＜これまでも自分たちが調べたことを広めてきた

けど，どんな方法があったかな。＞ 
・新聞 ・ポスター ・イカす会 ・校内での発表 
 
＜これまでは，学校内や小木の地域に広めてきた

ね。今度はもっと広い範囲に広めていく方法を考

えましょう＞ 
 
＜グループで話し合ったことを発表しましょう＞ 
・ポスターを書いて，みんなに知らせよう。 
・自分たちが作った新聞を配るのはどうかな。 
・ポスターや新聞を配るだけでは，町の中には広め

られるかもしれないけど，町の外の人にはなかな

か伝えられないかもしれない。 
・テレビやインターネットを使えば，町の外の人も

見てくれるかもしれないね。 
・学校のホームページにも載せられるかもしれない

ね。 
＜どの方法がよりたくさんに情報を発信できそう

かな＞ 
・CM を撮ってご当地 CM に応募したらどうかな。 
・釣れたイカや料理なんかも見せられたらいいね。 
 
＜今日の学習のふり返りをしましょう。＞ 
 
 
 
 
 
＜2学期は小木のイカの魅力を伝えるCMを作って

いきましょう。＞ 

・これまでに作成した新聞を資

料として提示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎自分の考えを持って友達と話

し合い，情報発信の方法を考

えている。 
  【他⑤】（話し合い・発言・

ホワイトボード） 
◆それぞれの情報伝達方法の良

さや足りないところを確認

し，より良い伝達方法の選択

できるようにする。 
・方法を選択した理由をつけて

話すことを確認する。 
・グループでホワイトボードに

書いて確認する。 
 
◆イメージがしにくそうであれ

ば各市町のご当地CM を見せ

実感を持たせるとともに，

CM 作成への意欲を高める。 
 
 
 

小木のイカのよさを広めていく方法を考えよう 

自分たちが調べたことを CM にしてたくさん

の人たちに見てもらいたいな。小木のイカの魅

力を伝えていくためには，もっと取材に行かな

いといけないね。 
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７ 板書計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜小木のイカのよさを広げていく方法を考えよう＞ 
＜方法＞ 新聞 ポスター 校内で発表 イカす会 ホームページ CM 
 

 
                   ↓ 
 
 
 

    

自分たちが調べたことを CM にとってたくさんの人たちに見てもらいたいな。 
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里海活動年間計画                       ４学年 

月 単 元 名（時数） 
領

域 
学 習 活 動 

４
月 

能登町の海を調べよう 

（１７時間） 

 

Ａ 

Ｂ 

①能登町の海について知っていることや知りたいことを話し合う。 

②③④インターネットで能登町に住む生き物や海で獲れる生き物を調べる。 

⑤能登の海にいる生き物や獲れる生き物を交流し、その中で小木のイカが町を

挙げて取り上げている理由を考える。 

⑥⑦⑧インターネットで小木で獲れるイカやイカを釣る方法について調べる。 

⑨インターネットで調べたことを交流し、漁港の方にインタビューしたいこと

をまとめる。 

⑩⑪⑫漁港の方にインタビューをする。 

⑬調べたことやインタビューしたことを全体で交流する。 

⑭⑮学んだことを新聞にまとめる。 

⑯まとめた新聞を交流する 

⑰学習の振り返りをし、外部に発信していく方法を話し合う。 

５
月 

６
月 

７
月 

９
月 

小木発信プロジェクト 

イカしたＣＭでＰＲしよ

う 

（２５時間） 

 

 

 

Ｂ 

 

 

Ａ 

Ｄ 

 

①②③小木の町について知る。 

④⑤⑥ＰＲするイカの内容について考え，調べる。 

⑦調べたことを報告し合う。 

⑧⑨漁協へ見学に行き，詳しい人に話を聞く。 

⑩ＣＭの内容を考える。 

⑪⑫試しのＣＭ作りをする。 

⑬⑭試しのＣＭを撮影する。 

⑮第１回試写会をする。 

⑯⑰⑱改善策を話し合い，改善する。 

⑲第２回試写会をする。 

⑳○21○22改善策をもとに本番ＣＭを撮影する。 

○23本番ＣＭを見て感想を交流する。 

○24小学校で観賞会を開いて感想を交流する。 

○25学習のふり返りをする。 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

１
月 

２
月 

１年間の取り組みをまと

めよう（８時間） 

 

 

 

 

Ｃ 

 

①１学期と２学期の活動をふり返り，まとめ方を考える。 

②③私たちにできることを考える。 

④⑤⑥イカす会に向けての展示物を作成する。 

⑥ 流する。 

⑧１年間の活動をふり返る。 

３
月 

※領域 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
 

 
 



63 
 

  ４年 単元名「能登町の海を調べよう ～イカの町・小木～」（１７時間）  

～海に親しむ・海を知る～ 

１ 単元設定の理由 

・イカについて気になる事・知りたい事を調べ，イカに関する知識を高める。 
・イカが能登町の有名な海産物であることを知り，ふるさとの海への誇りの気持ちと愛着を育む。 
２ 単元目標 

 小木で有名なイカについて調べ，ふるさとの海の素晴らしさに気がつき，魅力を伝えることができる。 
３ 単元の評価規準 

 
学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会とのかかわりに

関すること 
評 
価 
規 
準 

①イカに興味を持ち，調べ学習やイ

ンタビューを通じて，自らの課題

を見いだしたりしている。 
②課題解決に向けて必要な情報を

収集し，計画的に調べている。 
③調べたことや考えたことを，相手

意識を持って，分かりやすく表現

している。 

⑤ カについて調べ，私たち

の町がなぜ「イカの町」

と言われているのか考え

ることができる。 

⑤課題解決するために，関

係する専門機関の方や友

だちと，協同して活動し

ている。 

４ 単元の指導計画 

時 次 学習活動 指導上の留意点 
一 １ 学習の見通しを持ち，課題意識を持つ。 

・これまでの海洋活動について振り返り、これまで見つけてきた生き
物について確認する。 

・能登の海にいる生き物について知りたいことを出し合う。 
 

・地図や海の生き物の画像
を提示する。 

２
～
４ 

能登町の海に住んでいる生き物について調べ学習をする。 
・インターネットや図鑑で調べる。 

・グループに分かれ，イン
ターネットや図鑑で調べ
る。 

５
・
６ 

ミニ報告会をする。 
・調べたことを発表し，もっと知りたいことや新たな疑問点について
話し合う。 

・小木は全国でも有数のイカの漁獲高を誇る港町であることを知る。 

・児童の発言から、「小木で
は昔からイカが有名であ
る」ということに焦点化
していく。 

二 １
～
３ 

小木のイカについて調べ活動をする。 
・インターネットで小木のイカについて調べる。 

・指定したホームページを
使って調べるようにす
る。 

・視点を絞って行う。 

４ 漁協の方に質問したいことをまとめる。 
・「釣り方のひみつ」、「船のひみつ」、「働いている人の様子」、「働いて

いる人の気持ち」の 4 観点に分類し、質問事項・見たいものを整理
する。 

 

５
～
７ 

漁協の方に話を聞く。 
・事前に用意したワークシートに、見たり聞いたりしたことを記入し
ていく。 

・安全指導を十分に行う。 
・質問事項はあらかじめ整
理しておく。 

 
三 １

～
３ 

小木のイカや漁業について調べたことを新聞にまとめる。 
・見学メモをもとに新聞を作成していく。 

・国語科「新聞を作ろう」
と関連付け，新聞の作り
方については国語科の時
間に学習しておく。 
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４ 小木のイカのよさを広めていく方法を考える。 
・町外に小木のイカのよさを広めていく方法を話し合い、2学期の学習
につなげていく 

・グループ学習でそれぞれ
の情報発信方法のよさを
考えていく。 

 

５ 活動の様子 

         

 

 

 

 

 

 

漁協組合の坂東さんに話を聞く     小木漁協の冷凍庫         漁協内の袋詰め施設 

 

 

 

 

                 

    

 

給油施設            主な漁場の紹介         一尾凍結のイカ 

                      

６ 成果・課題 

○どうして自分たちの住む町が「イカの町」と呼ばれているのかを知り，よりふるさとに愛着をもった

児童が多かった。 
○国語科の授業と横断的に取り扱ったことで，児童の学習意欲が高まった。 
▲海で生き物を直にふれる機会を作ってあげられなかった。 
▲インターネットで調べ活動をする際に、ページをいくつか指定して調べさせたが、内容は児童にとって

は難しいものが多く詳しく調べるには苦労したので、「イカのほん」を副読本として活用するとよい。     
７ 子どもの反応やミニ感想 

・漁師さんはいろいろな工夫をしてイカを釣っていることが分かりました。 
・漁師さんがこんなに苦労しているとは知らなかったので驚きました。大変だと思いました。 
・2 学期は CM を作ることになったので楽しみです。イカの料理もしてみたいと思いました。 
 
 

 

外部連携／教材等  

・金沢大学臨海実験室  ・漁協組合 
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  ４年 単元名 小木発信プロジェクト イカした CMで PRしよう（ ２５ 時間）  

～海に親しむ・海を知る・海を利用する～ 

１ 単元設定の理由 

・「小木の町はイカの町」であることに誇りを持ち，能登町の人々に発信しようとする気持ちを育む。 
・能登町の人々に「小木の町はイカの町」だと知ってもらうために活動する。 
 

２ 単元目標 

 イカについて興味を持って調べ，私たちの町を「イカの町」として能登町の人々に発信するために活

動することができる。 

 
３ 単元の評価規準 

 学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会とのかかわり

に関すること 
評
価
規
準 

①イカに興味を持ち，調べ学習やインタビ

ューをしたり，私たちの町を「イカの町」

として，能登町の人々に発信するために，

課題を見いだしたりしている。 

②課題解決に向けて必要な情報を収集し，

計画的に調べている。 
③調べたことや考えたことを，相手意識を

持って，分かりやすく表現している。 

④イカについて調べ，私

たちの町を「イカの町」

として発信するために

活動している。  

⑤課題解決するために，関

係する専門機関の先生

方や友達と，協同して活

動している。 

 

４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 

 
学習の見通しを持ち，課題意識を持つ。 
・1 学期のふりかえりをもとに, 
・「町外の人たちにも小木のイカのよさが伝わるような CM を

作ろう」というゴールを設定する。 

・小木の町の現状について捉える

ために，アンケート結果を提示

し，課題意識を持たせる。  

・ふるさと CM を見てイメージを

もつ。 
２
～
８ 

イカのおいしさや新鮮さのひみつについて調べ学習をする。 

・インターネットや本で調べる。 
・調べたことを発表し，もっと知りたいことについて話し合う。 
・イカのおいしさや新鮮さの秘密を見つけるために，小木漁協

に行く。 

・グループに分かれ，インターネ

ットや図鑑で調べる。 
 
・漁協へ行き，見学したりインタ

ビューしたりする。 
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9
～ 

調べたことを CM にまとめる。 

 
 

 

25 学習活動をふり返る。  

外部連携／教材等  

・小木漁協 坂東博一さん 
【資料】和平商店、MRO ふるさと CM 

 

５ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 漁協見学で一尾凍結を知る     CMに盛り込む内容を相談   つくもっこ発表会でプレ発表 

 

６ 成果・課題 

○身近な教材を設定したことで，調べようとする意欲が高まり，以前よりも小木の町について詳しくな

り，小木の町への誇りを持つようになった。外部へ発信をするということで，小木いう地域，小木の

イカをよく知らない人の立場に立って考えることは児童にとっては有用だった。 

▲CM の内容をまとめるのに時間がかかり，予定通りに CM 撮影ができなかった。 
 
７ 子どもの反応やミニ感想 

・たくさん伝えたいことがあって、短くまとめるのが大変だった。 
・もっとほかの情報も入れたいと思いました。 
 
  

24 
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第 5学年の実施内容 

 
小学 5 年生では里海科において、魚のたんじょうを学びました。能登里海教育研究

所の浦田研究員が講師を務め、ウニの卵子と精子が受精する瞬間や受精後の変化を実際

に見ることができ、理解が深まりました。受精して 2 時間後や 2 日後の様子を見ること

で、受精卵が変化してく様子を理解することができました。他にも、同研究員、支援員

が講師を務め、海のにごりについて調べることを目的とした乗船体験、九十九湾の透明

度測定、プランクトン採集と観察、貝の浄化能力に関する授業を行いました。次項から、

第 5 学年里海科指導案、里海科年間計画、里海活動実践報告を紹介します。 
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第５学年里海科学習指導案 
場 所 理科室 
指導者 中山 志津子 

１ 単元名    魚のたんじょう 
２ 単元の目標   

魚の誕生に興味をもち，卵から魚になるまでの様子を観察して，目立った変化を捉えることがで

きるようにする。また，魚は水中で何を食べているかに興味をもち，水の中の小さな生き物を観察

し，池や川や海などの水中にはいろいろな生き物がいて，魚はそれらを食べていることを捉えるこ

とができるようにする。 
 

３ 単元の評価規準 
里海科への 

関心・意欲・態度 
思考・判断・表現 技能 知識・理解 

生きものの受精から誕

生までの過程について

意欲的に追求し，生命を

尊重したり自然の力の

大きさを感じたりする

とともに，生命の連続性

を調べようとしている。      

生き物の発生や成長に

課題を見いだし，計画的

に追求し，量的変化や時

間的変化について考察

し表現している。 

生き物を育てたり，問題

解決に適した方法を工

夫したりして観察を行

い，その過程を記録して

いる。 

生き物の発生や成長に

ついて，生命の連続性を

実感を伴って理解して

いる。 

 
４ 指導にあたって 
（１）教材観 
   本単元は，里海科における『海を知る』に位置づけられる。 
   理科においては，３年生から各学年に応じた内容で生命に関わる学習を行っている。中学年では，

主に動物や植物の観察を行う中で，生物の構造や多様性・共通性，周辺環境と生物の関わり等につ

いて学んできている。５年生からは，植物及び生物の誕生を学習する。これは，中学年までに学習

した季節と動物，植物のかかわり，季節がめぐっても植物や動物の命はつながっていくことから一

歩踏み込んだ，植物や動物の誕生のしくみまで学習する。「魚のたんじょう」では，魚の発生や成長

について興味・関心をもって追及する活動を通して，魚の発生や成長のしくみについて推論しなが

ら追及する能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，生命を尊重する態度を育て，魚

の発生や成長についての見方や考え方を持つことができるようにする。 
本教材で，魚のたんじょうの学習にウニの受精や受精卵の成長を観察することで，『海を知る』の

目標である「海の自然や資源，人との深い関わりについて関心を持ち，進んで調べようとする児童

を育てる。」ことをねらいとする。ウニは，大量の卵と精子を手に入れることが可能で，受精の瞬間

をリアルタイムで観察することができる。また，卵や胚が透明であるため，受精が起きて受精膜が

生じる様子や発生が進み体内の構造が複雑になっていく過程を詳しく観察することができる。ウニ

の受精と発生の観察を通して生命に対する驚きと感動が伝わると考えられる。 
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（２）児童観 
   『海を知る』活動として，3 年生では，九十九湾を探検し九十九湾に住む生き物について調べた。

ハンドブックを作り，他校の児童と交流し，九十九湾のすばらしさを紹介した。また，漂流物調査

を行い，海の環境について考え，海を守るために何ができるか話し合い，「海を守ろう」という自分

たちの思いを伝えるためにキーホルダーを作り，イカす会で配布した。4 年生では，小木の特産であ

る小木のイカについて調べ，ＣＭづくりを行った。5 年生になってからは「海岸クリーン作戦に取り

組もう」に参加し，中学生と一緒にボランティア活動に取り組んだ。地区のごみを拾う活動を通し

て，海に面した自分たちの住む地区のよさや海を守ることの大切さを学ぶことができた。また，イ

カす会でイカの解剖を行い，イカの体のしくみを知り，雌雄の見分け方についても大まかな知識と

して身に付けている。 
このような自然に触れ海に親しむ体験活動に理科や社会科等の教科を関連させた探究活動によっ

て，「海」をより身近に感じるようになってきている。しかし，自ら関心をもってさらに調べようと

したり，「海の自然や資源，海の環境，海と人との関りなどについて深めたりすることは十分ではな

い。 
 
（３）指導観 

メダカは，産まれた卵の発生から成長のようすを短い期間で観察することができる。新しい命の

発生から成長，特に卵の中に起こる発生の過程を目の当たりにして児童に経験することができる教

材として，メダカとその卵は有効である。それらを踏まえ，本単元ではメダカを産卵からふ化まで

の児童による飼育活動を通し，観察の意義や必要感をもたせた展開にする。卵を産ませるための環

境作りや，メダカの生態，飼育の仕方について児童が協力しながら調べ，新たな生命の誕生から成

長までが見守れるよう，観察方法や調べ方を支援していく。そして，メダカのたんじょうの発展的

学習として，ウニの受精卵が育っていく様子を継続的に観察することでより実感を伴った理解につ

ながるようにする。 これらの飼育と観察の学習を通して生命を尊重する態度を育み，また生命の連

続性についての見方や考え方を養う。そのために，植物の発芽と成長の単元とも関連させながら，

生命を大きく捉え，一年間を通してその不思議や尊さについて価値付けられるようにしたい。 
本時では，能登里海教育研究所の浦田慎先生をゲストティーチャーとして，ウニの生態や受精の

様子について解説していただく。 
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５ 単元の指導・評価計画（総時数 11 時間） 

次 時 
小単元名または 

指導目標 
主な学習活動 

評価規準【評価の観点】 
（評価方法） 

一

次 
１ メダカを飼って

たまごを産ませ

る。 

 
 

・メダカの雌雄の見分け方について知る。 
・メダカを飼育して卵を産ませる準備をする。 
メダカを飼うときは，おすとめすを一緒に

飼えば卵がうまれる。 
 

・メダカが産卵するに

は，雌と雄をいっし

ょに飼う必要があ

ると考え，説明して

いる。【思考･表現】 
（発言・記録） 

二

次 
１ たまごの変化を

調べる。 
 
 

 
・うまれたメダカの卵を観察する。 
・卵の中の変化を予想する。 
 

卵の中は，何も見えないけど，どのように育

っていくのか観察していこう。 

・卵の中の変化に興味

をもち，進んでどの

ように変化するか

を予想したり，観察

しようとしたりし

ている。【関・意・

態】 
（行動観察・記録） 

２ 
・

３ 

たまごの変化を

観察する。 
 
 
 

・数日ごとにメダカの卵の中の変化を解剖顕微 
鏡で観察し，記録する。 

 

はじめは，あわのようなものがたくさん見

えて，だんだん体や目，心臓ができてくる 
ことが分かった。 

・解剖顕微鏡を正しく

操作して，卵の中の

ようすを観察し，記

録している。【技能】 
（行動観察・記録） 

・卵の中のようすを観

察し，成長の目立っ

た変化をとらえて

記 録 し て い る 。 

【技能】 
（発言・記録） 

４ 子メダカを観察

する。 
 
 

・かえった子メダカを観察し，記録する。 
・卵の中で，育つための養分をどうしているの

か考える。 
子メダカの腹の袋に養分が入っていてその

養分を使って育っている。 
 

・観察記録をもとに，

子メダカは，卵の中

の養分を使って成

長してきたと考え，

表現している。 
【思考･表現】 
（発言・記録） 

メダカを飼おう。 

メダカの卵はどのように育つのか考えよう。 

メダカの卵がどのように育つのか観察しよ

う。 

メダカの子どもを観察しよう。 
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５ メダカの誕生を

まとめる。 
 
 

・観察して分かったことや，感じたことを発表

する。 
・魚の卵の成長の変化をまとめる。 
受精すると，卵の中で少しずつメダカの体

ができて，やがて卵の膜を破って，メダカ

の子どもがかえる。 
 

・魚には雌雄があり，

生まれた卵は日が

たつにつれて変化

し，やがて子魚に成

長してかえること

を理解している。

【知識理解】 
（発言・記録） 

６ 
 

ウニの発生を観

察する。 
（本時） 

 
 

・ウニの卵や受精の様子を調べる。 
・ウニの受精の様子を観察して分かったことを

まとめる。  
 

海の中の生きものも卵子と精子が受精

して成長していくことが分かった。 

・ウニの発生の様子を

観察して，受精や成

長の様子を理解し

ている。 
【知識・理解】 
（ワークシート・発

言） 

三

次 
１ 
・

２ 

魚は何を食べて

いるのか調べ

る。 

 
 

 
・水の中には魚の食べ物があるかを話し合う。 
・水槽や池の水を顕微鏡で調べる。 
 
顕微鏡で見ると，水の中には小さな生き物が

水中にいることが分かった。 
 

・水中の小さな生き物

に興味を持ち，進ん

でいろいろな生き

物を観察して，記録

しようとしている。

【関・意・態】 
（行動観察・記録） 
・顕微鏡を正しく操作

して，水中の小さな

生き物を観察し，記

録している。【技能】 
（行動観察・記録） 

３ メダカの食べ物

についてまとめ

る。 

 
 
 

・メダカの食べ物と水の中の小さな生き物に 
ついてまとめる。 
池や川などの水中には，いろいろな小さな

生き物が生きていて，メダカなどの生き物

は，水の中の小さな生き物を食べて生きて

いる。 
 

・観察をもとに，水中

の小さな生き物は，

魚などの食べ物に

なっていると考え，

表現している。【思

考･表現】 
（発言・ノート） 

観察して分かったことをまとめよう。 

海の中の生き物は、卵からどのようにし

て成長していくのだろう。 

メダカなどの魚は、何を食べているの

だろうか。 

メダカなどの魚が何を食べているか、分か

ったことをまとめよう。 
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 ４ 魚の誕生をまと

める。 
 
 
・魚の卵の中での成長と水の中の小さな生き物

についてまとめる。 
 
卵が受精し，受精卵から成長して，卵の膜

を破って子どもがかえる。メダカは水中の

小さな生き物をえさにして生きている。 
 

・メダカのたんじょう

の様子や，水の中に

はいろいろな小さ

な生き物がいて，魚

などはそれらを食

べて生きているこ

とを理解している。

【知識･理解】 
（発言・ノート） 

 
 
６ 本時の学習（第二次 第６時） 
（１）ねらい    ウニの発生の様子を観察して，受精や成長の様子を理解する。 
（２）評価規準   ウニの発生の様子を観察して，受精や成長の様子を理解している。【知識・理解】 
（３）準備・資料等 ウニ（成体・未受精卵・精子）顕微鏡，ワークシート 
（４）展開  

魚のたんじょうについてまとめよう。 
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学習活動（配時） 教師の働きかけ＜＞と児童の意識の流れ（・） 
評価（◎）と支援（◆） 
留意点（・） 

1 これまでの学習の

ふり返りをする。 
（3 分） 

 
 
２ 課題をつかむ。 

（5 分） 
 
 
3 観察する。 

（20 分） 
 
 
 
4 観察結果からわか

ることを話し合う。 
（10 分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 まとめる。 

（5 分） 
 

6 ふりかえる 
（2 分） 

＜メダカは卵からどのようにして成長しただ

ろう。＞ 
・受精卵の中で，大きくなり卵の膜を破って子

どもが出てくる。 
 
 
 
 
＜ウニの卵や受精の様子を調べよう。＞ 
・ウニの成体を見る。（口の場所を確認する。） 
・ウニの放卵・放精を見る。（卵が生まれた場

所を確認する。） 
・卵と精子を見る。（大きさを確認する。） 
・受精の様子を見る。（受精後の膜を確認する。） 
 
＜ウニの受精の様子を観察して，分かったこと

や疑問に思ったことを発表しよう。〉 
・産んだ卵が広く広がるようにしている。 
・受精後に膜ができるのは，ほかの精子が入ら

ないようにしているんだ。 
・小さな卵や精子が大きくなっていくのが不思

議だ。 
 
＜受精後の卵は，どうなるのだろう。＞ 
・２～４細胞期の卵を見る。 
・その後の卵の様子を見る。 

＜ふりかえりをしよう＞ 
・小さな卵から，生命が生れてくることがすご

いと思った。 
・海の中の生き物も，メダカと同じように生ま

れてくることがわかった。 

海の中の生き物も卵子と精子が受精して成

長していくことが分かった。 

・メダカの卵の学習を想起さ

せながら，課題の確認をす

る。 
 
 
・ゲストティーチャーの浦田

先生の指導の下に学習を

進める。 
・メダカの卵と比較しなが

ら，課題の確認をする。 
・顕微鏡の使い方を確認す

る。 
・ウニの卵子がヒトの卵子と

同じ大きさであることを

知らせる。 
 
 
◎ウニの発生の様子を観察

して，受精や成長の様子を

理解している。【知識・理

解】 
（ワークシート・観察） 
◆観察したウニの受精や成

長の様子から分かったこ

とを確認させる。 
 
・分かったことをノートにま

とめる。 
・生命の連続性や大切さに触

れながらまとめさせる。 

  

海の中の生き物は、卵からどのようにし

て成長していくのだろう。 
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７ 板書計画 
 
      
 
 
       ウニの成体   卵，精子   受精卵     疑問・不思議                                    

・受精後の膜はどうしてできるのか 
                            ・卵の分裂がすごい。 
                            ・小さい卵が大きくなっていくのが 

すごい。 
 
 
              分かったこと 
 
        ・ウニは受精すると膜ができる。 
        ・ウニは体の上の方で卵を出している。       まとめ   
        ・何度も分裂して大きくなっていく。      
 

海の中の生き物も卵と精子が受精して

成長していくことが分かった。 

 
  

海の中の生き物は、卵からどのようにして成長していく

のだろう。 
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里海科年間計画                       ５学年 

月 
単 元 名 

（時数） 

指 導 の 内 容 

領域 学習活動 評価規準 

４
月 

オリエンテーション 

（１時間） 

Ａ ①海に関する学習で４年生までにしてきたこ

とを振り返る。 

１年間の学習の見通しを持つ。 

関１年間の学習の見通しを持ち，

里海科の学習に興味や関心を持

っている。 

５
月 

海岸クリーン作戦

に取り組もう 

（1時間） 

Ｃ 

①クリーン作戦を通して，自分の住む地区が

海に深く関わっていることを理解する。 

関自分たちの住む地区をよりきれ

いにしようと，進んでクリーン

作戦に取り組んでいる。 

イカす会に参加しよ

う 

（２時間） 

Ｂ 

①②地域の活性化をめあてにした「イカす会」

に参加して，イカ釣り船の様子やイカの生態

について知る。 

関進んでイカ釣り船の様子やイカ

の生態に興味を持って，活動し

ている。 

６
月 

イカ釣り船団見送 

（1時間） Ｂ 

①小木地区におけるイカ釣り船団の様子を知

る。 

 

関イカ釣り船団の見送りを通し

て，イカ漁に興味を持ち，地域

への愛着を持っている。 

魚のたんじょう 

（１１時間） 

Ｂ 

①魚の誕生に興味をもち，メダカが産卵する

には，雄と雌をいっしょに飼う必要がある

と考え，メダカの雌雄を飼育して，卵を産

ませる準備をする。 

②生まれたメダカの卵を観察し，卵はどのよ

うに変化するのか予想する。 

③④メダカの卵の変化に興味をもち，子メダ

カが生まれるまでの卵の中の様子を，解剖

顕微鏡などを正しく操作して観察し，記録

する。 

⑤数日ごとにメダカの卵の中の変化を解剖顕

微鏡などで観察し記録し，かえった子メダ

カを観察し，記録する。 

⑥魚の中の卵の成長の変化をまとめる。 

⑦ウニの成体や放卵，放精，受精の様子を顕

微鏡で観察する。 

 （講師を招いて TTで指導する。） 

⑧⑨水の中には魚の食べ物があるかを話し合

い，水槽や池の水を顕微鏡で調べメダカの

食べ物と水の中の小さな生き物についてま

とめる。 

⑩メダカの食べ物と水の中の小さな生き物に

ついてまとめる。 

⑪魚の卵の中での成長と水の中の小さな生き

物についてまとめる。 

関動物の発生や成長を意欲的に追

究し，生命を尊重したり自然の

力の大きさを感じたりするとと

もに，見いだしたきまりを生活

に当てはめてみようとしてい

る。 

 

思動物の発生や成長に問題を見い

だし，計画的に追究し，量的変

化や時間的変化について考察

し，表現している。 

 

技動物を育てたり，問題解決に適

した方法を工夫したりして観察

を行い，その過程を記録してい

る。 

 

知動物の発生や成長について，生

命の連続性を実感を伴って理解

している。 

７
月 
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９
月 

海の環境の変化と生

き物のくらしについ

て調べよう（４時間） 

Ｃ 

①海をきれいにする生き物ついて調べる。 

②海をきれいにする生き物について情報を交

換し合う。 

③貝類の浄化能力を観察する。 

④調べたことをまとめ，海の環境について意

見交換する。 

関海をきれいにする生き物につい

て興味を持ち，進んで調べたり

観察したりしようとしている。 

思海をきれいにする生き物につい

て調べたことや考えたことを表

現している。 

技資料を活用して海をきれいにす

る生き物について調べたり，貝

類の浄化能力を観察し，その過

程を記録したりしている。 

知海をきれいにする生き物の性質

や特徴について理解している。 

日本の水産業につい

て調べよう 

 

わたしたちの食生活

と食料生産 

（１１時間） 

 

  

Ｂ 

 

①わたしたちが多くの水産物を消費している

ことを調べることにより，日本全体や能登

町が水産物の消費量が多い理由を考える。 

  

②③「うみとさかなの科学館」を見学し，能

登町は定置網漁が盛んであることを知る。 

④海流や大陸棚の関係から，日本の周辺がよ

い漁場になっていることを地図やグラフを

関連付けて読み取る。 

⑤能登沖がよい漁場になっていることや様々

な施設が充実していることを資料から読み

とる。 

⑥資料から，定置網漁の漁法や特徴を調べる。 

⑦能登町の定置網漁が抱える問題について考

え，漁業就業者の工夫や努力についてお話

を聞く。 

関我が国や能登町の水産業の様子

に関心をもち，意欲的に調べる

ことを通して，自分たちの食生

活を支える我が国の水産業の発

展を考えようとしている。 

 

思我が国や能登町の水産業の様子

について，学習問題や予想，学

習計画を考え表現し，調べたこ

とを基に，我が国の水産業が自

分たちの食料を確保するために

重要な役割を果たしているこ

と，自然環境と深いかかわりを

もって営まれていることを考

え，調べたことや考えたこと適

切に表現している。 
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10 

月 

⑧日本の水産業の問題点について資料を基に

考える。 

⑨漁獲量を増やすための取り組みとして，養

殖業のよさや問題点，養殖業に携わる人々

の工夫や努力を調べる。 

⑩漁獲量を増やすための取り組みとして，栽

培漁業について調べる。能登町の水産資源

管理の新たな取り組みについて知る。 

⑪これからの水産業で大切だと思うことをま

とめ，自分の考えを表現している。 

 

技水産業が自分たちの食生活を支

えていること，主な漁港，漁場

の分布，水産業に従事している

人々の工夫や努力，生産地と消

費地を結ぶ運輸の働き，現在の

問題点や今後に向けての取り組

みを地図や地球儀，統計などの

各種の基礎的資料を効果的に活

用して調べている。 

 

知我が国や能登町の水産業が自分

たちの生活を支えていること，

主な漁港，漁場の分布，水産業

に従事している人々の工夫や努

力，生産地と消費地を結ぶ運輸

の働き，現在の問題点や今後に

向けての取り組みなどについて

理解している。 

11 

月 

    

12 

月 

 

 

  

１
月 

調べたことを発信し

よう 

（４時間） 

Ａ 

①調べたことを発信する方法について話し合

う。 

②③調べたことを発信するための準備をす

る。 

④１年間学習したことを発表し，里海科の活

動を振り返り次年度につなげる。 

（里海活動発表会） 

関これまでに調べたことを，相手

意識や目的意識を持って伝えよ

うとしている。 

思これまでに調べたことを聴き手

を意識して，効果的に発表する

ための方法を考え，話し合って

いる。 

技伝えたい事柄を選んだり，効果

的に伝えるための話し方や発表

の仕方を工夫したりしている。 

知伝えたい事柄が明確にし，効果

的に伝えるための方法を理解し

ている。 

２
月 

３
月 

 

 

  

※領域 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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  ５年 単元名「魚のたんじょう」（１１時間）  

～海を知る～ 

１ 単元設定の理由 

・受精の瞬間と成長の様子について，ウニを用いて観察することで，実感を伴った理解ができるように

する。 
・ウニの発生について調べたり観察したりすることを通して，生命のつながりや大切さを感じ取る。 
 
２ 単元目標 

海の生き物の誕生について調べ，動物の発生や成長について理解することができる。 
 
３ 単元の評価規準 

里海科についての 
関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 技能 知識・理解 

動物の発生や成長を意欲的

に追究し，生命を尊重したり

自然の力の大きさを感じた

りするとともに，見いだした

きまりを生活に当てはめて

みようとしている。 

動物の発生や成長に

問題を見いだし，計画

的に追究し，量的変化

や時間的変化につい

て考察し，表現してい

る。 

動物を育てたり，問題

解決に適した方法を

工夫したりして観察

を行い，その過程を記

録している。 

動物の発生や成長に

ついて，生命の連続性

を実感を伴って理解

している。 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ メダカの雌雄を飼育する準備をする。 
・魚の誕生に興味を持ち，メダカが産卵するには，

雄と雌を一緒に飼う必要があることを考える。 

・水槽は教室に置き，常に観察できるように

しておく。 

２ 
 

メダカの卵の変化を予想する。 
・生まれたメダカの卵を観察し，卵はどのように

変化するのか予想する。 

 
 

３ 
・ 
４ 

メダカの卵の変化を観察する。 
・子メダカが生まれるまでの卵の中の様子を，解

剖顕微鏡などを正しく操作して観察し，記録す

る。 

・解剖顕微鏡の操作のしかたを確認する。 

５ メダカの卵の中の変化を観察する。 
・数日ごとのメダカの卵の中の変化や，かえった

子メダカを観察する。 

 

６ 魚の卵の中の成長変化をまとめる。 
・卵の成長の変化をまとめる。 

 

７ 
・

８ 
 

メダカの食べ物について考える。 
・水の中には魚の食べ物があるかを話し合い，水

槽や池の水を顕微鏡で調べメダカの食べ物と水の

中の小さな生き物についてまとめる。 

・顕微鏡の操作のしかたを指導・確認する。 
・中庭の池の水やバケツ栽培の稲の水を使用

する。 
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９ ウニの受精の様子を観察する。 
・ウニの成体や放卵，放精，受精の様子を顕微鏡

で観察する。 

・講師を招いて TTで指導する。 

・顕微鏡は一人１台操作する。 
・受精後の変化が確認できるように，大型ス

クリーンでも変化の様子を示す。 
・受精後の変化がとらえられるように，２時

間前，２日前に受精したウニの幼生を見せ

る。 
10 メダカの食べ物と水の中の小さな生き物について

まとめる。 
・これまでの観察をもとに，水の中の小さな生き

物は，魚などの食べ物になっていることをまと

める。 

 

11 魚の卵の中の成長と水の中（海中も混ぜて）の小

さな生き物についてまとめる。 
 

外部連携／教材等    能登里海教育研究所 浦田 慎先生（ＧＴ） 
 

５ 活動の様子 

 

 

 

 

 

   

 

【ウニの成体の観察】    【ウニの受精の観察】    【受精の瞬間】     【ウニの幼生】 

 

６ 成果・課題 

○受精の瞬間を実際に見ることは難しいが，ウニの受精の様子を観察することで，卵子と精子が受精す

る瞬間や受精後の変化を実際に児童が見ることができ，理解が深まった。 
○受精して２時間後や２日後の様子を見ることで，卵が変化していくようすを理解することができた。 
○里海研究所から顕微鏡を借りて、1 人一台使用操作した。里海研究所の顕微鏡は高性能でスムーズに扱

うことができた。 
・今年も里海研究所の浦田先生に準備からレクチャーまでしていただいた。担任はふり返りとまとめの

部分の指導に入った。あとは顕微鏡の使い方の補助等に回った。 
・担任が里海科の時間に「魚のたんじょう」を学習したが、里海科の学習は週に 1 時間の設定なので、

時間のやりくりが大変だった。理科の担当と話し合い、計画的に実施する必要がある。 
７ 子どもの反応やミニ感想 

・受精前の卵はメダカと同じだけど、受精後は全然違ったので驚きました。 
・ウニの周りにいた精子はたくさんいたけど、1 匹しか卵に入っていかないと知ってびっくりしました。 
・ウニの受精卵に膜ができるのが不思議に思ったけど、浦田先生の話を聞いてわけが分かった。  
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  ５年 単元名「海をきれいにする生き物について調べよう」（６時間） 

～海を知る～ 

１ 単元設定の理由 

・海の環境を守っている生き物の生態について調べることで，海をきれいにする生き物の性質や特徴を

理解し，きれいな海を守ろうとする態度を養う。 
・「食べる・食べられる」食物連鎖のしくみを理解し，海のバランスが保たれていることを理解する。 
２ 単元目標 

海の環境の変化とそれに対応する生き物の様子を観察したり調べたりしながら，海をきれいにする生

き物について理解し，海の環境保全しようとする資質を養う。 
単元の評価規準 

里海科についての 
関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 技能 知識・理解 

海をきれいにする生き物につ

いて興味を持ち，進んで調べた

り観察したりしようとしてい

る。 

海をきれいにする生

き物について調べた

ことや考えたことを

表現している。 

資料を活用して海を

きれいにする生き物

について調べたり，貝

類の浄化能力を観察

し，その過程を記録し

たりしている。 

海をきれいにする生

き物の性質や特徴に

ついて理解している。 
 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 
・

２ 

海の環境を調べる 
・透明度を計測する。 
・プランクトンネットで身近な海のプランクトンを採集し，海には

多様なプランクトンが多数いることを観察する。 
・観察したプランクトンとメダカのえさになるプランクトン（ミジン

コなど）とを比べながら，多様なプランクトンがいることを理解する。 

・金大臨海実験所・里海

研究所と連携して行

う 

３ 
 

海をきれいにする生き物ついて調べる。 

・赤潮や重油などによる汚染写真を提示しながら，汚染された海をき

れいにする生き物がいることに気づかせ，その生き物について調べ

る。 

・インターネットや図書

室の図鑑などを活用

して調べる。 

４ 
 

海をきれいにする生き物について情報を交換し合う。 

・調べたことを発表しながら，どのような生き物がいたかをまとめ，

実験の計画を立てる。 
・プランクトンが大量発生した（赤潮）状態を想定して，そのプラン

クトンを食べて，海のバランスを保つ生き物について実験する計画

を立てる。（2 枚貝・サザエ・ホヤ・ナマコなどを比較する。） 
 

・里海研究所と連絡を取

り合い，児童の興味・

関心に沿った方向で

実験を計画する。 
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５ 
・ 
６ 

貝類の浄化能力を観察する。 

・対比実験として，理科で学習した視点を確認しながら，何も入れな

い水槽・2 枚貝（ムラサキガイ・カキ）・白ホヤ・サザエを入れた水

槽の変化の様子を観察する。 
調べたことをまとめ，海の環境について意見交換をする。 
 ・実験の結果をレポートにまとめ，意見交流する。 

・里海研究所の先生を

GT として，対比実験

をする。 

外部連携／教材等    金大臨海実験所・能登里海教育研究所 木下先生、能丸先生（ＧＴ） 
 

５ 活動の様子 

 

 

   

 

 

 

 

 

【プランクトン採取】               【プランクトンの観察】     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【貝の浄化実験】                 【貝の浄化作用の仕組み】 

 成果・課題 

○臨海実験所でプランクトンを顕微鏡で観察した。実際に動き回るプランクトンを見ることができ、児

童の理解が深まった。 
○浄化作用の実験を通して、二枚貝の浄化作用について理解が深まった。 
・プランクトンの採取、透明度の計測では天候、船のスペースの関係で児童が観察するのが難しかった。 
・貝の浄化作用の実験は、温度との関係が大きいので、実験の時期、時間について考える必要がある。 
 

７ 子どもの反応やミニ感想 

・貝がプランクトンを食べて、海水をきれいにしているなんてすごいと思った。 
・貝は自然のにごりをきれいにする働きはあるけど、人工のにごりはきれいにできないので、人工物を

捨ててはいけないと思いました。 
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第 6学年の実施内容 

 
小学 6 年生では里海科において、陸上の生き物の食物連鎖、水中の生き物の食物連

鎖、陸と海と関わり合っている環境について学習しました。5 年生のときに親子観察会

で体験した海のプランクトン観察、また既習のイカ、魚の生態を授業に取り入れ、食物

連鎖、環境における生き物のはたらきについて考えることができました。また、地元の

漁師からお話を聞き、仕事場を見学しました。能登高校の実習船「おおとり丸」に乗船

し、船長や船員から定置網や船のしくみについて学びました。地域食材を使った調理実

習を行い、「里海定食」を作りました。次項から、第 6 学年里海科指導案、里海科年間

計画、里海活動実践報告を紹介します。 
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第６学年里海科学習指導案 
                                     場 所 ６年教室 
                                     指導者 加賀 浩 

 
１ 単元名 生き物のくらしと環境 
   
２ 単元の目標 
   生き物が生きる上で必要なものを，これまでの学習や生活経験などをもとに想起しながら，水中

の生き物も陸上の生き物と同じように，空気，水，食べ物が不可欠であること，また生き物どうし

が「食べる」「食べられる」関係でつながり，互いに関わり合って生きていることを捉えることがで

きるようにする。 
 
３ 単元の評価規準 

里海科への 
関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 技能 知識・理解 

生物と環境の関わりを

意欲的に追求し，生命

を尊重したり自然の力

の大きさを感じたりす

るとともに，見出した

決まりを生活に当ては

めてみようとしてい

る。 

生物と環境について問

題を見出し，推論しな

がら追求し，相互関係

について考察し表現し

て，問題を解決し，自

分たちにできることを

考えている。 

生物と環境との関わり

について問題解決に適

した方法を工夫し，装

置を組み立て観察，実

験を行い，その過程や

結果を適切に記録した

り，レポートにまとめ

たりできる。 

生物と環境についてそ

の関わりを実感を伴っ

て理解している。 

 
４ 指導にあたって 
（１）教材観 

本単元は，6 年理科の教材を陸上の生き物だけでなく海中・水中の生き物を取り入れて学習を深化さ

せ，学習していくように考案したもので，里海科における『海に親しむ』『海を知る』に位置づけられ

る。また，理科の学習経験や自然の決まりをもとに，生物どうしや生物と環境の関わりについて気付

かせ，統合的に理解させる単元である。生き物が生きていくために必要なものを考え，空気，水，生

物どうしの関わりを詳しく探り，学習してきたことや経験してきたことを統合的にまとめる教材であ

る。 
具体的には，6 年で学習した「人や動物の体のつくりみや植物の体のつくり」「物の燃え方」「呼吸」

「栄養を取る」などを，「光合成」をつなぎとして空気の保持のサイクルを学ぶ。水については，「動

物の体のつくりや植物の体のつくり」4 年の「水の姿と行方」5 年の「天気の変化」「流水の働き」な

どの学習をもとに，水の循環を図をもとに説明したりまとめたりして理解を促す。 
また，3 年「昆虫の体」や 4 年「生き物の 1 年」，5 年「生命のつながり」などとの関連を図り，食

物連鎖について捉えていく。里海科の学習で「イカのテーマ学習」や「プランクトンの学習」などを

通して，海の食物連鎖についても学習を進めてきたので，陸だけでなく海の生き物にも視点を当てて

生き物全体と自分，そして自然との関わり方を統合的にとらえ，環境保全のために持続可能な社会の
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構築に向けて自分ができることを実践していこうとする意欲や態度を育てていける教材でもある。 
（２）児童観 

児童は，第５学年里海科において能登町の水産業について学習してきた。定置網の仕組みや漁法，

定置網漁が抱える問題点，漁業従事者の工夫や努力などについては既に学んでいる。定置網漁は季節

ごとに獲れる魚が移り変わることや資源にやさしい漁法であることを知ることができた。また，底引

き漁の船の見学や底引き漁にかける漁師さんの想いを実際に聞き，キャリア教育の視点でも学んでき

た。4 年生時までに学習したイカ釣り漁以外の定置網漁・底引き漁の大変さを実感を伴って学習するこ

とができた。 
今年度に入ってからは，５月に『海に親しむ』『海を知る』『海を守る』という視点で「イカのまち

小木～イカす会に参加しよう～」を学習してきた。事前学習としてイカの生態や獲り方などをグルー

プで調べ，まとめたことを交流した。「イカす会」では，石川県水産総合センターの漁業指導調査船で

ある白山丸に乗船し，イカの習性や獲り方のビデオ学習，実際に機械を動かしてもらい，イカを獲る

様子を見学した。また，獲ったイカを急速冷凍する様子も確認している。事前学習と「イカす会」で

見学したことを十分に関連させることで，知識と体験の一致を図ることができた。事後学習の小中合

同海岸クリーン作戦では，中学生とともに地区のゴミを拾う活動を通して，海に面した自分たちの住

む地区の海を守ることの大切さを学ぶことができた。 
昨夏，金沢大学臨海実験施設で「親子で学ぶ里海観察会」を行い，プランクトンネットを使って海

中のプランクトンを採取し観察した。顕微鏡で初めて見る異様な形体のプランクトンを見たり，乾燥

したウミホタルを手の平にすりつぶして水をつけて光らせたりするなどの活動を通して，親子で実感

を伴いながら学習することができた。また，過剰に増えたプランクトンを 2 枚貝やホヤの仲間などが

浄化してくれている学習では，海の中の食物連鎖「食べる」「食べられる」の関係について観察を通し

て学習し，九十九っ子発表会において劇で表現することができた。 
児童は，これまでの海に親しむ学習や探究活動から，小木や能登町の海への興味関心が学年を追う

ごとに高まってきている。児童アンケートでは，全員が「小木の海が好き」「小木の海を大切にしたい

と思う」と回答していることから，地域の海に対する愛着を持ち始めていることが分かる。海ととも

に生きている親を持つ児童もいたり，5 年生までの学習により「漁師もかっこいい」「漁師になりたい」

という感想を持つ児童も出てきたりとキャリア教育の視点でも深まりが少しずつ出てきている。 
     
（３）指導観 

単元の導入では，「生き物が生きていくために必要なものは何か？」について話し合うことからスタ

ートする。見通しを持たせながら，これまでの理科を中心に学習してきたことや生活経験などをもと

に，空気や水，食物連鎖について身に付けてきた知識を統合していく。 
空気は，呼吸をはじめ物の燃焼など，命の源や生活に必要な役割を果たしている。水も状態を変え

ながら循環し，生き物の命の源となっている。さらに私たち生き物は，動物や植物を食べてそれを栄

養吸収し，それをエネルギーに変えて命をつないでいる。その「食べる・食べられる」といった食物

連鎖の源は，光合成による光エネルギーをもとに水と二酸化炭素を使って有機物を合成する植物であ

り，生き物の共生の視点でこのサイクルを学ぶことは私たちの生活を考える学習として意義が深い。

このように，空気や水の循環，食物連鎖をもとにこれまで学習して培ってきた知識や自然のきまりを

統合し，自然に対する自己の在り方や自分のできることなどを考えさせることで持続可能な社会の構

築に向けて，自然と共生していこうとする意欲や態度を高めていけるように指導していきたい。 
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５ 単元の指導・評価計画（総時数 ６時間） 

次 時 
小単元名 

または指導目標 
主な学習活動 

評価規準【評価の観点】 

（評価方法） 

一 １ 生き物が生きて

い行くために何

が必要であるか

を考えながら学

習課題を設定す

る。 
 

 

 

 

・自分の考えを交流する。 
 （空気・食べ物・水など） 
 
 
 
 
 

・生物と環境の関わり

を意欲的に追求し，

生命を尊重したり自

然の力の大きさを感

じたりするととも

に，見出したきまり

を生活に当てはめ

て，今後の課題設定

しようとしている。

【里海科への関心・

意欲・態度】 
（発言・ワークシート） 

二 １ 生き物が酸素を

吸ったり物を燃

やしたりして二

酸化炭素を出し

続けているの

に，なぜ酸素が

なくならないの

かを実験を通し

て考察する。 

 

 

・仮説をもとに実験方法（二酸化炭素を多く入れ

たビニール袋を植物にかぶせ，しばらく日光に

当て気体検知管で酸素と二酸化炭素の割合を調

べる）を考える。 

・結果を表にまとめ，得られた結果をもとに考察

する。 

 

 

 

 

・温暖化のことについて簡単に触れ，地球規模で

今後どのようなことが心配されるかを話し合

う。 

・気体検知管を使った

実験結果から，植物

は日光が当たると二

酸化炭素を吸収して

酸素を出すことを考

えることができる。  

【思考・判断・表現】 
（発言・ワークシート） 

 

生きものが生きていくには何が必要なのかを

話し合い，学習課題を設定しよう。 
 

 

生きものが生きるためには，空気，食べ物，水

が必要なことがわかったよ。 

酸素がなくならないのは，植物に日光が当たる

と二酸化炭素を吸い，酸素を出す働きがあるか

らだとわかった。 

酸素がなくならないのはなぜかを考えよう。 
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２ 人間が食べてい

る食事の材料の

もとを考える。 

 

 

・給食のメニューをもとに，食材のもとをたどる。 

 肉⇒家畜⇒飼料⇒草⇒植物など 

・互いに調べたことを持ちより交流する。 

・ 
 
・植物は日光を使って自分で養分を作ることがで

きることを確認し，ほかに植物を食べている生

き物を話し合う。 
・水中ではどのようになっているかを話し合う。 
・海藻（アオサなど）も光合成をおこなっている

ことを確認する。 

・人やほかの動物の食

べ物のもとは植物で

あると考え，自分の

考えを表現してい

る。 

【思考・判断・表現】 
（発言・ワークシート） 

 

 

３ 陸上だけでな

く，水中でも生

き物間で「食べ

る」「食べられ

る」の関係があ

ることを考察し

まとめる。 
（本時） 

  

 

 

・キツネやカエルなどの食べ物をもとに，植物を

食べない生き物の食べ物を確認しながら，つな

がりを考える。 

・水中でのつながりについても，既習の学習をも

とに考える。 

・生き物の数のバランスが崩れたらどうなるかを

考え，話し合う。 

 
 
 
・人間以外の生き物と共生するために自分が何を

すればよいかを考える。 

 

・植物を食べない動物

の食べ物を考えるこ

とを通して，動物間

の食物連鎖について

考察し表現して，問

題を解決している。

【思考・判断・表現】 

（発言・ワークシート） 

 

人間の食べ物のもとは何かを考えよう。 

人間の食べ物をたどるとすべて植物になる。 

植物を食べない動物は何を食べて生きてい

るのだろう。 

動物の食べ物のつながりには，陸上でも水中

でも「食べる」「食べられる」の関係がある。 
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４ 生き物と水の関

わりについて考

える。 
 
 
 
 

 

 

 

・既習の学習（水たまりがなくなることや水が蒸

発すること，流れる水の働きなど）をもとに，

水がどのようにして生き物の周りを動いている

かを図に表し考える。 

 

 

 

・もし海がなかったらどのような地球になってい

るかを自由発想で話し合う。 

 

・水の循環について自

分の考えを図示しな

がら話し合い，水は

蒸発して雲を作り，

雨となって生き物に

届くことを理解でき

る。【知識・理解】】 

（発言・ワークシート） 

三 １ 生き物と環境の

関わりをまと

め，自分のでき

ることを考え

る。 

 

 

 

・動物，植物のつながりを空気・食べ物・水の視

点を入れてレポート・図にまとめ，自分たちに

できることを話し合う。 

・分かったことや，もっと知りたいことを確認す

る。 

 

 

 

 

・学習を通してこれから自分がどんなことに気を

付けていけばよいかを話し合う。 

 

・生き物と環境につい

て，その関わりを実

感を伴って理解して

いる。【知識・理解】 

（発言・ワークシート） 

 

水は蒸発して雲になり雨を降らせ，生き物に

届く。それを繰り返している。 

水は自然の中でどのように循環しているかを

考えよう。 

動物，植物のつながりと環境の関わりをまと

めよう。 

生き物は空気，食べ物，水を通して関わり合

いながら生きている。 
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６ 本時の学習（第二次 第３時） 
（１）ねらい    陸上だけでなく，水中でも生き物間で「食べる」「食べられる」の関係があるこ

とを考察してまとめる。 
（２）評価規準   植物を食べていない動物の食べ物を考えることを通して，動物間の食物連鎖に

ついて考察し表現して，問題を解決している。【思考・判断・表現】（発言・ワ

ークシート） 

（３）準備・資料等 生き物の写真，ワークシート 
（４）展開 

学習活動（配時） 教師の働きかけ＜＞と児童の意識の流れ（・） 
評価（◎）と支援（◆） 

留意点（・） 

１これまでの学

習をふり返る。  

（３分） 

 

２グループで生

き物のつなが

りを考えて発

表する。（10 分） 
 
 
 
 
３水中の生き物

のつながりを

考える。（12 分） 
 
 
 
 
４バランスが崩

れたら生態系

がどのように

なるかを話し

合う。 
（10 分） 
 
 
 

５まとめる 
（3 分） 

 
 
６自分にできる

ことを考えな

がら本時を振

り返る。(7 分) 

＜人やほかの動物の食べ物のもとは何だったかな？＞ 
・もとをたどっていくと植物になった。 
 
 
 
＜いろいろな生き物を「食べる」「食べられる」の関係を

もとに考えよう＞ 
・キツネはヘビとかカエルを食べている。 

・カエルはバッタとか虫を食べている。 

（グループで考えたつながりを発表しよう） 

・いろいろつながっている。 

＜水中ではどのように生き物どうしが関わり合っている

か考えよう。＞ 
・プラクトン⇒小魚⇒イカ⇒クジラのつながりがあった。 

・シャチはそのクジラも食べることがある。 

・植物(海藻)を食べる生き物もいるぞ。 
・陸上と同じようにつながっているぞ。 
 
＜もし，このつながりのどこかで，ある生き物がいなく

なったらどのようなことが起こるだろう。＞ 

・その生き物を食べていた動物の食べ物がなくなるので

その動物は生きていけなくなると思う。 

・その逆に天敵がいなくなるので，食べられていた動物

が異常に増えると思う。 

・バランスが悪くなる。 

 

 

 

 

＜共生するために自分にできることはないだろうか＞ 

 

（今日の学習をふり返ろう。） 
・「食べる」「食べられる」の関係がわかった 
・自然環境を大切にしたい。 
 

 

・キツネやカエルなど

の食べ物をもとに，

植物を食べない生き

物の食べ物を確認し

ながら，つながりを

考える。 

・グループごとに，ホ

ワイトボードでまと

め，発表する。 
・水中でのつながりに

ついても，既習の学

習をもとに考える。 

 
 
◎植物を食べない動物

の食べ物を考えるこ

とを通して，動物間

の食物連鎖について

考察し表現して，問

題を解決している。

【思考・判断・表現】。 

（発言・ワークシート） 
◆肉食動物がイメージ

できない児童には具

体的な動物を提示

し，その食べ物を連

想させつなげてい

く。 

植物を食べない動物は何を食べて生きているのだろう。 
 

 

動物の食べ物のつながりには，陸上でも水中でも「食

べる」「食べられる」の関係がある。 
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７ 板書計画 
 
7／13 
     ＜ 植物を食べない動物は何を食べて 

生きているのだろう。＞     ・ プランクトン⇒小魚⇒イカ⇒クジラ 
 
 
 
                         ※もしある生き物がいなくなったらどうな

る？ 
                           ・生きていけない 
                           ・天敵がいなくなるので逆に増える 
                           ・バランスが悪くなる 
 
                           
     「食べる」「食べられる」 
 
 

 
 
 

  

前時 
給食メニュー

植物は 

ずべてのもと 

バッタ(植) 

カエル 

ヘビ 

キツネ 

水中では？ 

マナティ アユ アイゴ 

動物の食べ物のつながりには，陸上で

も水中でも「食べる」「食べられる」

の関係がある。 
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里海科年間計画                       ６学年 

月 
単 元 名 

（時数） 

指 導 の 内 容 

領域 学習活動 評価規準 

４
月 

オリエンテーション 

（１時間） 
Ａ 

①海に関する学習で今までにしてきたこと

を振り返り，１年間の学習の見通しを持

つ。 

関１年間の学習の見通しを持ち，里

海科の学習に興味や関心を持って

いる。 

イカす会に参加しよ

う（４時間） 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

①イカについて(取り方・イカの体など)調

べる。 

②イカす会に参加する。 

③海岸クリーン作戦に取り組む。 

④活動を通して，まとめたことを発表する。 

関イカす会や海岸クリーン作戦に

参加することを通して，イカのま

ち小木の一員として活動しようと

している。 

思海岸クリーン作戦を通して，海を

大切にする心を養っている。 

技イカの取り方やイカの体などに

ついて調べ，発表している。 

知イカ釣り船の様子やイカの生態

について理解している。 

５
月 

６
月 

イカ釣り船団見送り 

（１時間）   Ｂ 

①小木地区におけるイカ釣り船団の様子を

知る。 

関イカ釣り船団の見送りを通して，

イカ漁に興味を持ち，地域への愛

着を持っている。 

生き物のくらしと環

境（６時間） 

 

Ｂ 

①生き物が生きてい行くために何が必要で

あるかを考え，学習課題を設定する。 
②生き物が酸素を吸ったり物を燃やしたり

して二酸化炭素を出し続けているのに，

なぜ酸素がなくならないのかを実験を通

して考察する。（※海草の中の葉緑素をア

ルコールで抽出し，海藻が海の中の植物

的な役割を果たしていることをやるプラ

ンもある。） 

③人間が食べている食事の材料のもとを考

える。 

④陸上だけでなく，水中でも生き物間で「食

べる」「食べられる」の関係があることを

考察しまとめる。 

⑤生き物と水のかかわりについて考える。 

⑥生き物と空気，食べ物，水とのかかわり

についてまとめる。水が生き物や環境と

どのようにかかわっているか，これまで

の学習をふり返りながら，考える。（今自

分たちが何をしなければならないのかを

考える。） 

関生物と環境を意欲的に追究し，生

命を尊重したり自然の力の大きさ

を感じたりするとともに，見いだ

したきまりを生活に当てはめてみ

ようとしている。 

 

思生物と環境について問題を見い

だし，推論しながら追究し，相互

関係について考察し表現して，問

題を解決し、自分たちにできるこ

とを考えている。 

 

技生物と環境とのかかわりについ

て問題解決に適した方法を工夫

し，装置を組み立て観察，実験を

行い，その過程や結果を的確に記

録したり，レポートにまとめたり

できる。 

知生物と環境について，そのかかわ

りを実感を伴って理解している。 

７
月 
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９
月 

 

 Ａ 

能登高校「おおとり丸」乗船体験 

定置網を海の上から見学 

（台風やしけで出航できない場合もある。） 

関おおとり丸乗船を通して，能登町

の漁業に興味を持ち，地域への愛

着を持っている。 

海産物を使った食事 

（２時間） Ｄ 

①能登町でとれる海産物について知り，簡

単な調理方法を知る。 

②地域素材を使って調理し，味わう。 

 

漁師の仕事を知ろう 

(６時間) 

Ｂ 

 

 

Ａ 

Ｂ 

 

 

 

①学習の課題を設定し，計画を立てよう。 

②漁師の仕事について調べる。 

③漁師の仕事について知る。 

④漁師の仕事場や施設を見学する。 

⑤漁師の仕事についてレポートにまとめ

る。 

⑥漁師の思いや願いを発信する。 

関漁師の仕事について調べたり，話

を聞いたりすることを通して，能

登町の漁師の思いを知り，能登町

の一員としてふるさとのよさに気

付いている。 

思漁師の仕事について調べたり，話

を聞いたりすることを通して，能

登町の漁師の思いを知り，自分た

ちにできることを考えている。 

技漁師の仕事について調べ，話を聞

くこと通してレポートにまとめて

いる。 

知海にかかわる仕事について考え

ることを通して，漁師の思いが能

登町の漁業の発展につながること

を理解している。 

10 

月 

11 

月 

海産物を使った食事 

（６時間） 

 

Ｄ 

③食べ物の組み合わせを考える。自分の食生

活をふり返る。 

④地域食材を使って給食の献立を考える。 

⑤地域食材を使った調理の計画を立てる。 

⑥⑦計画に沿って調理実習をする。 

⑧調理実習をふり返る。 

関毎日の食事に関心を持ち，食事を

作るときの視点に気付き，調理実

習をふり返り今後に生かそうとし

ている。  

思食品を組み合わせや 1 食分の献

立，できあがりの時間や役割分担

など工夫している。 

技栄養のバランスや食品の組み合

わせを考え，1食分の献立を作っ

ている。 

知食事は主食，しる物，おかずなど

を組み合わせて作られていること

を知り，材料や目的にあった調理

のしかたを理解している。 

12 

月 
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１
月 

海の環境の変化と

人々の暮らしについ

て調べよう 

（８時間） 

Ｃ 

①人と環境とのかかわりについて考え，調

べる計画を立てる。 

②人は空気や水とどのようにかかわり，そ

の結果，どのような影響をおよぼしてい

るかを調べる。 

③人は空気や水とどのようにかかわり，そ

の結果，どのような影響をおよぼしてい

るかを調べ，まとめる。 

④人が地球で生き続けていくための環境保

全に対するとり組みや災害に対する備え

について調べる。 

⑤人が地球で生き続けていくための環境保

全に対するとり組みや災害に対する備え

について調べ，まとめる。 

⑥自分たちの生活をふり返りながら，これ

からの環境とのかかわり方について調べ

たり考えたりする。 

⑦自分たちの生活をふり返りながら，これ

からの環境とのかかわり方について調べ

たり考えたりして，整理する。 

⑧これからの地球とのかかわり方について

発表し合い，生き物と環境とのかかわり

についてまとめる。（地球上の 7割は海で

あり，そこを出発として生命が生まれた

り，世界の文化がつながったりしている

ことを含め，環境問題などを通して環境

保全や災害などに対して自分がこれから

どうしていかねばならないのかを考えま

とめる。） 

関人と環境のかかわりを意欲的に

追究し，生命を尊重したり自然の

力の大きさを感じたりするととも

に，見いだしたきまりを生活に当

てはめてみようとしている。 

思人と環境についての変化とその

要因との関係に問題を見いだし，

推論しながら追究し，相互関係に

ついて考察し表現して，問題を解

決している。 

技人と環境のかかわりについて問

題解決に適した方法を工夫し，装

置を組み立て観察，実験を行い，

その過程や結果を的確に記録して

いる。 

知人と環境について，そのかかわり

を実感を伴って理解している。 ２
月 
３
月 

調べたことを発信し

よう 

（１時間） 

Ａ ①１年間学習したことを発表し，里海科の

活動を振り返り次年度につなげる。 

（里海活動発表会） 

関これまでに調べたことを，相手意

識や目的意識を持って伝えようと

している。 

 

※領域 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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   ６年 単元名「生き物のくらしと環境」（６時間）  

～海に親しむ・海を知る・海を守る～ 

１ 単元設定の理由 

・人や動物，植物は陸上だけではなく水中を含めたすべての生き物が互いに関わり合って生きている

ことを理解し，生命を尊重したり，自然の力の大きさを感じたりすることができる。 
２ 単元目標 

 ・生き物が生きる上で必要なものを，これまでの学習や生活経験などをもとに想起しながら，水中の

生き物も陸上の生き物と同じように，空気，水，食べ物が不可欠であること，また生き物どうしが

「食べる」「食べられる」関係でつながり，互いに関わり合って生きていることを捉えることができ

るようにする。 

３ 単元の評価規準 

里海科についての 
関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 技能 知識・理解 

生物と環境を意欲的に追

究し，生命を尊重したり，

自然の力の大きさを感じ

たりするとともに，見いだ

したきまりを生活に当て

はめてみようとしている。 

生物と環境について問

題を見いだし，推論し

ながら追究し，相互関

係について考察して表

現して問題を解決して

いる。 

生物と環境のかかわり

について，問題解決に

適した方法を工夫し，

装置を組み立て観察，

実験を行い，その過程

や結果を的確に記録し

ている。 

生物と環境のかかわり

について，そのかかわ

りを実感を伴って理解

している。 

４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 
 
 

生き物と空気，食べ物，水とのかかわりについて考え，学習課題を設定

する。 
・既習の学習や体験・経験をもとに，生き物が生きていくためには何が

必要であるかを話し合う。 

 

２ 生き物が酸素を吸ったり物を燃やしたりして二酸化炭素を出し続けてい

るのに，なぜ酸素がなくならないのかを実験を通して考察する。 
・仮説をもとに実験方法を考える。 

・結果を表にまとめ，得られた結果をもとに考察する。 

・温暖化のことについて簡単に触れ，地球規模で今後どのようなことが

心配されるかを話し合う。 

・気体検知管の使い方

を確認する。 

３ 人間が食べている食事の材料のもとを考える。 
・給食のメニューをもとに，食材のもとをたどる。 

・植物は日光を使って自分で養分を作ることができることを確認し，ほ

かに植物を食べている生き物を話し合う。 
・水中ではどのようになっているかを話し合う。 
・海藻（アオサなど）も光合成をおこなっていることを確認する。 

肉⇒家畜⇒飼料⇒草⇒

植物といった矢印を使

ってもとをたどってい

く。 

４ 陸上だけでなく，水中でも生き物間で「食べる」「食べられる」の関係が

あることを考察しまとめる。 
・キツネやカエルなどの食べ物をもとに，植物を食べない生き物の食べ

既習の学習 (イカの取

り方やメダカの成長な

ど)をもとに，食物連鎖
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物を確認しながら，つながりを考える。 

・水中でのつながりについても，既習の学習をもとに考える。 

・生き物の数のバランスが崩れたらどうなるかを考え，話し合う。 

・人間以外の生き物と共生するために自分が何をすればよいかを考える。 

について水中の様子も

考え，共生を視点に話

し合わせる。 

５ 生き物と水のかかわりについて考える。 
・既習の学習（水たまりがなくなることや水が蒸発すること，流れる水

の働きなど）をもとに，水がどのようにして生き物の周りを動いてい

るかを図に表し考える。 

・もし海がなかったらどのような地球になっているかを自由発想で話し

合う。 

 

６ 学習したことをまとめる。 
・動物，植物のつながりを空気・食べ物・水の視点を入れてレポート・

図にまとめ，自分たちにできることを話し合う。 

・分かったことや，もっと知りたいことを確認する。 
・学習を通してこれから自分がどんなことに気を付けていけばよいかを

話し合う。 

視点を絞って考察を考

え，自分にできること

をしっかりと考えまと

める。 

外部連携／教材等  
 

５ 活動の様子 

 

６ 成果・課題 

○5 年生の時に親子で学習した「プランクトンの学習」や「イカがなぜ光に集まってくるのか」という学

習などを活かし，水中の生き物における食物連鎖についても考えを深め，知識と体験の一致をはかる

ことができた。生態系のバランスが崩れたときに起こる異常についても考え，生き物との共生に何が

必要か，何ができるかをじっくり話し合いながら考えることができた。 

 

７ 子どもの反応やミニ感想 

・自分が何気なくしていることで，ある生き物がいなくなると次々に影響が出ることが分かった。 
・生き物はいろいろなところでつながっていることが分かった。 
・植物がなくなったら，人間は生きていけないことがよく分かった。 
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   ６年 単元名「漁師の仕事を知ろう ～能登町の漁師として生きる～ 」（６時間）  

～海に親しむ・海を知る～ 

１ 単元設定の理由 

・漁師の漁にかける思い，能登町を思う気持ちに触れ，ふるさとのよさに気付き，ふるさとに誇りと愛

着を育む。 
・漁師という職業を選択するに至った思いに触れ、将来を考えていくきっかけとする。 
２ 単元目標 

 海にかかわる仕事の体験や施設の見学を通して，海の自然や文化に親しんだり，海にかかわる多様な

仕事に触れたりして，進んで海にかかわることができる。 
 
３ 単元の評価基準 

里海科への 
関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 技能 知識・理解 

漁師の仕事について調

べたり，話を聞いたり

することを通して，能

登町の漁師の思いや生

き方を知り，能登町の

一員としてふるさとの

よさに気付いている。 

漁師の仕事について調

べたり，話を聞いたり

することを通して，能

登町の漁師の思いや生

き方を知り，自分たち

にできることを考えて

いる。 

漁師の仕事について資

料を活用して調べた

り，話を聞いたりして，

レポートにまとめてい

る。 

海にかかわる仕事につ

いて考えることを通し

て，漁師の思いや生き

方が能登町の漁業の発

展につながることを理

解している。 

 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 
 

漁師のことを知るための，学習の課題を設定する。 
・能登町の漁師が仕事をしている様子を視聴する。 
・能登町の漁師が高齢化し、若い漁師が減っているわけを考える。 
・どのような思いで漁師の仕事をしているかを予想する。 

・学習課題「漁師の仕事を知ろう ～能登町の漁師として生きる

～」を設定する。 

・ＤＶＤ「僕の選んだ道」を

導入で提示する。 
 
 

２ 
３ 

学習の計画を立て，漁師の仕事について調べる。 
・グループごとに漁師の仕事についてインターネット等を活用し、

調べ活動を行う。 

・分かったこと，疑問点，もっと知りたいことなどを話し合う。 
・調べたことをもグループでまとめる。 

 

４ 漁師の仕事・1 日の過ごし方等について知る。 
・能登町の漁業について（漁法や獲れる魚種などについて）知る。 

 

インターネット等を使って

調べたことをグループで交

流する。 

 （○予漁師の仕事場や施設を見学する。） 
・定置網はどんなところでどのように行われているのか，仕事場

（日の出大敷）の見学をする。 

※9 月末・10 月上旬の 2 度の

大型台風の襲来で、タイミン

グが合わず、実際は見学でき
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なかった。 

５ 
 

漁師の仕事についてレポートにまとめ，交流する。 
・漁師の仕事について写真や絵，図などを用いてレポートにまと

める。 
・もっと知りたいことについて話し合う。 

構成を考えて模造紙にまと

め発表をする。 

６ 調べたこと・感想をプレゼンにまとめる。 
 ※まとめたものを九十九っ子発表会で使う。 

 

外部連携／教材等  

・石川県立能登高校「おおとり丸」定置網の様子を海上から見学する。船のかじ取りを体験する。 
・日の出大敷 中田洋助さん（ＧＴ）定置網の仕事場の見学・漁師になった思いを聞く。  
５ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

  

おおとり丸乗船      九十九っ子発表会        里海定食づくり 

 

６ 成果・課題 

○漁師の仕事として、ただ魚をとるだけでなく、網を直したりいろいろな漁をする前の準備に時間がか

かったりすることや、朝早くから仕事にとりかかっていることなどを知ることができた。底引き漁を

している浦下さんがクラスにいたので、その話を入れながら深めることができた。 
▲昨年度は、日の出大敷の中田洋助さんにゲストティーチャーとして漁師になった思いを語ってもらう

予定だったが、9 月末・10 月上旬に立て続けに大型台風が接近し、タイミングが悪く講師として招聘

できなかった。実際に仕事場などを自分の目で見学できるとよいと思う。 
▲昨年度は遠洋のイカ釣り漁の現状を徳用水産の蟹豊文氏に来ていただき 1 時間話をしていただいた。

その話を 5 年生時に聞いたので今年は行わなかったが、大和堆でのイカ操業の様子は毎年聞いてもい

いかなと思った。(その部分は、九十九っ子発表会の劇に取り入れて発表した。) 
 
７ 子どもの反応やミニ感想 

 ・定置網漁とかイカ釣り漁の仕事もそちらも大変だとわかったので、漁師さんはすごい人だなと思い

ました。・若い漁師の人はみんなにおいしい魚を食べてもらいたいから頑張っているのが、とてもすご

いことだなと思いました。・今漁師の人たちが頑張ってくれているから、私たちがおいしい魚が食べら

れるとわかりました。・若い人が少なくて、50 代から 70 代の人が多くて、漁師の仕事がなくなってし

まうかもしれないから、これからも漁師になる人が増えてほしいと思いました。 
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北陸中日新聞 2018 年 8月 1日 

  

北陸中日新聞 2018 年 7月 31日 
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里海科研究発表会・能登の海洋教育シンポジウム 

 
2018 年 7 月 13 日、小木小学校にて里海科研究発表会が行われ、あわせて「能登の

海洋教育シンポジウム」を開催しました。第 1 部は小木小学校の里海科・里海活動の公

開授業、第 2 部は能登町の海洋教育に関する諸機関（のと海洋ふれあいセンター、うみ

とさかなの科学館（石川県水産総合センター）、石川県立能登少年自然の家、金沢大学

臨海実験施設）、また小木小学校と連携して授業を行っている館山市立西岬小学校・お

茶の水女子大学湾岸生物教育研究センターの活動内容を紹介するポスターセッション

を行ないました。第 3 部は東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センターの日置

光久教授をコーディネーターに迎え、パネルディスカッションを行いました。本企画は

石川テレビの番組にて報道されました。次頁より本企画の概要とアンケート結果を示し

ます。 
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研究主題 

海に親しみ ふるさとにほこりと愛着を持つ児童の育成 

～海に関する体験活動を通して～ 

 

平成 30 年度 能登町教育委員会指定・海洋教育拠点校推進事業 

 

里海科研究発表会・能登の海洋教育シンポジウム 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 ７月１３日(金) 

能登町立小木小学校  

  

目指す児童像 

・海の自然に親しみ，海に進んで関わろうとする児童 

・海の自然や資源，人との関わりについて進んで調べようとする児童 

・海の環境保全に主体的に関わろうとする児童 
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児童アンケート（３ヶ年の比較 H29.11月・H28.12月・H27.11月の比較） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

【これからの研究の方向性】 
○自ら調べて学んだことと体験したことを関連付けることで知識と体験の一体化を図る。 

○能登里海教育研究所とのパイプを強化し，さらなる地域教材の開発を進めていく。 

〇海洋教育のパイオニアスクールとしての自負の下，地域の人材・体験施設・教材の活用の仕方を 

提言する。 

〇里海学習を通して学んだ探求の姿勢を大切にし，学力向上に波及させていく。 

【課題】 
●ESDの視点や環境教育などとの関連も含め，新しい学習指導要領を見据えた指導内容の吟味 

●保護者や地域との連携を深める発信の工夫 

●教員誰でもその活動ができる体制の継承 

 （本校職員が海洋教育の意義を理解し，里海学習を充実させていくことができる体制の継承）  

海を大切にしようと思う子どもが増えてうれしい。

 

・イカや魚をたくさん食べられる。 

・魚がおいしい。魚が新鮮。 

・景色がきれい。海がきれい。 

・祭り、イカす会がある。 

・イカなどの海産物が豊富。 

地域への愛着も増してきたよ。 

里海学習で楽しかった活動は何ですか？ 

能登町・小木にいてよかったと思う

ことはありますか？ 

・海と魚の科学館へ行って見学したこと。 

・顕微鏡でウニの生まれる瞬間を見たこと。 

・金大の施設でプランクトンを見たこと。 

・漁師の仕事を見学したこと。 

・自分たちで給食メニューを考えたこと 。 

・定置網や底引き漁をまとめて発表したこと。 

・大きな漁船・船に乗ったこと。 
里海学習でこれからやってみたいことは？ 

・魚を育ててみたい。  ・魚の解剖をしてみたい。 

・他の漁業についてもっと知りたい。 ・シュノーケリングをしてみたい。 

・献立の給食をイベントで地域の人に食べてもらいたい。 

・自分たちで献立を考えて地域料理を作るようなことをしたい。 
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里海科研究会・能登の海洋教育シンポジウム会場風景 
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1－3 授業計画カードを用いた授業展開 

 
海洋教育や、地域と連携した学習活動、あるいは野外での体験学習においては、外

部講師の協力を求める機会が多く、学校教員が依頼して、外部講師が主導的に始動を展

開するのが通例となっています。しかし、指導内容が必ずしも授業の目的にマッチして

おらず、結果として十分な成果とならない事例が少なからず見受けられます。そこで、

学校教員と外部指導者の意思疎通を十分にはかることにより、その問題を解決できると

し「授業計画カード」を考案しました。外部講師に依頼する際に、担任など学校教員に、

先ず希望する計画案を授業計画カードに書いてもらい、それを外部指導者に示して、共

同で指導内容を決定します。平成 28 年度から授業計画カードの活用を推進し、これま

でに小木小学校以外に柳田小学校、松波小学校の授業にも導入しました。授業計画カー

ドを実際の授業作成に活用するだけではなく、各学校の各授業についてどのような準備、

外部講師、機材等が必要であったか記録することにより、基本情報（データベース）を

作成し、海洋教育を希望する新規の学校、教育プログラム等に活用する予定です。 
 
 

 
▲今年度授業を行った歳に記入した授業計画カード 
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1－4 海洋教育カリキュラムの開発 

 
本年度は、これまでに主に特例校にて実践を行ったなかで、特に好評だった授業を

モデルとし、また新しい内容のカリキュラムの開発を行い、授業案を作成し、能登町以

外の小中学校に紹介を行い実施しました（各学校における実施概要については、p.3 表）。 
 

・海の動物・ウニの成長と成長を観察する 
顕微鏡でウニの卵の変化を観察して、受精や成長の様子を理解することを目的とし

ています。45 分の授業時間の中で、ウニの発生の様子を観察と解説、話し合いの時間

が持てるように、ウニや実験道具の準備などを工夫しています。 
 

・イカの成長のしくみと漁業を知る 
イカの回遊と産卵から、漁業と地球温暖化の問題を理解することを目的としていま

す。食用の資源として利用しているイカの生態への興味と理解を通じて、現在の環境問

題について多様な視点を持ち考えることができます。 
 

・海藻の授業 
食卓にも上る身近な海藻を教材に、光合成のしくみや、生物の系統分類について理

解することを目的としています。授業では、海岸に藻場を形成する海藻を観察したり、

光合成色素を調べる実験を行なったりします。 
 

・海洋ゴミってなに？―海洋ゴミについて考える授業 
海洋ゴミとは何かを知り、人間の活動と環境問題の関係について理解することを目

的としています。海洋ゴミの種類と割合のデータから、プラスチックゴミが全体の 7 割

を占めることや、世界中の海において浮遊する海洋ゴミが海流に沿って移動、集積して

いること、陸から出たゴミがどのように移動していくかを見るシミュレーション動画な

どを提示して理解を促します。 
また、今年度より能登里海教育研究所では、海洋ゴミ問題に取り組む一般社団法人

ピリカと連携を取り、海洋ゴミに関する海洋教育カリキュラムの開発を始めました。ピ

リカでは、独自に開発した「アルバトロス」という機材を使って、河川や港湾などにお

けるプラスチック流出調査を行っています。海のマイクロプラスチック汚染を止めるこ

とを目的としたこれらのピリカの活動や調査について、小中学校の海洋教育の授業に教

材や体験活動として取り入れ、新しいカリキュラムを作成します。なお、ピリカの活動

とアルバトロスについては、2019 年 2 月 23 日に開催した第 1 回いしかわ海洋教育フ

ォーラム会場（金沢海みらい図書館）にて展示しました。 
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海の動物・ウニの誕生と成長を観察する 
（小学校5年生以上・授業時間45分間） 
 
(1) ねらい：ウニの卵の変化を観察して，受精や成長の様子を理解する。 
(2)  評価規準：ウニの受精や成長の様子を理解している。【知識・理解】  
(3) 準備・資料等 ウニ（成体・未受精卵・精子）顕微鏡，ラミネートパネル写真、ワークシート 

 
(4)  展開  
学習活動(配時)  教師の働きかけ<>と児童の意識の流れ(・) 評価(◎)と支援(◆) 

留意点(・) 

1 これまでの学習

のふり返りをす

る。(3 分)  
 
2 課題をつかむ。 
(5 分)  
 
3 観察する。 (20 
分)  
 
 
 
 
 
4 観察結果からわ

かることを話し合

う。 (10 分)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 まとめる。 (5
分)  
 
 
6 ふりかえる (2
分)  

<メダカは卵からどのように成長しただろう>  
・ 受精卵の中で，大きくなり卵の膜を破って

子どもが出てくる。 

 
<ウニの卵や受精の様子を調べよう>  
・ ウニの成体を見る。(口の場所を確認する)  
・ ウニの放卵・放精を知る。(卵が生まれた場

所を確認する)  
・ 卵と精子を見る。(大きさを確認する)  
・ 受精の様子を見る。(受精後の膜を確認する) 

  
<ウニの受精の様子を観察して，分かったことや

疑問に思ったことを発表しよう。〉  
・ 産んだ卵が広く広がるようにしている。 
・ 受精後に膜ができるのは，ほかの精子が入

らないようにしているんだ。 
・ 小さな卵や精子が大きくなっていくのが不

思議だ。など 
 

<受精後の卵は，どうなるのだろう。> 

・2~4細胞期の卵を見る。 

・その後の卵の様子を見る。 

 
<ふりかえりをしよう>  
・ 小さな卵から，生命が生まれてくることが

すごいと思った。 
・ 海の中の生き物も，メダカや人と同じように

生まれてくることがわかった。 

・メダカの卵の学習を想起させながら，課

題の確認をする。 

 
 
・ゲストティーチャー（浦田）の指導の下

に学習を進める。  
・ メダカの卵と比較しながら，課題の確

認をする。 
・ 顕微鏡の使い方を確認する。 
・ ウ ニの卵子がヒトの卵 子と同じ大き

さであることを知らせる。  
◎ウニの発生の様子を観察して，受精や成

長の様子を理解している。【知識・理 解】  
(ワークシート・観察)  
◆観察したウニの受精や成長の様子から

分かったことを確認させる。  
・分かったことをワークシートにまとめ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生命の連続性や大切さに触れながらま

とめさせる。 

  

海の中の生き物は、卵からどのようにして成

長していくのだろう。 

海の中の生き物も卵子と精子が受精して成長

していくことが分かった。 
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板書計画 
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海の動物・イカの誕生と成長を知る 
（小学校3年生以上・授業時間45分間） 
 
(5) ねらい：イカの回遊と産卵から、漁業と地球温暖化問題を理解する。 
(6)  評価規準：スルメイカの漁獲量と海水温度の関係を理解している。【知識・理解】  
(7) 準備・資料等：プロジェクター等，ワークシート 
 
(8)  展開  
学習活動(配時)  教師の働きかけ<>と児童の意識の流れ(・) 評価(◎)と支援(◆) 

留意点(・) 

1 最近のイカ漁業

問題について、確

認する(2 分)  
 
2 課題をつかむ。 
(3 分)  
 
 
3 話し合って予想

する。 (5 分)  
 
4 説明を聞く（20 
分） 
 
 
 
 
 
 
 
5 説明を聞いて、

わかったことをま

とめる（3 分） 
 
6 グループで解決

法を話し合う  (5 
分)  
 
 
7 ふ り か え る (2 
分)  
 
 
 

＜スルメイカ漁業で、どんな問題があるのか＞  
・ 漁獲量の減少 
・ 北朝鮮の漁船の違法操業 など 
 
＜イカが減少した理由を考えさせる＞  

 
・ 北朝鮮が取ったから 
・ 地球温暖化 など 

 
＜泳ぐスルメイカと、イカ釣り漁船の動画から、

イメージを持たせる＞ 
＜イカの回遊と産卵場所を示す＞  
・ スルメイカはどんな卵を産むのだろう 
・ スルメイカはなぜ決まった場所で卵を産み

のだろう 
＜スルメイカの増減のグラフと、海水温度の変動

を示す＞ 
・ 海水の温度はなぜ変動しているのだろう 

 
＜スルメイカ資源を復活させるためには、どうし

たら良いだろう＞  
・ とる量を減らす 
・ 温暖化を防ぐ など 
 
<ふりかえりをしよう>  
・ スルメイカが海水の温度の影響で増えたり

減ったりすることがわかった。 
・ イカの数を増やすために、数を調べたりとり

方を工夫していることがわかった。 

・新聞記事を提示しながら，課題の確認を

する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ スルメイカの数が昔から変動してい

ること、海水温の変化と関係している

ことを知らせる。 
・ 釣り漁と網漁の違いを知らせる。 
  
 
 
(ワークシート)  
・分かったことをワークシートにまとめ

る。 

・生命の連続性や大切さに触れながらま

とめさせる。 

◎スルメイカの漁獲量と海水温度の関係

を理解している。【知識・理 解】 

  

イカの数は、なぜ大きく減ったのだろう。 

スルメイカの数が海水温度の影響を受けて変

化することが分かった。 
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板書計画 
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海藻の教材化を深める                     谷内口孝治 

 どんな海そうを知っているか？と生徒にたずねると、すぐにワカメ、ノリ、モズクなど数種類は挙げ

てくれる。その食べ方はみそ汁、おにぎり、酢の物などを答え、海そうは普段の食生活に馴染み深い食

材となっている。このように直接食べる海そうばかりでなく、トコロテンや寒天、増粘多糖類として加

工されて食べるものもある。また、かつては肥料や飼料にも使われ、近年ではバイオマスとして期待も

大きい。さらに、海そうは藻場を形成し海の生きものにとって大事な生息域となり、里海の生態系を保

全する重要な働きを持つなど、その有用性は多岐にわたる。 

 そこで、私たちの身近にあり有用な海そうを教材として例示したい。学習指導要領を踏まえると、教

科書に海藻が登場するのは、高校の「生物」における大項目の生命現象と物質の中で見られ、もう一カ

所は、生物の進化と系統の中で扱われる。ただ、今回取り上げる海藻の教材化の内容は高校に限るもの

ではない。 

 実際、海藻が教科書に教材として取り上げられている具体例は、光合成に関係して行われる実験の中

で、緑葉に含まれる光合成色素を調べることを目的としている。実験方法は、材料を乳鉢に入れよくす

り潰し、有機溶媒で色素を抽出し、その抽出液を薄層クロマトグラフィーを用いて展開し、クロロフィ

ル a、クロロフィル b、カロテン、キサントフィル類を Rf 値から推定するものである（教科書実験１）。

教科書によっては乾燥ワカメも使い、緑葉に認められないフコキサンチンを確認するものもある。ここ

で確認できた色素について、教科書に示してある吸収スペクトルの図から各色素の吸収スペクトルの特

徴を捉えることができる。 

 もう一つの具体例は、真核生物ドメインにおける系統分類のところである。実験を伴う内容では、陸

上植物が系統樹の何から分離してきたのか、光合成色素を基に推定するために海藻が使われている。実

験方法は教科書実験１と同様に、陸上植物や緑藻、褐藻、紅藻の光合成色素を分離し、その結果から陸

上植物と海藻の光合成色素を比べ、近縁となる海藻を探るのである（教科書実験２）。 

 当研究所では、このような教科書の実態を踏まえながら、教科書実験２を中心に少し深みのある学習

の形態を考えた。海藻の光合成色素の実験は必須と考えるが、その実験の前に海岸に出て実際に生えて

いる海藻の野外観察を行った。生徒は教室から外に出るだけでも嬉しそうである。安全確保に配慮しな

がら、観察する際に見つけた海藻の形や色、生えている場所、深さなどに注目するようポイントを提示

し、観察を続けた。途中、実験に使うための海藻を採取しながら実験室に持ち帰った。次に湯通した海

藻を食味するが、この時間が楽しい一コマである。また、湯通ししたことで色変化する海藻に目を見張

り、探求的な好奇心を生じさせる。 

 その後、食味の話から切り替えて、光合成色素の抽出に入る。実験手順は基本的に教科書実験２と同

様であるが、系統分類に関係させた結果考察より、むしろ補助色素を含めて、緑藻、褐藻、紅藻の光合

成色素の違いと各海藻の生育する海の深さの関係について探ることを目的としている。授業デザインは、

野外観察と室内実験を連動させるところに意味を持たせ、実験結果や命題の考察は、グループ内の意見

交換やグループ間の発表を通して学び合うようにしている。また、食味の際に体験した海藻の熱湯によ

る変化についても考える。このように実践を通して、野外観察や実験から学びにつなぐために、工夫や

仮説設定を伴う学習を目指しているが、限られた時間の中で、生徒の野外観察や実験に対する技能や態

度が十分発揮できる時間も確保したい。 
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海洋ゴミってなに？－海洋ゴミについて考える授業 
（小学校3年生以上・授業時間45分間） 
 
(9) ねらい：海洋ゴミとは何かを知り、問題について理解する。 
(10) 評価規準：海洋ゴミとは何かを理解する。【知識・理解】  
(11) 準備・資料等：パワーポイントによるスライド 

 
(12) 展開  
学習活動(配時)  教師の働きかけ<>と児童の意識の流れ(・) 評価(◎)と支援(◆) 

留意点(・) 

1 これまでの学習

のふり返りをす

る。(5 分)  
 
2 課題をつかむ。 
(5 分)  
 
3 講義をする。 
(20 分)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 まとめる(10分)  
 
 
 
 
6 ふりかえる 
(5分)  

<海岸に行くといろいろなゴミが落ちている。ゴ

ミが多いと、私たちにどんな影響があるだろう>  
・海の生き物によくない。海藻が生えない。 

 
＜人間の活動からたくさんのゴミが出ている＞ 
・地中から発掘された紀元前から現在までのゴミ

の一覧 
＜海洋ゴミを8種類に分類して理解する＞ 
・実際の海岸で見る海洋ゴミの写真 
・海洋ゴミの定点観測をしている調査結果  
・プラスチックが7割、発泡スチロールが1割程度 
・自然に分解されないプラスチックの問題 
・海洋ゴミの特徴をまとめる 
＜海洋ゴミの発生と拡散について知る＞ 

・発生源は陸域からの流出、すべてのゴミは海に 

・海流とプラスチックゴミの漂流を示す地図をみ

る 

・海洋ゴミ問題は国境を超えた課題 

＜現在の海洋ゴミ問題解決に取り組むための日

本の法制度と国際条約について知る＞ 
・海岸漂着物処理推進法（日本） 
・国際条約（G7サミットなど） 

・現状を把握する 
・今ある海洋ゴミの回収 
・海洋ゴミを発生させない 
 
＜ふりかえりをしよう＞  

 

・身近な海岸のようすを想像させ、海洋ゴ

ミ問題に対して興味を持つようにする。 

 
 
・ゲストティーチャー（木下）の指導の下

に学習を進める。  
 

 

 

◎【知識・理解】  
(ワークシート)  
・ポイントをワークシートにメモする 

◆海岸の漂着物の中で、海洋ゴミとそうで

はないもの（海藻や貝など自然のもの）と

を分類できる 

◆海洋ゴミのどのような特徴が、問題とな

っているか考える 

◆海洋ゴミ問題の解決について、方法を整

理して考える 

 

 

 

 

 

 

海にはどのぐらいゴミがあるのか、どのよう

な点が問題になっているのか、考えよう。 

これから海洋ゴミの問題の解決に向けて、私

たちが取り組めることは何だろう。 
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海洋ゴミってなに？授業 

 

■Introduction 

アムステルダム川から掘り返された、紀元前 4000 年代

～現在にいたるまでのゴミ。 

人間の活動からは今も昔もたくさんのゴミが排出されて

いる。 

 

■海洋ゴミってなに？ 

海岸に集積している実際のゴミについて、分類してみよう。 

 

■海洋ゴミの種類と割合 

海洋ゴミ全体のうち、プラスチックが 7 割以上を占めるこ

とがわかる。 

 

 

■海洋ゴミの発生源と拡散 

浮遊する海洋ゴミは海流に沿って移動、集まっている。現

在、主に 5 カ所のプラスチックゴミの濃度が高いホットス

ポットがある。 

日本から出たゴミがどのように移動していくか、見てみよ

う。どこのホットスポットに合流するか。 

 

■海洋ゴミが引き起こす問題 

ゴーストネット・マイクロプラスチック 

・海の生き物への影響 

・人への影響 

■海洋ゴミに関する日本の法制度と国際的条約 

海岸漂着物処理推進法（2009 年） 

国際的条約のこれまでの取り組み 

プラスチックゴミに関する研究の歴史 

 

■海洋ゴミの問題解決について考えよう 
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1－5 教材 地曳網漁と海の環境、「イカのほん」配布とアンケート調査 

 

海洋教育促進のため、能登里海教育研究所は羽咋市にある国立能登青少年交流の家

と協働し、同施設の体験プログラムである地曳網漁についての教材を作成しました。

2018 年 7－9 月に、柴垣漁港において地曳網漁と獲れる生き物について調査を行いまし

た。来年度は作成した地曳網漁の教材をもとに、同施設の体験プログラムを利用する県

内外の学校の児童生徒を対象に、体験と結びついたより深い海の学びを促進したいと考

えます。 

 

柴垣漁港にて地曳網漁の調査 

 

 

昨年度作成した教材「イカのほん～能登の里海 海のいきものガイドブック」は、

今年度、能登町の小中学校の教員をはじめ、各図書館、公民館施設等に置き配布しまし

た。能登里海教育研究所では、イカの生態と海の環境に関する授業を行うときのテキス

トとして活用しています。2018 年 7 月 7 日に、能登里山空港で開催された開港 15 周

年イベントでは、特設の展示を行い配布したほか、地域のイベント「能登小木港 イカ

す会 2018」、海洋教育サミット、いしかわ海洋教育フォーラムなど、海洋教育に関する

イベントにて配布しました。 
イカのほんに添付した、能登の伝統的な保存食に関するアンケートはがきについて

は、現在回収しています（2019 年 3 月現在 70 通）。今後、引き続き調査を行い、地域

の食文化と海の関わりをテーマとした新しい海洋教育プログラムの開発に活用します。 
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能登里山空港開港 15 周年イベントにて、「イカのほん」を展示配布 
 

地域の伝統的な魚介類に関する保存食についてのアンケート 

 

 



 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

2 海洋教育促進のための啓蒙活動と教材の作成  
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2－1 大学における海洋教育の授業 

 
今年度、学校教育課程での海洋教育活動の実践を支援し、普及を促すために、金沢

大学教育学部生など将来の教員となる可能性のある学生に授業を行いました。 
また、東京大学フィールドスタディ型政策協働プログラムに協力し、9～10 月にか

けて能登町に滞在した学生に海洋教育についての講義を行いました。 
 
大学名・対象学部  担当 講義内容 
金沢大学・教育学部 2018 年 7 月 2 日 鈴木信雄、浦田慎 海洋教育について 
金沢大学・理工学域 2018 年 7 月 9 日 浦田慎 海洋教育について 
北九州市立大学・全学

部 
2018 年 7 月 23 日 木下靖子 科目名「自然学まなざ

し」、海洋教育につい

て 
金沢大学・理工学域 2018 年 8 月 9 日 浦田慎 海洋教育について 
東京大学・フィールド

スタディ型政策協働

プログラム 

2018 年 9 月 5 日、

9 月 18 日 
浦田慎、木下靖子 学校教育における地

域学習と海洋教育に

ついて 
公開臨海実習（北海道

大学、富山大学、信州

大学、青山学院大学

他） 

2018 年 9 月 6 日 鈴木信雄、浦田慎、

木下靖子 
海洋教育について、乗

船実習、生き物観察 

金沢大学・特別聴講学

生、科目等履修生、シ

ティカレッジ聴講生 

2018 年 9 月 15 日 浦田慎 科目名「能登の世界遺

産を学ぶスタディ・ツ

アー 」「 Study-Tour 
examining Noto’s 
GIAHS」 
海洋教育について、イ

カの生態と海の環境 
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7 月 23 日 北九州市立大学講義 

8 月 9 日 金沢大学理工学域講義 

 

9 月 15 日 金沢大学シティカレッジ講義 
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2－2 学校教職員に対する海洋教育研修・授業 

 

教職員に対する海洋教育研修・授業を行い、海洋教育を行うための基礎的なスキル

の習得を促しました。 
今年度は 7 月 31 日、能登町赤崎海岸にて、浦田研究員が講師として石川県内小中高

校教員研修での海洋教育授業を実施しました。海洋教育についての基本的な情報を伝え

る講義と、以前に当研究所で作成した『海のガイドブック』を元に、実際に海岸を歩き

地形と生き物の観察を行いました。 
8 月 22 日、金沢大学臨海実験所にて、鳳珠郡学校教育研究会理科部会が開催されま

した。木下研究員が参加教員を対象に海洋教育についての講義と模擬授業を行いました。 
 

石川県内小中高校教員研修 

 

石川県内小中高校教員研修 赤崎海岸フィールドワーク 
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鳳珠郡学校教育研究会理科部会 海洋教育についての講義 

 

模擬授業にて乗船体験 透明度測定とプランクトン採集 

 

採集したプランクトンの観察 
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北國新聞 2018年 9月 24日 
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2－3 活動の公開と利用促進 

 

（1）ウェブサイトによる広報活動 

能登里海教育研究所が取り組む海洋教育促進事業の内容を広く紹介するため、

能登里海教育研究所のホームページを更新し公開しています。活動について、常

に新しい情報を発信するために、Facebook サイトを活用し発信しています。フォ

ロワーは主に地域の方をはじめとする約 200 名となり、海洋教育プログラムの支

援・協力に及ぶ交流が生まれています。ウェブ上では既刊ガイドブックなどこれ

まで作成した教材の PDF ダウンロードサービスも行っています。 
 

能登里海教育研究所 HP：https://sites.google.com/site/notosatoumi/home 
 

（2）新聞・広報による情報提供 

能登里海教育研究所では、次頁以降に示す通り、昨年 2 月より能登町広報（毎

月発行）において連載を開始しました。研究所の活動紹介を通じて海洋教育の普

及促進となることを目的としています。また、研究員・研究所の紹介をはじめ、

新聞紙上にも紹介がなされました。 
 

（3）テレビによる報道 
昨年度につづき、本年度も「海と日本 PROJECT」のもとで石川テレビと連携

し、以下の海洋教育の取り組みをテレビ番組として放映いただきました。 

 

－小木港イカす会 2018 公開授業 
－海とみらいと科学の日 
－里海科研究発表会 能登の海洋教育シンポジウム 
－海と日本 PROJECT in いしかわ 里海科の体験授業 
－いしかわ海洋教育フォーラム～海藻から学ぶ里海 
－いしかわの海スペシャル～ストップ！海洋ゴミ 

 

https://sites.google.com/site/notosatoumi/home
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北陸中日新聞 2018 年 4 月 29 日 

  



140 
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2－4 依頼講演・セミナー 

 

2018 年 9 月 23 日、能登町にて高校生対象の「第 1 回能登高校鳳雛ゼミ 海×地球

環境問題～地球環境問題が町に与える影響を知る」（石川県立能登高等学校・まちなか

鳳雛塾）が開催され、浦田慎研究員が講師依頼を受け、イカの生態と地球温暖化の影響

について講義を行いました。 
2018 年 9 月 24 日、七尾市にて「七尾線開業 120 周年～鉄道を知ろう」（七尾市教育

委員会主催 第 2 回七尾学講座）が開催され、浦田慎研究員が講師依頼を受け、七尾港

と七尾線の歴史に関する講義を行いました。七尾駅、徳田駅、七尾港をフィールドワー

クしました。 
2018 年 11 月 29 日、輪島市にて「第 7 回奥能登塾」（石川県奥能登総合事務所主催）

が開催され、木下靖子研究員が講師依頼を受け、能登里海教育研究所の活動、海洋教育

について発表しました。 
 
 

 
9 月 23 日 第 1 回能登高校鳳雛ゼミ  
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9 月 23 日 第 1 回能登高校鳳雛ゼミ        9 月 24 日七尾駅でのフィールドワーク 
 

北國新聞 2018 年 9 月 24 日 
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2－5 学会・研究会発表 

 

・2018 年 10 月 11 日、第 1 回イカ・タコ研究会（島根大学隠岐臨海実験所）にて、木

下靖子研究員が「イカを活用した教育プログラムの実践について」を発表しました。 
 
・2018 年 11 月 10 日、日本理科教育学会北陸支部大会（富山大学）にて、浦田慎研究

員が「能登町の小学校におけるウニの発生実験の活用」を発表しました。 
 
・2018 年 11 月 30 日、第 35 回環日セミナー（金沢大学環日本海域環境研究センター）

にて、木下靖子研究員が、オセアニアの島嶼部の小規模な共同体を事例に食物分配につ

いての研究を発表しました。 
 
 
 

 
島根大学隠岐臨海実験所にて、第 1 回イカタコ研究会 
 
 



 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

3 海洋教育に関する情報の共有と発信  
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3－1 親子で学ぶ里海・夜の自然観察会 

 

昨年度に引き続き、海洋教育の教育課程特例校である能登町立小木小学校 6 年生と

その保護者を対象に夜の自然観察会を実施しました。金沢大学臨海実験所にて、海洋生

物の標本を見ながらの講義、集魚灯を使った夜間の海中生物を観察、顕微鏡を使ったプ

ランクトンの観察、星と星座の観察の仕方に関する講義、望遠鏡を使った星の観察を実

施しました。 
 
【実施概要】 
主催：能登町教育委員会・小木小学校・能登里海教育研究所 
日時：2018 年 10 月 5 日 19 時集合、20 時 30 分解散 
場所：金沢大学臨海実験施設 
募集対象：小木小学校 6 年生とその保護者 
内容：集魚灯を使った夜間の海中生物の観察、プランクトンの観察、星の観察 
使用した道具：集魚灯、顕微鏡、望遠鏡 
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3－2 能登小木港イカす会 2018 

 

2018 年 5 月 27 日に石川県漁業協同組合小木支所にて、能登小木港スマイルプ r ジ

ェクト実行委員会主催「イカす会 2018 能登小木港」が開催されました。能登里海教

育研究所は平成 29 年度より正式な協賛者となり、金沢大学環日本海域環境研究センタ

ー臨海実験施設と共同で、イカの解剖公開授業と、能登の生きものタッチプールを展示

しました。イカの解剖授業では小木小学校 5 年生の里海科の授業として実施しました。

また、石川県水産総合センターの調査船白山丸への乗船「白山丸イカ釣漁船体験航海」

は、小木小学校 6 年生の里海科の授業として実施し、一般の参加者にも行いました。 

イカす会の様子 スルメイカが泳ぐプール 

 

白山丸乗船体験               小木小学校 5年生イカの解剖授業  
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3－3 海とみらいと科学の日 2018 

 

6 月 24 日、金沢海みらい図書館において、イベント「海とみらいと科学の日 2018」
が開催されました。能登里海教育研究所と金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実

験施設が協力し、海のいきもの実験教室「エビのひみつ」「イカのからだをのぞいてみ

よう」を開催しました。各回の最後には図書館から関連図書の紹介がありました。また、

能登半島の海の生き物と触れ合えるタッチプール「プチ水族館」、海の生き物に関連し

たクイズラリー、貝の生態的な豆知識を学びながら工作をする「貝のミニ講座＆貝がら

クラフト」、海をテーマに絵本や紙芝居の読み聞かせを行う「わくわく！海のおはなし

会」を企画し実施しました。 
関連企画として、図書館のロビーに、一般に公募した写真を展示する「能登の海の

いきものフォトギャラリー」と、能登里海教育研究所・金沢大学臨海実験施設・小木小

学校里海科のパネル展示を行いました。写真展では、日本航空高校石川潜水部の生徒さ

んから多数応募いただき作品を展示しました。なお、この写真展は、7 月 7‐8 日に能

登里山空港開港 15 周年イベント（輪島市）、11 月 7‐25 日にのと海洋ふれあいセンタ

ー（能登町）、2019 年 2 月 23 日に第 1 回いしかわ海洋教育フォーラム（金沢市）にも

出展しました。 
今回新たな企画となる貝のミニ講座・工作教室では、金沢大学臨海実験施設の先生

方が講師を務め、貝のことをわかりやすく解説しました。 
今回「南極の氷」の展示も行い、エビの実験教室では、南極の氷のでき方と、流氷

の下でアイスアルジーが育ちナンキョクオキアミなどが育つ生態系があることについ

て、金沢大学臨海実験施設の鈴木信雄教授が講義しました。 
本イベントは石川テレビに取材・放映いただきました。 
参加者数は下記の通りです。 

 
内容 参加人数 

エビのひみつ 59 名（1 回目：29 名 2 回目：30 名） 
イカのからだをのぞいてみよう 61 名（1 回目：30 名 2 回目：31 名） 
貝のミニ講座＆貝がらクラフト 48 名 
タッチプール・水槽 421 名 
クイズコーナー 185 名 
ペーパークラフト、折り紙等 421 名 
海のおはなし会 58 名 
 全体延べ 1253 名 

（提供：金沢海みらい図書館） 
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エビのひみつ                 海の生き物の展示 
 

イカのからだをのぞいてみよう         イカの生態と海の環境の講義 

 

貝のミニ講座とクラフト教室          能登の海の生きものタッチプール 
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写真展～能登の海のいきものたち 図書館ロビーにて 

 

 

海洋教育パネル展  
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3－4 海と日本 PROJECT inいしかわ 

 

今年度、能登里海教育研究意所では、海と日本 PROJECT in いしかわの小学生対象

のプログラム「能登の海と魚にふれてオリジナルのお寿司を考えよう！」に協力し、能

登町に滞在した子どもたちに里海科の授業を行いました。2018 年 7 月 31 日から 8 月 1
日に、金沢などに暮らす小学 5、6 年生計 30 名が能登町に滞在しました。九十九湾の

海岸の自然観察、イカ釣り漁や定置網漁の見学、イカの解剖など、海洋教育特例校の能

登町立小木小学校の里海科授業体験を行いました。授業の講師は「イカの生態と海の環

境」「イカの解剖」を浦田研究員が担当、「世界と能登の食文化」を木下研究員が担当し

ました。プログラムのようすは石川テレビの番組として放送されました。 
 

小木港のイカ釣り船の見学           浦田研究員によるイカの授業 

 

木下研究員による食文化の授業        イカの解剖のようす 

  



162 
 

 

▲「F のさかな」44 号 2018 掲載 
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3－5 金沢大学ジュニアドクター育成塾 

 

今年度、能登里海研究所は初めての取り組みとして、金沢大学ジュニアドクター育

成塾（以下、ジュニアドクター）のプログラム作成と実施に協力しました。ジュニアド

クターは、石川県・富山県・福井県の小中学生を対象に、「科学・技術の研究に関心を

もち，進んで科学・技術に関する基本的な知識・技能を学び，それらを活用した探究に

諦めずに挑戦していく子ども」へと育成するプログラムを，金沢大学を中心に，石川工

業高等専門学校，関係教育委員会，地域の博物館および科学館などとの連携により実施

しています。能登里海教育研究所では、金沢大学臨海実験施設で行われた 10 月 13‐14
日の合宿（基礎科目・生物）のプログラムを担当しました。対象は、小中学生合わせて

40 名で、内容は、能登半島の九十九湾で，海洋生物の観察と実験を行うというもので

す。棘皮動物のウニを用いて，生命誕生の瞬間の観察や，その仕組みの基礎となる DNA
の抽出、薄層クロマトグラフィーによる海藻の多様な光合成メカニズムを学ぶなど，海

洋環境への理解を深める目的のカリキュラムを実施しました。 
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平成30年10月13日 

浦田 慎 

        

 
ジュニアドクター育成塾用テキスト 
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DNA抽出
ちゅうしゅつ

実験
じ っ け ん

 

 

＊DNAは、細胞
さいぼう

中の主として核
かく

に含まれている。生物の組織
そしき

や細胞
さいぼう

からDNAやRNA（核
かく

酸
さん

）

を取り出すには、組織
そしき

のタンパク質や細胞
さいぼう

膜
まく

、核
かく

膜
まく

を分解し、その後核
かく

酸
さん

だけを精製
せいせい

・

回収する方法が広く行われている。 

 

＊DNAはエタノールに溶けにくいが、負に電荷
でんか

を帯びているため、エタノール中でも 凝 集
ぎょうしゅう

しにくい。そこに塩を加えると、正イオンで中性化され、 凝 集
ぎょうしゅう

して沈殿
ちんでん

する。食塩（塩

化ナトリウム）では、約6 %以上の塩濃度でDNAが沈殿
ちんでん

として回収できることが分かってい

る。 

 

DNA 抽 出
ちゅうしゅつ

実験
じっけん

の手順 

1. プラスチックコップに、10%の食塩水を30ml用意する。かくはん棒を一本用意し、持ち

手と先端がわかるように印をつけ、必要ならば班名や氏名も記入しておく。 

 

2. ウニの精子液を0.1 mL加え、泡だてないように混ぜる。 

 

3. 台所用洗剤
せんざい

を数滴加え、泡だてないように混ぜ、変化がないか観察する。 

 

4. 約60 mLの99.5%エタノールを少しずつ穏やかに注ぎ入れて、 重層
じゅうそう

させる。かくはん棒

を使ってコップの内側に伝わらせても良い。 
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5. ２液の界面
かいめん

を観察しながら、かくはん棒の先でかき混ぜる。出現した糸状のDNAを巻き

取って回収する。 

 

6. かくはん棒の先に巻き取って回収したDNAを、別に用意した70%エタノール溶液に一度つ

けてすすいでから、容器等に立てて風乾させる。 

 

7. だいたい乾いたら、 蒸 留 水
じょうりゅうすい

を1 ml入れた2 mLチューブに先端を差し込んで、DNAを

蒸 留 水
じょうりゅうすい

に溶かす。チューブにはマジックで情報を記入しておく。 

 

8. 必要に応じ、定量・解析
かいせき

に用いる。冷蔵庫あるいは冷凍庫で保管する。 

 

 

 

電気
で ん き

泳動
え い ど う

 
＊ 電気

でんき

泳動
えいどう

は、アガロース（寒天
かんてん

）を固めたゲルの一端からDNAを電気
でんき

的に移動させるこ

とにより行う。DNAはマイナスに荷電
かでん

しており、泳動
えいどう

中は＋側（陽極） に移動する。

そのとき、ゲルの分子ふるい効果により、長いDNA は網目構造内をゆっくりと動くのに

対し、短いDNA はより速く動くことから、DNA断片のサイズに応じた移動度を示す。電気
でんき

泳動
えいどう

後のゲルを蛍光
けいこう

色素
しきそ

で染色し、紫外線
しがいせん

等で検出することで、DNAの電気
でんき

泳動
えいどう

パタ

ーンが確認できる。 

 

＊ 泳動
えいどう

時にあらかじめ長さの分かっているDNA断片を同時に泳動
えいどう

することにより、サンプ

ル溶液中のDNA断片のサイズを求めることが可能である。 

 

＊ 電気
でんき

泳動
えいどう

では、一定サイズのDNA断片であれば、数10 ng（ナノグラム）でも発色によ

る視認が可能である。すでに濃度が分かっているDNA水溶液と並べてサンプル液を泳動
えいどう

することにより、大まかな濃度を確認することが可能である。 
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電気
でんき

泳動
えいどう

の手順 

 

1. 50 mLのボトルをメスシリンダとして使用し、TAE 緩衝液
かんしょうえき

を15 mL用意する。（TAE

（Tris-Acetate-EDTA）は50倍の 濃縮液
のうしゅくえき

を用意してあるので、 蒸 留 水
じょうりゅうすい

で薄める） 

 

2. 用意した液を三角フラスコに入れ、0.15 gの粉末アガロースを加えて、電子レンジで加

熱して溶かす。 

 

3. 泳動
えいどう

用に、TAE 緩衝液
かんしょうえき

を60 mL用意する（50 mLのボトルをメスシリンダとして使用す

る）。泳動
えいどう

槽
そう

に注ぎ入れておく。 

 

4. トレイにプレートをはめ、コームを用意しておく。 

 

5. アガロースが60℃くらいに冷めたら、0.75μLの染色液（ゲルレッド）を加えて混ぜ、

トレイに流し込み、コームをセットして固まるまで静かに置く。 

 

6. 固まったらコームの刺さっている部分を 蒸 留 水
じょうりゅうすい

で濡らした後でコームをゆっくりと

抜く。 

 

7. トレイからプレートごとゲルを取り出し、TAE 緩衝液
かんしょうえき

を入れた泳動
えいどう

槽
そう

にセットする。

必要に応じビニール手袋等を使用する。 

 

8. 1.5 mLチューブにローディングバッファーを1μL入れ、そこにサンプル液を5μL入れる。

合計6μLをピペットでゲルの穴にそそぎ入れる。（ローディングバッファーはDNAサン

プルが沈むよう比重を増やす物質と、電気
でんき

泳動
えいどう

の進行を観察できる色素
しきそ

が含まれてい

る） 

 



168 
 

9. ふたを閉めてスイッチを入れ、20分間ほど泳動
えいどう

する（高電圧
こうでんあつ

のため感電
かんでん

に注意！）。

泳動
えいどう

後、机の上に敷いたサランラップの上にそっとゲルだけを移し、ラップごと紫外線
しがいせん

ランプの上に置いて、観察する（防護
ぼうご

メガネなどを使うこと。紫外線
しがいせん

を絶対に直接見な

い！）。 

 

10. トレイやコーム、フラスコは、水道水で洗った後、蒸 留 水
じょうりゅうすい

ですすいで乾かしておく。

ゲルは燃えるゴミとして処分する。 

 

PCR法 

 

PCR法とは、ポリメラーゼ連鎖
れんさ

反応
はんのう

（polymerase chain reaction）により、DNAの特定部分

を増幅
ぞうふく

する技法のことである。核
かく

に含まれるDNAは長さが数億塩基対
えんきつい

にも及び、そこに数万

の遺伝子が配列
はいれつ

情報として含まれている。DNA分子を直接顕微鏡で観察して、塩基
えんき

配列
はいれつ

を

視認することは難しいため、DNAの解析
かいせき

にはその一部を増幅
ぞうふく

して解析
かいせき

することが多い。そ

の増幅
ぞうふく

に有効な手法である。 

もともと生物はDNAの複製
ふくせい

能力を持っており、DNAポリメラーゼという酵素
こうそ

がその中心とな

っている。DNAの複製
ふくせい

では、二重らせんが部分的に解けて、1本鎖になったところに短いRNA

（RNAプライマー）がまず合成され、そこからDNAポリメラーゼにより解けた1本鎖の相手と

なる配列
はいれつ

が作られていく（次頁図）。 
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この仕組みを、人工的に再現したものがPCRである。まず、増幅
ぞうふく

対象のDNA 領域
りょういき

の両端の

部分的な塩基
えんき

配列
はいれつ

を何らかの方法で事前に明らかにする。そしてその部分配列
はいれつ

に対応する

短い1本鎖DNA（DNAプライマー）を人為的
じんいてき

に合成する。このプライマーは、増幅
ぞうふく

予定の2本

鎖DNAの両鎖それぞれの3'側に結合する相補
そうほ

配列
はいれつ

であり、通常20塩基
えんき

程度である。そして、

下記の実験
じっけん

手順の通り解析
かいせき

対象のDNAの2本鎖を熱により強制的に1本鎖にし、プライマー

を結合させた後でDNAポリメラーゼが働

けば、増幅
ぞうふく

したい部分のみが複製
ふくせい

され

ることになる。 

 

PCRの基本的な実験
じっけん

手順 

＊基本的な反応
はんのう

液の組成 

1. バッファー溶液 

2. プライマー 

3. デオキシヌクレオチド三リン酸
さん

（dNTP） 

4. 増幅
ぞうふく

対象DNAを含む水溶液 

5. DNAポリメラーゼ  

・ 今回のPCR条件は、反応
はんのう

液量50μLで行う。 

・ 10×Ex Taq Buffer         5 μl 

・ dNTP Mixture（各2.5 mM）4 μl 

・ Primer 1             1 μl 

・ Primer 2         1 μl 

・ Template DNA       1 μl 

・ 滅菌精製
せいせい

水        37.5 μl 

・ TaKaRa Ex Taq（5 U/μl）0.5 μl 

 

以上を低温状態で混合し、スタンバイ状態にし

たPCR装置（サーマルサイクラー）にセットし

て反応
はんのう

を開始させる。 
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PCRサイクルの概要 

 

・ 反応
はんのう

液を94°C程度に加

熱し、30秒から1分間温度

を保ち、2本鎖DNAを1本

鎖に分かれさせる（図

①）。 

 

・ 60°C程度（プライマーに

よって若干異なる）にま

で急速冷却し、その1本鎖

DNAとプライマーをアニ

ーリングさせる（図②）。 

 

・ プライマーの分離がおき

ず、DNAポリメラーゼの

活性に至適な温度帯ま

で、再び加熱する。実験
じっけん

目

的により、その温度は60–

72°C程度に設定される。

DNAが合成されるのに必

要な時間、増幅
ぞうふく

する長さ

によるが通常1分から2

分、この温度を保つ（図

③）。 

 

・ ここまでが1つのサイク

ルで、以後、①から③ま

での手順を繰り返してい

く事で特定のDNA断片を

増幅
ぞうふく

させる。 
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＊ PCR処理をn回のサイクルを行うと、1つの2本鎖DNAから目的部分を2n-2n倍に増幅
ぞうふく

する。

ただ、通常は20サイクル程度行なう事から、近似
きんじ

的には2nの項は無視できる大きさにな

る。 

＊ この反応
はんのう

の成否は、増幅
ぞうふく

対象DNAとプライマーの塩基
えんき

配列
はいれつ

、サイクル中の各設定温

度・時間などに依存する。それらが不適切な場合、無関係なDNA配列
はいれつ

を増幅
ぞうふく

したり、

増幅
ぞうふく

が見られないことがある。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 今回のPCR条件は、 

    94°C -10 秒 

      ↓ 

    55°C -30秒    35 サイクル行う。 

      ↓ 

    72°C -60 秒 } 
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実験
じっけん

後の整理と考察のヒント 

 

Q：DNA 抽 出
ちゅうしゅつ

実験
じっけん

での洗剤
せんざい

の働きは？ 

 

Q：ウニのDNA 抽 出
ちゅうしゅつ

に卵でなく精子を使用する理由とは？  

 

Q：PCR で用いる DNA ポリメラーゼは、熱水噴出孔
ねっすいふんしゅつこう

に生息している菌が持つポリメラ

ーゼである。その理由は？ 

 

Q：長さ 1000bp の DNA 断片と 1500bp の DNA 断片が混ざった水溶液から、1000bp の断

片だけを分離するには、どういう方法が考えられるか？ 

 

Q：生活排水・工業廃水中の 洗剤
せんざい

等の成分が海洋に与える影響について、ウニの卵や精子

を使って検定するにはどうしたら良いか？ 
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3－6 里海セミナー 

 

2016 年度より開始した里海セミナーは、本年度は下記の 2 回にわたって実施し、海

洋教育の支援にあたる研究・教育関係者・一般市民を対象として、海洋に関する知見の

普及と、海洋教育への理解の推進をはかりました。 
 

2018 年 4 月 17 日 石川県海洋漁業科学館 セミナー会場 
 

2018 年 10 月 26 日 のとじま水族館 セミナー会場  
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3－7 第 6 回全国海洋教育サミット 

 

2019 年 2 月 9 日、東京大学にて、第 6 回全国海洋教育サミット「海洋教育のこれま

でとこれから」（東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター・公益財団法人

日本財団主催）が開催されました。能登里海教育研究所からは、谷内口事務局長、鈴木

理事、浦田研究員、木下研究員、能丸支援員が参加し、ポスター発表を行いました。 
 

会場風景 

 

ポスター発表 
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3－8 第 1回いしかわ海洋教育フォーラム～海藻から学ぶ里海 

 
2019 年 2 月 23 日（土）に金沢海みらい図書館交流ホールにおいて、イベント「第

1 回いしかわ海洋教育フォーラム～海藻から学ぶ里海～」が開催されました。能登里海

教育研究所と金沢大学環日本海域環境研究センターの主催、石川県教育委員会、金沢市

教育委員会の後援で下記の内容を企画、実施しました。これらとともに、会場では図書

館の方から関連する本の紹介、海藻おしば協会からおしば作品の展示、日本航空高等学

校石川潜水部の高校生が撮影した水中写真の展示も行いました。 
本イベント開催にあたり、石川テレビに取材いただきました。 
参加者数はのべ 117 人となりました。 

11:00～12:00 石川県海洋教育報告会・意見交換会 
笹川平和財団海洋教育パイオニアスクールプログラム 石川県採択校 
 能登町立小木小学校  
「海に親しみふるさとにほこりと愛着を持つ児童の育成」 
 白山市立北星中学校 
「地域の海岸を守る中学生のものづくりを通した 
海洋教育に関する実践活動」  
 石川県立金沢二水高等学校 
「海に親しみ、生物の多様性と行動を探究する臨海実習 」 

13:00～13:20 ポスター発表 「いしかわの海洋教育」 
学校名・団体名 タイトル 
石川県立 
七尾高等学校 

石川県立七尾高等学校の取り組みについて 

石川県 
水産総合センター 

水産総合センター・海洋漁業科学館による海

洋教育について 
石川県立 
金沢二水高等学校 

海に親しみ、生物の多様性と行動を探究する

臨海実習 
能登町立 
小木小学校 

海に親しみ ふるさとに誇りと愛着を持つ児

童生徒の育成 
能登里海教育研究所 石川県における海洋教育「能登モデル」の新

展開 
金沢大学 金沢大学臨海実験施設・能登海洋水産センタ

ーの紹介 
一般社団法人ピリカ 海洋プラスチック流出調査装置「アルバトロ

ス」 
 

13:20～13:30 開会挨拶 
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鈴木信雄  
（金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施設長・ 
能登里海教育研究所理事）    
来賓挨拶 
石田浩二  
（金沢市教育委員会 学校指導課 生徒指導支援室長） 

13:30～14:30 公開講演会「海藻からわかる海の環境」 
加藤亜記  
（広島大学大学院生物圏科学研究科准教授） 

14:45～16:30 パネルディスカッション 「海藻学習の取り組み状況と課題」 
◆パネリスト 
池森貴彦 （石川県水産総合センター） 
藤田大介 （能登町立松波中学校） 
鎌村実 （日本航空学園 日本航空大学校） 
谷内口孝治 （能登里海教育研究所） 
◆ゲストパネリスト 
中村修子 （笹川平和財団 海洋政策研究所海洋政策研究部） 
◆コーディネーター 
浦田慎 （能登里海教育研究所） 
◆講評 
 松原道男 （金沢大学学校教育系教授）  
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第１回いしかわ海洋教育フォーラム　参加者アンケート結果
1.あなたの年代を教えてください。

人数 ％
10代 3 20%
20代 1 7%
30代 1 7%
40代 5 33%
50代 1 7%
60代 3 20%
70代以上 1 7%
合計 15 100%

2.あなたの性別を教えてください。
人数 ％

男性 11 73%
女性 3 20%
(無回答） 1 7%
合計 15 100%

3.フォーラムの内容はいかがでしたか？ 
海洋教育報告会 ポスター等展示 加藤先生講演会 パネルディスカッション その他、会場や駐車場

よかった 4 10 7 10 4
普通 0 2 2 0 6
よくなかった 0 0 0 2 5
見ていない 8 1 4 1 0
(無回答） 3 2 2 2 0
合計 15 15 15 15 15

海洋教育報告会 ポスター等展示 加藤先生講演会 パネルディスカッション その他、会場や駐車場
よかった 27% 67% 47% 67% 27%
普通 0% 13% 13% 0% 40%
よくなかった 0% 0% 0% 13% 33%
見ていない 53% 7% 27% 7% 0%
(無回答） 20% 13% 13% 13% 0%
合計 100% 100% 100% 100% 100%

4.ご意見・ご感想があればご記入ください。
▼子供にむけた教育に対しての賛同意見

▼質問
・石川県（能登）周辺で、実際に回答がどの程度利用・流通しているかの具体例が見たかったです。

▼全体について
・内容は、かなり濃くておもしろかった。
・子連れで来たため,全く内容を聞くことができませんでした。すいません
・おしばがきれいでした。
・フォーラムに参加して、私自身に、初めて知ることの多いこと、びっくり喜びたくさんいただきました。
▼パネルディスカッションの内容について
・海藻の持つ里海での大きな役割の総論が、もっと長く深くてもよいと思います。

・せっかく海みらいを会場にして市民への公開にしているなら、パネルディスカッションはあまりマニアックな話よりも1人1
人の紹介は全体の取り組みの流れのほうがよかった。（海藻の色素は全くわからなかった）海への学びをどう取り組むか各先
生の”海へ行こう”が良かった。高校生の生の言葉がもっと聞きたかった

・子供たちが、少年・青年が、海から大きな刺激をいただき感動し、変容する機会を大人の努力工夫によって得られているこ
と、本当に素晴らしいことに思います。

・驚き発見体験は次々と体験につながってゆくこと、本当に大切なことと思っております。子供たちが、少なくとも小さな驚
きに出会い考え語れる場を、工夫し作り続けていただきたくお願いします。

・いしかわ自然学校のインストラクターです。自然を知ってもらうための場を多く知っていますが、「海藻」をテーマにして
いるものは少ないですね。池森さんを中心に、いくつかのイベントができればうれしいです。

・中学・高校での海洋生物や環境への取り組み偉いです。これから大切で必要なことです。よかったです
・自ら課題を見つけ研究し発表させる活動、今回の学習指導要領の改訂で、ようやく時代が追いついてきた感があります。

・私は神奈川育ちですが田舎が能登ですので小学校・中学の時の夏休みは毎日能登町の海に行きました。あとから江の島の海
に行き海の色の違いにびっくりしたのを覚えています。小学校の時から海を学べる子供たちはとても幸せなことだと思いま
す。
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5.今後このようなフォーラムがあったら、参加してみたいですか？
人数 ％

ぜひ参加したい 8 53%
まあ参加したい 4 27%
どちらともいえない 1 7%
あまり参加したくない 0 0%
ぜんぜん参加したくない 0 0%
（無回答） 2 13%
合計 15 100%

6.次回のフォーラムについておききします。/開催場所
人数 ％

海みらい図書館が良い 7 47%
別の会場が良い 2 13%
どちらともいえない 4 27%
（無回答） 2 13%
合計 15 100%

6.次回のフォーラムについておききします。/開催時期
人数 ％

2月が良い 2 13%
別の時期が良い 3 20% 5月、7月
いつでも良い 7 47%
（無回答） 3 20%
合計 15 100%

7.海洋教育に関して、「こうだったらいいのにな」と思うことがあれば、教えてください。
・石川県内に広がるようぜひ指導要領にもりこんでほしい。
・学校単位でもっとたくさん実習があれば良いですね

・他の海域についても学び、自分の地域の海は他とここが違うといった見方ができると良い。

・日本航空学園の先生の話はよかったですね。「未来につなげる」は必要です。つなげていきたいと思いました。
・能登地区の高校が集まっての合同研究発表会があれば、各高校の「総合的な探求の時間」での研究の動機づけになると思い
ます。

・もっと幅広い、できればすべての小中高で海洋の環境ゴミ問題を、実習も含めて教育課題として必修科目で扱ったらいいな
と思います。
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▼石川県海洋教育報告会・意見交換会 

 
 
 
 
 
 
 
 

▼ポスター等展示・発表 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
▼加藤亜記先生公開講演会          ▼パネルディスカッション



 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

4 海洋教育プログラムの検証  
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海洋教育の効果検証研究 

 
海洋教育の効果検証研究に向け、能登町の全小中学校を対象にアンケートを行いま

した（調査票１，２，３）。この調査は能登町の全小中学校の生徒のうち、海洋教育活

動のあった小学校高学年、中学１，２年生の海に関する知識と経験、地域における活動

と愛着、学習全般に対する興味・関心・態度について聞きました。また、各学年の担当

教員に海洋教育の既習歴について聞きました。 
 
（１）アンケート調査の対象と件数 

アンケートは、能登町の小木小学校、松波小学校、柳田小学校、宇出津小学校、鵜

川小学校の４，５，６年生、小木中学校、松波中学校、柳田中学校、能都中学校の１，

２年生を対象に実施しました。アンケートの回収件数は 492 部となりました。回答件

数の内訳は下表のとおりです。 
◆回答件数（小学校） 
  4 年 5 年 6 年 合計 
小木小 12 15 7 34 
松波小 17 28 18 63 
柳田小 18 14 14 46 
宇出津小 38 41 35 114 
鵜川小 10 7 10 27 
合計 95 105 84 284 
 
◆回答件数（中学校） 
  1 年 2 年 合計 
小木中 11 12 23 
松波中 10 28 38 
柳田中 24 22 46 
能都中 49 52 101 
合計 94 114 208 

 
（２）今後の分析 

この調査は過去 2015 年度、2016 年度に行ったアンケート調査票と一部の質問項目

を同じくしています。今後、今年度の調査において学校間の比較・分析を行うほか、年

度ごとの結果の比較・分析を行うことで、海洋教育の教育効果の評価につなげていく予

定です。 



187 
 

 

  

（調査票１）小学生向け 
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（調査票２）中学生向け 
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 （調査票３）教員向け 
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